
・施設撤去工
・敷地造成工
・給水設備工
・雨水排水設備工
・汚水排水設備工
・電気設備工
・境界杭設置工
・仮設工

㈱　鴻　池　組

施工計画書

湘南海岸公園龍城ヶ丘ゾ－ン整備・管理運営事業のうち造成他工事

【特定公園施設整備】

令和6年6月
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工事概要

１－１　工事概要

　（１）工事名称 湘南海岸公園龍城ケ丘ゾ－ン整備・管理運営事業のうち造成他工事

　（２）工事場所 神奈川県平塚市龍城ヶ丘45番1先

　（３）工　　期 自）令和6年7月1日
至）令和7年10月14日　

　（４）発注者 平塚　Seaside　Park　共同企業体
代表企業　積水ハウス㈱横浜シャ－メゾン支店

Tel　045-826-6601
　（５）施工者 ㈱鴻池組　東京本店

Tel　03-5201-7640
　　現場代理人　　大井　孝晃 Tel　080-1110-4498
　　監理技術者　　大井　孝晃

　（６）施工体制
　　 企業代表者 積水ハウス㈱横浜シャ－メゾン支店 Tel　045-826-6601

　　　　　　　　　　　 久保　建 Tel　080-9719-9794

　（７）作業時間 ※施工計画書共通事項に記載

　（８）工事目的 ※施工計画書共通事項に記載
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２　　節　　．　　工　　事　　内　　容

※全体施工計画書に記載

2-1

※施工計画書（共通事項に記載）　　　



３　　節　　．　　施　　工　　位　　置　　図
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※施工計画書（共通事項３節に記載）　　　



４　　節　　．　　計 画 工 程 表
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※施工計画書（共通事項4節に記載）　　　



５　　節　　．　　作　　業　　所　　組　　織
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サンエス警備保障㈱ 主任技術者 未定

事務担当 桑野かれん

主任技術者

若槻　翔遥

資材管理担当

安全管理担当

５節．作業所組織表

５－１　作業所編成表

現場代理人 　大井　孝晃

品質管理担当 西　悠希

現場管理

監理技術者

主任技術者 未定

添島　正美

豊崎　涼太

整地工事

施工管理担当

逗子電設㈱

㈱壺山建設協力業者

主任技術者

交通誘導員

主任技術者

主任技術者

㈱中澤組

㈱南野建設

未定

道路・舗装工事

推進工事

電気工事

給水設備工事 ㈱キャプティ 主任技術者 未定

㈱フジタ道路

工事部長 丸若　和雄

未定

未定

未定

　大井　孝晃

伐採伐根工事 奈良造園土木㈱ 主任技術者 未定

仮設工事
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工事
区分

工　種 種　別 品　名 規格･寸法 単位 数量

造成工事 盛土工 購入土 砂質土 ｍ3 9,939

購入土 ロ－ム質土 ｍ3 2,160

横断側溝 U240用 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 m 3.0

U型側溝 U240　ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 m 8.00

U型側溝 U150 蓋なし m 3.0

浸透側溝 U250 ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋（1種） m 85

〃 U250 ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋（3種）穴有 m 162

〃 U250 ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋（3種）穴無 m 11

〃 U240 ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋（3種） m 20.8

雨水排水桝 □450 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-2 基 14

〃 □450 化粧蓋 T-2 基 2

浸透桝 □400 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-14 基 13

〃 □400 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-2 基 27

〃 □400 化粧蓋 T-14 基 2

〃 □400 化粧蓋 T-2 基 9

〃 □400 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-25 基 3

横断側溝桝 U240用 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 基 1.00

管路工 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VUφ150有孔 m 218

〃 VUφ150 m 312

〃 VUφ75 m 22

単粒度砕石 4号 ｍ3 219

汚水桝工 汚水組立式マンホ－ル ０号組立式マンホ－ル 基 6

鋳鉄蓋  φ600 （T-14,T-6） 基 4

化粧蓋  φ600 T-2 基 2

小口径塩ビ桝 150-200 基 9

管路工 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 Vuφ200 m 63

〃 VUφ150 m 202

ﾏﾝﾎ-ﾙ用可とう継手 ０号組立マンホ－ルVU200用 個 1

水栓類取付け工 量水器 40型、30A（貸与品） 組 6

給水設備工 散水栓 13A　キ－式 組 10

立水栓 吐水口回転形13A　キ－式 組 1

消火栓 採水口　75メネジ 箇所 2

止水栓 40A，３２Ａ，２０Ａ　（JIS10K） 組 7

不凍水抜栓　 25A　（MT-Ⅱ　500L） 組 2

管路工 鋳鉄管 DIP　100A m 297

〃 DIP　75A m 161

水道用ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 40　SUS m 47

耐衝撃性ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 HIVP　30A m 325

〃 HIVP　25A m 174

〃 HIVP　20A m 10

埋設シ－ト 150W-２倍折込 m 854

埋設標 ｺﾝｸﾘ-ﾄ製　□80*300 本 10

埋設鋲 鋼製　25φ*75 本 35

整
地
工
事

集水桝工

設
備
工
事

側溝工

雨水排水設備工

汚水排水設備工

6-2



工事
区分

工　種 種　別 品　名 規格･寸法 単位 数量

照明設備工 引込柱 コンクリ－ト柱 H=12m 本 1

受変電設備 屋外ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ 基 1

公園盤、弱電盤、ｲﾍﾞﾝﾄ盤 公園盤、弱電盤、ｲﾍﾞﾝﾄ盤 屋外自立形 面 3

ハンドホ－ル ハンドホ－ル □900　H＝600 基 9

ハンドホ－ル ハンドホ－ル □600　H＝600 基 10

モールライト モールライト ＬＥＤタイプ 専用ポール共 基 4

ガーデンライト ガーデンライト ＬＥＤタイプ 専用低ポール共 基 22

コンセントポール コンセントポール 屋外防水形 １５Ａ×２ 基 2

スピーカー スピーカー 屋外形 MAX 15W 専用ポール共 基 3

埋設標 埋設標 コンクリート製 80×80×300H 本 10

埋設鋲鋼製 埋設鋲鋼製  25φ×70 H(舗装部等) 本 27

管路工 電線管 FEP管 φ150 ｍ 437

電線管 FEP管 φ80 ｍ 380

電線管 FEP管 φ65 ｍ 6

電線管 FEP管 φ50 ｍ 2,111

電線管 FEP管 φ40 ｍ 262

電線管 FEP管 φ30 ｍ 805

埋設シ－ト  150W－2倍折込 ｍ 1,102

電線ケ－ブル EM-CE他 式 1

管きょ工（推進） 管推進工 推進用硬質塩化ビニル管 φ200 m 39.8

立坑工 立坑工 ライナ－プレ－ト φ2000 m 3

生ｺﾝｸﾘ-ﾄ 18-8-25 ｍ3 2.5

再生砕石 RC-40 ｍ3 1.05

再生砂 ｍ3 2

マンホ－ル工 組立マンホ－ル工 組立式ﾏﾝﾎ-ﾙ ０号 基 1

擁壁工 嵩上げｺﾝｸﾘ-ﾄ工 生ｺﾝｸﾘ-ﾄ 18-8-25 ｍ3 3

舗装工（国道舗
装）

表層
再生密粒度アスファルト混
合物

t=50 ｔ 158

基層、中間層
再生粗粒度アスファルト混
合物

t=50 ｔ 109

上層路盤 再生瀝青安定処理 t=10 ｔ 109

上層路盤 再生粒調砕石 RM-40 ｍ3 65

下層路盤 再生砕石 RC-40 ｍ3 145

舗装工（歩道舗
装）

表層 開粒度アスファルト混合物 ｔ＝40 ｔ 7

路盤 再生砕石 RC-40 ｍ3 6

フィルタ－層 砂層 t=10 ｍ3 6

縁石工 中央分離帯 生ｺﾝｸﾘ-ﾄ 18-8-25 ｍ3 11

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ C種 ｍ 108

防護柵工 路肩防護柵工 ｶﾞ-ﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ Gp-Bp-3E ｍ 9

防止柵工 P種　縦格子型 H=0.8m ｍ 76

防止柵工 P種　横ﾋﾞ-ﾑ型 H=0.8m ｍ 30

仮設工 仮囲い B型フェンス H=1.8m ｍ 898

工事用道路 敷鉄板 1.5m*6.0m　t=22 式 1.0

電
気
設
備
工
事

下
水
道
工
事

交
差
点
改
良
工
事

仮
設
工
事
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７－１　組織表

１)安全環境部　組織表

１． 店社安全パトロール時実施(指導)内容

① 翌月の作業に対する安全管理実施事項の指導確認

② 協力会社オーナー等に対する教育

③ 安全ミーティングKY活動の指導

④ 現場作業の点検

２． 店社安全パトロール巡回計画

① 上記、安全環境部組織に属している職員1名以上が参加して実施する。

② 店社安全パトロール頻度は、2ヶ月１回実施する。

(状況に応じ店内と打合を行い、現場繁忙期、安全行事に実施する場合もある）

＜店社安全パトロール巡回計画表＞

R6.7月 R6.9月 R6.11月 R7.1月 R7.3月 R7.5月 R7.7月 R7.9月

3． 現場自主パトロール巡回計画

① 現場自主パトロ－ルを1ヶ月1回実施する。

＜自主パトロール巡回計画表＞

R6.8月 R6.9月 R6.10月 R6.11月 R6.12月 R7.1月 R7.2月 R7.3月

R7.4月 R7.5月 R7.6月 R7.7月 R7.8月 R7.9月

店社安全
ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
巡回予定

自主ﾊﾟﾄﾛｰ
ﾙ

巡回予定

安全環境部長

守屋 浩太郎

課 長

丸 山 佳 則
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２）現場安全衛生管理組織表

火
元
責
任
者

元方安全衛生管理者

添島　正美

未

定

業
者

業
者

逗
子
電
設

フ
ジ
タ
道
路
㈱

南
野
建
設
㈱

㈱
キ
ャ
プ
テ

イ

サ
ン
エ
ス
警
備
保
障
㈱

未

定

業
者
作
業
責
任
者

作
業
責
任
者

作
業
責
任
者 未

定

業
者
作
業
責
任
者

作
業
責
任
者 未

定

西

　
悠

希

担
当
責
任
者

交
通
誘
導
／
保
安
工

若

槻

　
翔

遥

統括安全衛生責任者

大井　孝晃

排
水
工

（
推
進
工
事

）

道
路
・
舗
装
工
事担

当
責
任
者

豊

崎

　
涼

太

豊

崎

　
涼

太

担
当
責
任
者

電
気
設
備
工
事

若

槻

　
翔

遥

担
当
責
任
者

給
水
管
設
備
工
事

整
地
工
事

若

槻

　
翔

遥

担
当
責
任
者

担
当
責
任
者

壺
山
建
設
㈱

未

定

業
者

未

定

業
者
作
業
責
任
者

西

　
悠

希
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(一次下請業者) (二次下請業者)

会   社   名 壺山建設㈱

安全衛生責任者 長瀬孝尚

主 任 技 術 者 長瀬孝尚

専 門 技 術 者

担当工事内容 仮設・準備工撤去工
・敷地造成工・仮設工他

(一次下請業者) (二次下請業者)

会   社   名 奈良造園土木㈱ 会   社   名

安全衛生責任者 大久保　篤史 安全衛生責任者

主 任 技 術 者 大久保　篤史 主 任 技 術 者

専 門 技 術 者 専 門 技 術 者

担当工事内容 伐採伐根工 担当工事内容

(一次下請業者) (二次下請業者)

会   社   名 ㈱中澤組 会   社   名

安全衛生責任者 中澤　裕行 安全衛生責任者

主 任 技 術 者 中澤　裕行 主 任 技 術 者

専 門 技 術 者 専 門 技 術 者

担当工事内容 仮設工 担当工事内容

(一次下請業者) (二次下請業者)

会   社   名 ㈱キャプテイ 会   社   名

安全衛生責任者 棚瀬　拓弥 安全衛生責任者

主 任 技 術 者 棚瀬　拓弥 主 任 技 術 者

専 門 技 術 者 専 門 技 術 者

担当工事内容 給水設備工 担当工事内容

(一次下請業者) (二次下請業者)

会   社   名 フジタ道路㈱ 会   社   名

安全衛生責任者 保泉　智之 安全衛生責任者

主 任 技 術 者 保泉　智之 主 任 技 術 者

専 門 技 術 者 専 門 技 術 者

担当工事内容 排水・道路・舗装工 担当工事内容

(一次下請業者) (一次下請業者) (二次下請業者)

会   社   名 南野建設㈱ 会   社   名

安全衛生責任者 山田　賢二 安全衛生責任者

主 任 技 術 者 山田　賢二 主 任 技 術 者

専 門 技 術 者 専 門 技 術 者

担当工事内容 推進工 担当工事内容

(一次下請業者) (二次下請業者)

会   社   名 逗子電設㈱ 会   社   名

安全衛生責任者 大迫　耕平 安全衛生責任者

主 任 技 術 者 大迫　耕平 主 任 技 術 者

専 門 技 術 者 専 門 技 術 者

担当工事内容 電気設備工 担当工事内容

協力業者所在地一覧表

下請け

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

　所　在　地

㈱キャプティ
神奈川県川崎市川崎区小川町6-1　東京ガス川崎
ビル

仮設工 ㈱中澤組 神奈川県平塚市千石海岸25-5

工期

工期

道路・舗装工 フジタ道路㈱

工期

神奈川県横浜市北区北新横浜2-8-11

整地工 壺山建設㈱ 東京都品川区西五反田7-10-1

工　種

給水設備工

業　者　名

交通誘導 サンエス警備保障㈱ 神奈川県厚木市中町3-1-2

電気工 逗子電設㈱ 神奈川県横浜市神奈川区片倉2-3-8

工期 R6 年7 月1日～R7年10月14日 工期

給

水

設

備

工

工期

工期

推

進

工

事

R6 年12 月18日～R7年10月14日

仮

設

工

事

道

路

・

舗

装
工

工期 R6 年12 月16日～R7年10月14日

伐

採

工

工期 R6 年7 月22日～R7年10月14日

施工リーダー   株式会社　鴻池組

整

地

土

工

現場代理人
工期 R6 年7 月3日～R7年10月14日

７－２　安全衛生協議会兼施工体系図

代表企業 積水ハウス株式会社
工   期

工 事 名 称
湘南海岸公園龍城ヶ丘ゾ－ン整備・管理運営事業の
うち造成他工事

自）令和6年　7月　1日

至）令和7年10月14日

監理技術者名 大井　孝晃

推進工 南野建設㈱ 東京都世田谷区岡本1-17-16

伐採伐根工 奈良造園土木㈱ 神奈川県横浜市北区新横浜1-13-3

大井　孝晃

工期

電

気

設

備

工

工期 R6 年12 月16日～R7年10月14日

工期 R7 年1 月20日～R7年10月14日

交

通

管

理

工

交通誘導員・保安工

会社名：ｻﾝｴｽ警備保障

現場責任者：金森　良介

工期：R６年７月３日
～R７年１０月１４日
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７
－
３
　
安
全
衛
生
管
理
計
画
表
・
安
全
訓
練

７
月

８
月

９
月

１
０
月
1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

安
全
大
会

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

安
全
衛
生
協
議
会

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

安
全
ﾊ
ﾟﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ

○
○

○
○

○
○

○
○

安
全
教
育
・
訓
練

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

・
立
入
禁
止
措
置
の
徹
底

備
考

・
立
坑
開
口
部
養
生
、
昇
降
設
備
の
点
検
・
ﾊ
ｻ
ﾞ
-
ﾄ
ﾞ
ﾊ
ﾟ
ｯ
ﾌ
ﾟ
の
周
知
教
育
・
ﾊ
ｻ
ﾞ
-
ﾄ
ﾞ
ﾊ
ﾟ
ｯ
ﾌ
ﾟ
の
更
新

・
玉
掛
け
用
具
の
点
検

・
立
入
禁
止
措
置
の
徹
底

・
立
入
禁
止
措
置
の
徹
底

・
立
入
禁
止
措
置
の
徹
底

・
工
事
車
両
の
入
退
場
誘
導
の
教
育

・
夜
間
作
業
の
道
路
使
用
許
可
周
知
教
育
・
ﾊ
ﾞ
ｯ
ｸ
ﾎ
ｳ
に
感
知
ｾ
ﾝ
ｻ
-
取
付

・
墜
落
災
害
の
防
止

・
埋
設
管
損
傷
事
故
防
止

・
既
設
物
と
の
接
触
事
故
防
止

・
作
業
手
順
書
の
確
認
・
見
直
し
・
作
業
手
順
書
の
確
認
・
見
直
し
・
作
業
手
順
書
の
確
認
・
見
直
し

・
重
機
接
触
災
害
の
防
止

・
重
機
接
触
災
害
の
防
止

・
重
機
接
触
災
害
の
防
止

・
第
三
者
災
害
の
防
止

・
第
三
者
災
害
の
防
止

・
第
三
者
災
害
の
防
止

・
飛
来
落
下
災
害
の
防
止

・
作
業
手
順
書
の
確
認
・
見
直
し

・
立
入
禁
止
措
置
の
徹
底

・
工
事
車
両
の
入
退
場
誘
導
の
教
育

・
玉
掛
け
用
具
の
点
検

・
第
三
者
・
交
通
災
害
の
防
止

・
重
機
・
ｸ
ﾚ
ｰ
ﾝ
災
害
の
防
止

・
飛
来
落
下
災
害
の
防
止

・
作
業
手
順
書
の
確
認

・
新
規
入
場
者
教
育
の
実
施

電
気
設
備
工
事

・
工
事
車
両
の
入
退
場
誘
導
の
教
育

・
玉
掛
け
用
具
の
点
検

・
重
機
接
触
災
害
の
防
止

・
第
三
者
災
害
の
防
止

西 ・ 中 間 工 区

仮
設
準
備
工
事

伐
採
伐
根
工
事

造
成
工
事

設
備
工
事

下
水
道
工
事

交
差
点
改
良
工
事

工
　
種

工  程  に  基  づ  く  重  点  対  策

重
点
目
標

実
 施
 事
 項

片
付
け
工

設
備
工
事

造
成
工
事

撤
去
工
事

東 工 区

全
工
区

令
和
6
年

令
和
7
年

交
通
誘
導
員

安 全 衛 生 行 事

仮
設
準
備
工
事

伐
採
伐
根
工
事

電
気
設
備
工
事
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月
度
安
全
目
標
 《
危
険
性
・
有
害
性
の
調
査
と
評
価
及
び
低
減
対
策
》

№
№

1
6

2
7

3
8

4
9

5
1
0

№
作
業
№

可
能
性
重
大
性

評
価

危
険
度

可
能
性
重
大
性

評
価

危
険
度

実
施
度

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ﾘ
ｽ
ｸ
№

1 2 3 4 5

工
事
名
：湘
南
海
岸
公
園
龍
城
ヶ
丘
ゾ
－
ン
整
備
・管
理
運
営
事
業
の
う
ち
造
成
他
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目  標  値

今
 月
 の
 安
 全
 目
 標

《
通
期
》
安
全
目
標
達
成
状
況

〔
現
状
値
〕

※
前
月
末
実
績

危
険
性
・
有
害
性
〈
リ
ス
ク
〉

危
険
性
・
有
害
性
〈
リ
ス
ク
〉
の
低
減
対
策

今
月
の
主
な
作
業
〔
工
種
〕

今
月
の
主
な
作
業
〔
工
種
〕

《
実
施
度
の
算
定
基
準
の
例
》

Ａ
：
指
摘
が
無
か
っ
た

Ｂ
：
指
摘
が
１
件

Ｃ
：
指
摘
が
２
件
以
上

※
各
工
事
事
務
所
で
基
準
を
定
め
る
こ
と

《
安
全
衛
生
協
議
会
で
協
議
》

前
月
の
月
度
安
全
目
標
シ
ー
ト
に
そ
の
月
の

低
減
対
策
の
実
績
度
を
、
安
全
衛
生
協
議
会

で
協
議
し
て
決
定

《
低
減
対
策
後
の
危
険
度
の
判
断
基
準
》

4
⇒

極
め
て
大
き
な
リ
ス
ク
が
残
存
し
、
再
検
討
が

必
要

３
⇒

ま
だ
相
当
の
リ
ス
ク
が
残
存
し
、
相
応
の
注
意

〈
教
育
等
〉
が
必
要

２
⇒

リ
ス
ク
は
残
存
し
て
い
る
の
で
、
作
業
手
順
の

順
守
が
必
要

１
⇒

リ
ス
ク
は
殆
ど
残
存
し
て
い
な
い
が
、
作
業
手

順
の
順
守
は
必
要
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７－４　現場ﾊﾟﾄﾛｰﾙ計画・安全管理

１）日常定例活動、月間定例活動

2）その他の随時活動

１．新規入場者に対する安全教育及び作業に関する教育

・ 新規入場者教育資料に基づき教育を実施する。

※施工計画書共通事項（６節）に記載
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安
全
施
工
サ
イ
ク
ル

皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。
　
本
日
よ
り
当
工
事
事
務
所
で
仕
事
を
し
て
頂
き
ま
す
。

〈
毎
日
〉

8
時
～

全
員
参
加

新
し
く
入
場
す
る
方
に
当
工
事
事
務
所
の
ル
ー
ル
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ケ
ガ
な
く
最
後
ま
で
安
全
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
、

8
時
1
5
分
～

全
員
参
加

こ
の
教
育
の
ね
ら
い
で
す
。

8
時
3
0
分
～

慣
れ
た
作
業
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
場
が
変
わ
れ
ば
作
業
環
境
も
変
わ
り
施
工
方
法
も
違
い
ま
す
。

終
了
1
5
分
前

全
員
参
加

こ
れ
ま
で
の
例
を
み
て
も
、
新
し
く
入
場
し
た
方
は
現
場
に
不
慣
れ
な
た
め
に
、
入
場
当
日
や
１
週
間
以
内
に
ケ
ガ
を

1
1
時
4
5
分
～

安
全
衛
生
責
任
者
は
全
員
出
席

す
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

午
前
・
午
後
各
1
回

統
括
安
全
衛
生
責
任
者
・
安
全
当
番

決
め
ら
れ
た
事
項
を
守
っ
て
無
事
故
・
無
災
害
で
元
気
に
働
い
て
下
さ
い
。

〈
毎
週
〉

曜
日

時
分
～

全
員
参
加

曜
日

時
分
～

工
事
概
要
等

〈
毎
月
〉

月
始

全
員
参
加

湘
南
海
岸
公
園
龍
城
ヶ
丘
ゾ
－
ン
整
備
・
管
理
運
営
事
業
の
う
ち
造
成
他
工
事

時
分
～

全
請
負
人
の
責
任
者

神
奈
川
県
平
塚
市
龍
城
ヶ
丘
4
5
番
1
先

時
分
～

職
長
全
員
参
加

令
和
　
6
年
7
月
1
日
　
～
　
令
和
　
7
年
1
0
月
1
4
日

月
始

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

1
.整
地
工
事
　
1
式
　
　
2
.下
水
道
工
事
　
1
式
　
　
3
.道
路
・
舗
装
工
事
　
1
式
　
　
4
.撤
去
工
事
　
1
式

5
.伐
採
工
事
　
1
式
　
　
6
.電
気
設
備
工
事
　
1
式
　
7
.給
水
管
工
事
　
1
式

工
事
事
務
所
の
ル
ー
ル

大
井
　
孝
晃

　
鴻
池
組
の
現
場
で
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
動
画
を
見
て
、
鴻
池
組
ル
ー
ル
を
守
っ
て
作
業
し
て
下
さ
い
。

添
島
　
正
美

〈
Ｋ
Ｙ
活
動
〉

Ｂ
様
式
に
全
員
フ
ル
ネ
ー
ム
で
サ
イ
ン
す
る
こ
と
。

〈
服
装
・
保
護
具
〉

規
格
に
合
っ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
安
全
靴
・
安
全
帯
を
正
し
く
使
用
す
る
こ
と
。
半
そ
で
は
禁
止
で
す
。

若
槻
　
翔
遥
、
西
　
悠
希
、
豊
崎
　
涼
太

5
m
以
上
の
高
所
作
業
で
は
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
二
丁
掛
け
安
全
帯
を
義
務
つ
け
て
い
ま
す
。

桑
野
か
れ
ん

〈
車
両
〉

車
両
の
出
入
は
誘
導
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。
必
ず
一
旦
停
止
し
て
周
囲
の
安
全
確
認
を
行
う
こ
と
。

現
場
で
定
め
た
車
両
の
運
行
経
路
を
順
守
す
る
こ
と
。
停
車
時
の
歯
止
め
を
順
守
の
こ
と
。

車
両
の
停
車
中
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
す
る
こ
と
。

安
全
衛
生
・
品
質
・
環
境
方
針

〈
火
気
・
喫
煙
〉

火
気
を
使
用
す
る
作
業
は
、
職
員
に
事
前
に
申
出
て
消
化
用
具
の
準
備
、
防
火
養
生
し
て
作
業
す
る
こ
と
。

・
2
0
2
4
年
度
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
 　

作
業
終
了
時
に
は
、
必
ず
残
り
火
が
な
い
こ
と
確
認
す
る
こ
と
。

・
所
長
方
針
〈
安
全
衛
生
・
品
質
〉

現
場
内
は
全
て
禁
煙
で
す
。

現
場
に
即
し
た
作
業
手
順
書
を
計
画
し
て
作
成
し
作
業
員
へ
周
知
徹
底
す
る
こ
と
で
、
事
故
防
止
の
自
覚
と
責
任
感
を

〈
ク
レ
ー
ン
等
〉

移
動
式
ク
レ
ー
ン
・
重
機
・
ポ
ン
プ
車
・
高
所
作
業
車
等
を
使
用
す
る
作
業
は
、
必
ず
指
定
の
用
紙
で

持
た
せ
る
と
と
も
に
作
業
員
の
安
全
を
確
保
し
、
全
工
期
無
事
故
無
災
害
を
達
成
す
る
。

打
合
せ
を
行
っ
て
か
ら
作
業
を
開
始
す
る
こ
と
。
ク
レ
ー
ン
使
用
時
は
「
3
･
3
･
3
運
動
（
地
切
3
0
ｃ
ｍ
・

・
安
全
目
標

静
止
3
秒
・
3
ｍ
離
れ
吊
り
上
げ
）
」
を
実
施
す
る
こ
と
。

埋
設
物
・
架
空
線
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
事
前
確
認
を
作
業
日
２
日
前
ま
で
に
は
終
わ
ら
せ
る
。
高
所
作
業
時
の
墜
落

〈
安
全
設
備
〉

開
口
部
養
生
・
足
場
等
の
手
す
り
な
ど
安
全
設
備
を
無
断
で
取
り
外
さ
な
い
こ
と
。
や
む
を
得
ず
取
り
外

災
害
防
止
の
た
め
、
巡
察
時
の
墜
落
制
止
用
器
具
未
使
用
者
の
指
摘
を
受
け
た
協
力
業
者
は
、
当
日
中
に
職
長
に
よ
る

す
場
合
は
、
必
ず
職
員
の
許
可
を
得
る
こ
と
。
ま
た
、
立
入
禁
止
措
置
な
ど
の
安
全
措
置
を
行
っ
て
か
ら

反
省
会
を
実
施
し
所
長
へ
報
告
す
る
。
不
安
全
行
動
災
害
防
止
の
た
め
、
巡
察
時
の
不
安
全
行
動
者
の
注
意
を
受
け
た

作
業
す
る
こ
と
。

協
力
業
者
は
、
当
日
中
に
職
長
に
よ
る
反
省
会
を
実
施
し
所
長
へ
報
告
す
る
。

〈
脚
立
〉

原
則
使
用
は
禁
止
で
す
。

・
品
質
目
標

〈
資
格
証
〉

資
格
が
必
要
な
作
業
は
有
資
格
者
が
行
い
、
そ
の
資
格
証
は
必
ず
携
帯
す
る
こ
と
。

規
格
値
の
9
0
%
で
管
理
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
で
き
る
も
の
を
施
工
す
る
。

〈
環
境
〉

作
業
で
出
た
ゴ
ミ
は
産
業
廃
棄
物
で
す
。

・
環
境
目
標
〈
具
体
的
実
施
事
項
〉

所
定
の
場
所
に
集
積
し
、
必
ず
廃
プ
ラ
、
木
く
ず
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
詰
め
所
〉

詰
め
所
は
み
ん
な
で
使
う
場
所
で
す
。
き
れ
い
に
使
用
し
施
錠
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

・
緊
急
事
態

〈
報
告
〉

ど
ん
な
に
小
さ
な
ケ
ガ
で
も
職
員
へ
必
ず
報
告
す
る
こ
と
。
当
社
は
『
労
災
か
く
し
』
は
い
た
し
ま
せ
ん
！

災
害
発
生
時
は
直
ち
に
避
難
経
路
を
確
保
し
退
避
す
る
こ
と
。
（
火
災
の
場
合
は
初
期
消
火
を
実
施
）

〈
特
別
ル
ー
ル
〉

工
事
車
両
は
指
定
ル
－
ト
を
通
行
す
る
こ
と
。

災
害
発
生
時
は
直
ち
に
職
員
に
報
告
し
、
関
係
者
へ
の
速
や
か
な
報
告
を
実
施
す
る
。

他
業
者
（
造
園
工
事
業
者
、
建
築
業
者
）
と
工
事
用
道
路
を
共
有
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

避
難
場
所
：
現
場
事
務
所
　
避
難
勧
告
発
生
時
は
広
域
避
難
場
所
⇒
平
塚
市
立
花
水
小
学
校

騒
音
、
振
動
が
原
因
で
発
注
者
か
ら
作
業
中
止
を
1
件
以
内
に
す
る
。

第
4
週
木
曜
日
1
3

0
0

第
4
週
木
曜
日
1
4

0
0

事
務
担
当

そ
の
他

工
事
概
要

現
場
組
織

所
長

副
所
長

工
事
主
任

係
員

安
全

大
会

工
事
名
称

安
全
衛
生
協
議
会

工
事
場
所

職
長

会

新
規
入
場
者
の
み
な
さ
ん
へ
　
《
工
事
事
務
所
の
指
示
事
項
》

安
全

朝
礼

Ｋ
Ｙ

活
動

始
業
前
点
検

1
5
分
間
整
理
清
掃

工
期

月
例

点
検

現
場

巡
察

一
斉

清
掃

定
時
打
合
せ

3
0

週
間

点
検

金
8

3
0

金
8
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本
日
、
新
規
入
場
者
教
育
を
受
け
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
工
事
事
務
所
の
順
守
事
項
や
安
全
基
準
に
従
っ
て
、
安
全
作
業
に
従
事
し
、
自
分
の
身
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

又
、
こ
の
現
場
で
発
生
し
た
ど
ん
な
小
さ
な
ケ
ガ
で
も
す
ぐ
に
鴻
池
組
職
員
へ
報
告
し
ま
す
。

現
場
内
で
は
施
工
に
必
要
の
な
い
写
真
撮
影
は
行
わ
ず
、
ま
た
、
工
事
で
知
り
得
た
情
報
は
第
三
者
に
開
示
し
た
り
、
も
し
く
は
閲
覧

可
能
な
環
境
へ
記
載
し
ま
せ
ん
。

元 請 確 認

平
成
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
　
月
　
　
　
　
　
日
 

受
講
者
直
筆
サ
イ
ン

事 業 主 の 確 認

　
★
あ
な
た
は
事
業
主
も
し
く
は
一
人
親
方
で
す
か
？

　
１
　
は
い
　
　
　
２
　
い
い
え

　
　
・
「
は
い
」
と
答
え
た
方
は
労
災
保
険
の
特
別
加
入
に
入
っ
て
い
ま
す

　
　
　
か
？

　
１
　
は
い
　
　
　
２
　
い
い
え

　
※
事
業
主
（
一
人
親
方
）
の
方
は
「
労
働
者
」
に
該
当
せ
ず
、
当
工
事
事
務
所
の
労
災
保
険
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
〔
労
基
法
第
9
･
1
0
条
（
労
働
者
・
使
用
者
の
定
義
）
〕

　
　
民
間
労
災
保
険
・
政
府
労
災
保
険
の
特
別
加
入
に
加
入
し
て
下
さ
い
。
〔
労
災
保
険
法
第
3
3
～
3
7
条
（
第
2
条
特
別
加
入
者
・
加
入
手
続
き
）
〕

　
●
持
病
（
て
ん
か
ん
・
弱
視
・
難
聴
・
高
血
圧
・
腰
痛
な
ど
）
は
あ
り

　
　
ま
す
か
？

　
１
　
な
い
　
　
　
２
　
あ
る
（
具
体
的
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
●
過
去
に
か
か
っ
た
病
気
・
現
在
治
療
中
の
病
気
は
あ
り
ま
す
か
？

　
１
　
な
い
　
　
　
２
　
あ
る
（
具
体
的
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
●
熱
中
症
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
１
　
な
い
　
　
　
２
　
あ
る
（
平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
頃
）

　
●
あ
た
た
は
特
殊
健
康
診
断
の
対
象
者
で
す
か
？

　
１
　
は
い
　
（
平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
受
診
）

　
２
　
い
い
え

　
●
あ
な
た
の
最
近
（
こ
こ
２
～
３
日
）
の
健
康
状
態
は
ど
う
で
す
か
？

　
１
　
よ
い
　
　
　
２
　
ま
あ
ま
あ
よ
い
　
　
　
３
　
あ
ま
り
よ
く
な
い

　
　
・
２
、
３
と
答
え
た
方
は
、
よ
く
な
い
理
由
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
◆
こ
の
現
場
に
来
る
前
に
「
送
り
出
し
教
育
」
を
受
け
て
き
ま
し
た
か
？

　
１
　
は
い
　
　
　
２
　
い
い
え

健 康 状 態 の 確 認

　
●
あ
な
た
は
最
近
１
年
以
内
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
た
か
？

　
１
　
は
い
　
（
平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
）

　
２
　
い
い
え
　
←
 速
や
か
に
健
康
診
断
を
受
け
て
報
告
し
て
下
さ
い

　
　
・
そ
の
結
果
は
ど
う
で
し
た
か
？

　
１
　
異
常
な
し
　
２
　
異
常
あ
り
（
所
見
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
・
血
圧
値
は
ど
う
で
し
た
か
？

　
最
高
　
　
　
　
　
　
最
低

年
　
 　
月

経
験
年
数

年
　
　
　
　
ヶ
月

（
　
　
　
　
次
会
社
）

契 約 ・ 教 育

　
◆
雇
入
れ
通
知
書
（
雇
用
契
約
書
）
を
受
け
取
り
ま
し
た
か
？

　
１
　
は
い
　
　
　
２
　
い
い
え

　
◆
雇
入
れ
教
育
を
受
け
ま
し
た
か
？

　
１
　
は
い
　
　
　
２
　
い
い
え

－
－

　
■
あ
な
た
が
現
在
所
有
し
て
い
る
資
格
等
に
　
□
に
「
レ
点
」
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

所
　
属

会
社
名

職
　
　
種

雇
 用
 年
 月

一
次
会
社
名

S H

緊
　
急

連
絡
先

氏
　
　
名

続
　
柄

電
 話
 番
 号

適
用
除
外
※
に
は
、
鴻
池
組
に
対
し
て
所
定
の
手
続
き
を
経
た
「
そ
の
他
特
例
措
置
」

を
含
み
ま
す
。

固
定
電
話

（
　
　
　
　
　
　
）

携
帯
電
話

（
　
　
　
　
　
　
）

現
住
所

都
道
府
県

市
区
町
村

男
・
女

昭
和

平
成

年
　
  
 　
 月
　
  
 　
日
　
生

才

◎
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
？

電 話

（
　
　
　
　
　
　
）

　
1
. 
は
い
　
　
　
　
　
2
. 
い
い
え
　
　
　
　
　
3
. 
適
用
除
外
 ※

－

◎
適
正
な
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
？

ふ
り
が
な

性
　
別

生
 年
 月
 日

年
　
齢

　
1
. 
は
い
　
　
　
　
　
2
. 
い
い
え
　
　
　
　
　
3
. 
適
用
除
外
 ※

氏
　
名

平
成
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日

　
1
. 
は
い
　
　
　
　
　
2
. 
い
い
え
　
　
　
　
　
3
. 
適
用
除
外
 　

氏
　
名

新
規
入
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
　
※
該
当
す
る
各
設
問
を
漏
れ
な
く
記
入
し
提
出
し
て
下
さ
い
。

新
規
入
場
者
教
育
修
了
書

　
　
　
※
こ
の
個
人
情
報
は
、
適
正
配
置
、
安
全
衛
生
管
理
、
緊
急
時
の
連
絡
に
使
用
致
し
ま
す
。
ま
た
、
当
社
に
て
厳
重
に
管
理
し
、
不
要
と
な
り
次
第
、
責
任
を
持
っ
て
処
分
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
事

教
育
実
施
者

社 会 保 険 の 確 認

◎
適
正
な
健
康
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
・
健
康
保
険
組
合
・
国
民
健
康
保
険
の

　
い
ず
れ
か
）
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
？

会
社
名

実
施
年
月
日
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７－５　安全衛生点検計画表

所 属 氏 名

バックホウ（０．７ ） 始業前 壺山建設㈱ 取扱者
点検項目について
取扱者が記録する

バックホウ（０．４５ ） 始業前 〃 取扱者 〃

キャリアダンプ 始業前 〃 取扱者 〃

ニブラ兼ブレ－カ 始業前 〃 取扱者 〃

ブルドーザー 始業前 〃 取扱者 〃

バックホウ（０．４５ ） 始業前 南野建設㈱ 取扱者
点検項目について
取扱者が記録する

ユニッククレーン４ｔ 始業前 〃 取扱者 〃

ラフタ－クレ－ン25ｔ 始業前 〃 取扱者 〃

バックホウ（０．７ ） 始業前 フジタ道路㈱ 取扱者
点検項目について
取扱者が記録する

ユニッククレーン４ｔ 始業前 〃 取扱者 〃

バックホウ（０．４５ ） 始業前 〃 取扱者 〃

ダンプトラック１０ｔ 始業前 〃 取扱者 〃

タイヤローラ 始業前 〃 取扱者 〃

アスファルトフィニッシャー 始業前 〃 取扱者 〃

バックホウ（０．７ ） 始業前 奈良造園土木㈱ 取扱者
点検項目について
取扱者が記録する

グラップル 始業前 〃 取扱者 〃

ラフタ－クレ－ン25ｔ 始業前 〃 取扱者 〃

バックホウ（０．2 ） 始業前 ㈱ｷｬﾌﾟﾃｲ 取扱者
点検項目について
取扱者が記録する

ユニッククレーン４ｔ 始業前 〃 取扱者 〃

バックホウ（０．2 ） 始業前 ㈱中澤組 取扱者
点検項目について
取扱者が記録する

ユニッククレーン４ｔ 始業前 〃 取扱者 〃

バックホウ（０．2 ） 始業前 逗子電設㈱ 取扱者
点検項目について
取扱者が記録する

ユニッククレーン４ｔ 始業前 〃 取扱者 〃

給
水
設
備

区
　
分

切
土
・
盛
土
・
　
埋
戻
し
・
撤
去
工
他

工
　
種

備　　考
(記録の方法等)

点検を必要とする
設 備・機 械 等

点 検 時 期
(年・月・日)

点   検   者

電
気
設
備

造
成
・
撤
去
工
事

道
路
・
舗
装
工
事

道
路
工
・
A
s
舗
装
工
他

排
水
工
事
（

推
進
工
事
）

立
坑
工
・
推
進
工

伐
採
工
事

伐
採
工
・
伐
根
工

排
水
設
備

設
備
工
事
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※施工計画書共通事項（６節）に記載

７－６　作業中止基準および緊急配備体制
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－ －(係員) － －

平塚労働基準監督署
発注者 積水ハウス株式会社
横浜シャーメゾン支店

TEL 0463 － 43 － 8615 TEL 045

平塚共済病院

－ 826 － 6601

平塚警察署

21 － 9852

平塚市役所　みどり公園・水辺課

TEL 0463 － 31 － 0110

神奈川県下水道公社

TEL 0463 － 32 － 1950 TEL 0463 －

TEL 0463－ 6161 － 55 － 7211

済生会湘南平塚病院

平塚土木事務所（国道134号）

－TEL 0463 22 － 2711TEL 0463 － 33

TEL 0463 － 73

平塚市消防署海岸出張所

東京電力パワーグリッド(株) 平塚市水道営業所

－ 0119

TEL 0120 － 995 － 007

ＮＴＴ東日本 ㈱鴻池組東京本店　土木部

－ 6122

－ 31 －2832 TEL

TEL 0463 － 73

7640TEL 03 － 5986 － 0463TEL

090 － 1655 －

7009

《連絡先一覧》

03 － 5201 －

090 － 7250 －

㈱鴻池組職員　氏名 携帯電話番号 氏名 携帯電話番号

(工事部長) 丸若　和雄 0281

(現場所長) 大井　孝晃 080 － 1110 － 4498

(副所長) 添島　正美 090 － 4667 － －

(係員) 若槻　翔遥 070 － 7818 －

－

8377

－ －

－

－ － － －

－

７－７　緊急時連絡体制

㈱鴻池組東京本店　安全環境部

TEL

レモンガス株式会社

TEL

(係員)

0911

1321 （土木営業部長）白石克也

4545 － 533 －

フジタ道路㈱　西関東事業部

03 － 5201 － 7570

サンエス警備保障株式会社厚木支社

045

交通誘導（一次下請業者） 道路・舗装工事（一次下請業者）

3181TEL 046 － 204 －

事故発生

湘南海岸公園

龍城ヶ丘ゾ－ン

整備・管理運営

事業工事

㈱鴻池組
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７－8　自衛消防隊組織表

警備及誘導班 消　火　班　１ 消　火　班　２ 工　作　班 救　護　班 連　絡　班

（

班
長

豊崎　涼太 若槻　翔遥 添島　正美 西　悠希 桑野かれん 大井孝晃

）

（
班
員

）

協力業者
作  業  員

協力業者
作  業  員

協力業者
作  業  員

協力業者
作  業  員

協力業者
作  業  員

協力業者
作  業  員

１．負傷者の救急
看護にあたる

１．事業場内の全
員に急報する
２．状況によって
１１９番に電話通
報する

１.消火栓、消火器、消火砂、防火
用水等を使用して初期消火につ
とめる

１．避難者を避難
場所に誘導する
（高齢者・女子優
先）

１．類焼を防止す
る
２．非常持出品を
搬出移動する
３．消火用通路及
び搬出用通路を
整備確保する

 隊 長　　　　　　大井　孝晃

主　　　　要　　　　任　　　　務

 副隊長　　　　　　添島　正美
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８　　節　　．　　交　　通　　安　　全　　対　　策

8-1

※施工計画書（共通事項７節に記載）　　　



９　　節　　．　　環　　境　　対　　策

9-1

※施工計画書（共通事項８節に記載）　　　



１０　　節　　．　　既　　存　　物　　対　　策
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１０節．　既　存　物　対　策

10-1　保全区域の樹木

　保全区域の境界測量を行い、現地の施工範囲の確認を監督員と行う。

　保全区域の境界明示として仮杭（木杭）を設置し、ロープ等で伐採範囲を

明示する。

10-2　歩道橋　

　施工範囲に隣接する歩道橋について、仮囲いを設置して第三者の立入禁止を

行う。近接して作業を行う場合は、監視員を配置して接触損傷事故防止に努める。

10-3　周辺道路

　工事施工範囲に隣接する国道134号線の出入口部については施工着手前に、

歩道、車道の舗装面の損傷、ひび割れ等を、写真等にて確認し、保持する。

工事車両等の通行により道路に損傷等が発生した場合は、監督員と協議を行う。

仮囲い　ｵﾚﾝｼﾞﾈｯﾄ柵　?=1,343.1m

歩道切下、出入口設置

【夜間施工（片側交互通行)】

プール他解体・盛土

伐採・伐根

西・中間工区 東工区

ガードマン

ガードマン

ダンプ待機・通勤車両駐車場

敷鉄板(1,524×6,096×t22):23枚
乾式タイヤ洗浄機

通勤車両駐車場

敷鉄板(1,524×6,096×t22):23枚

クロスゲート

W=10m

クロスゲート

W=10m

仮設電気引込
仮設水道引込

Φ25㎜

クロスゲート

W=10m

ガードマン

事務所

（14,1m×7.2×2F）

歩道橋

保全区域の樹木

国道134号

歩道橋

歩道橋
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１１　　節　　．　　施　工　管　理
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１１－１　現場品質管理組織表

　1)検査および責任者

受け入れ検査：材料受け入れ時の検査

　　　　　　納品書、検査証明書、目視により確認

　　受入検査責任者　　大井　孝晃

工程内検査：次工程に進む前に確認（盛土管理）

工程内検査責任者　　大井　孝晃

監理技術者

大井孝晃

若

槻

翔

遥

品
質
管
理

安
全
管
理

添

島

正

美

担
当
責
任
者

写
真
管
理

担
当
責
任
者

担
当
責
任
者

豊

崎

涼

太

若

槻

翔

遥

担
当
責
任
者

工
程
管
理

出
来
形
管
理

西

悠

希

担
当
責
任
者
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［１］施工管理計画

　本工事は、神奈川県県土整備局が定める「神奈川県土木工事施工管理基準及び規格値

(令和4年4月改定)」に準拠し、施工管理を行うものとする。下水道施工管理基準については、

神奈川県の管理基準がないため、公益社団法人日本下水道協会の下水道土木工事必携(案)

　　　　2021年版にもとづき施工管理を行うものとする。ただし、工事の種類、規模、施工条件等により、

この管理基準によりがたい場合、または、基準が定められていない工種については、監督員と

協議の上、施工管理を行うものとする。

施工管理の構成は次のとおりとする。

［２］工程管理

　工程管理は、工事内容に応じた方式（ネットワーク又はバーチャート等）で作成し、計画に

基づいて人員及び機材等を適切に配置し、安全管理に配慮しながら確実に管理する。

　また、工程に遅れがでた場合は、フォローアップによりすみやかに対処する。

　関連他工事とも工事調整を行い、事業全体の工程が遅延しないよう工事調整する。

工程管理

出来形管理

品質管理

施工管理

（工事写真を含む)

１１－２　現場施工管理計画
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［３］出来形管理

　出来形管理は、出来形を出来形管理基準に定める測定項目及び測定基準により実測し、設計値と実測値
を管理基準に基づき管理し、設計と対比して記録した出来形管理図表を作成し管理する。
　下水道工事については、下水道土木工事必携(案)　2021年版の出来形管理基準にもとづき測定項目を実
測し、出来形管理を行う。

［４］品質管理

　品質管理は、品質管理基準に定める試験項目、試験項目、試験方法及び試験基準により管理し、その品
質内容に応じた品質管理図表を作成する。
　下水道工事については、下水道土木工事必携(案)2021年版の品質管理基準にもとづき試験項目を実施し
品質管理を行う。

［５］写真管理

　写真管理は以下に分類する。

着手前及び完成写真

施工状況写真

安全管理写真

　 工事写真 使用材料写真

品質管理写真

出来形管理写真

災害写真

事故写真

その他（公害、環境、補償等）

　撮影の仕様は以下のとおりとする。
　・写真はカラ－とする。
　・有効画素数は小黒板文字が判読できることを指標とする。
　
　留意事項
　・不可視となる出来形部分については、出来形寸法が確認できるよう特に注意して撮影する。
　・撮影箇所が分かりにくい場合は、見取り図を参考図として作成する。
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出来形管理基準
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神
奈
川
県
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
及
び
規
格
値
(令
和
４
年
4月
1日
改
定
)

編
章
節

条
枝
番

57

1ヶ所
／
1施
工
箇
所

929
1

30
1

1

単
位
 
m
m

基
準
高
▽

±
30

±
30

1ヶ所
毎

各
線
種
毎
に
1ヶ所

テ
ス
トピ－

ス
に
よ
り測
定
。

基
準
高
▽

±
30

±
30

施
工
延
長
40m

(測
点
間
隔

25m
の
場
合
は
50m

)に
つ
き
1ヶ

所
、延
長
40m

(又
は
50m

)以
下
の
も
の
は
1施
工
箇
所
に
つ
き

2ヶ所
。

3土木工事共通編

4基礎工

２一般施工

区
画
線
工

側
溝
工

３共通的工種

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄU型
側

溝
、L型

側
溝

集
水
桝
工

縁
石
工
(縁
石
・ア

ス
カー
ブ
) 工
種

測
定
箇
所

1ヶ所
／
1施
工
箇
所

単
独
基
礎
10基

に
つ
き
1基
、10基

以
下
の
も
の
は
2

基
測
定
、測
定
箇
所
は
1基
に
つ
き
1ヶ所

測
定

-30
基礎

幅
　W

高
さ　ｈ

防
止
柵
工

(立
入
防
止

柵
)(転
落
(横
断
)

防
止
柵
)(車
止
め

ポ
ス
ト)

-30

摘
要

測
定
項
目

規
格
値

社
内
目
標
値

測
定
基
準

施
工
延
長
40m

(測
点
間
隔

25m
の
場
合
は
50m

)に
つ
き
1ヶ

所
、延
長
40m

(又
は
50m

)以
下
の
も
の
は
1施
工
箇
所
に
つ
き

2ヶ所
。

-27

-180

基
準
高
▽

-50
-45

延
長
L

-200

厚
さ　t1　t2

-30

-20

設
計
値
以
上

設
計
値
以
上

設
計
値
以
上

設
計
値
以
上

施
工
延
長
40m

(測
点
間
隔

25m
の
場
合
は
50m

)に
つ
き
1ヶ

所
、延
長
40m

(又
は
50m

)以
下
の
も
の
は
1施
工
箇
所
に
つ
き

2ヶ所
。

延
長
　L

-27

ﾊﾟｲﾌﾟ取
付
高
　H

+
30

+
30

-20

各
構
造
物
の
規

格
値
に
よ
る

各
構
造
物
の
規

格
値
に
よ
る

厚
さｔ
（
溶
融
式
の
み
）

幅
W

一
般
事
項

(切
込
砂
利
)

(砕
石
基
礎
工
)

(割
ぐり石

基
礎
工
)

（
均
しｺﾝｸﾘｰﾄ）

幅
　W

設
計
値
以
上

設
計
値
以
上

-27

1共通編

2土工

3河川・海岸・砂防土工

3
1

盛
土
工
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1 2 7

単
位
 
m
m

測
定
項
目

規
格
値

社
内
目
標
値

測
定
基
準

測
定
箇
所

摘
要

個
々
の
測
定
値

(X
)

個
々
の
測
定
値

(X
)

小
規
模
以
下

小
規
模
以
下

編
章
節

条
枝
番

工
種

※
施
工
規
模
が
小
規
模
未
満
の
た
め
、

10
個
の
測
定
値
の
平
均
は
無
し。

ｱｽ
ﾌｧ
ﾙﾄ
舗
装
工

(上
層
路
盤
工
)

粒
度
調
整
路
盤

工

厚
さ

-3
0

-2
7

幅
-5
0

-4
5

※
施
工
規
模
が
小
規
模
未
満
の
た
め
、

10
個
の
測
定
値
の
平
均
は
無
し。

基
準
高
▽

厚
さ 幅

±
50

±
45

-4
5

-5
0

-4
5

-4
5

ｱｽ
ﾌｧ
ﾙﾄ
舗
装
工

(加
熱
ｱｽ
ﾌｧ
ﾙﾄ
安

定
処
理
工
)

厚
さ

-2
0

-1
8

幅
-5
0

-4
5

※
施
工
規
模
が
小
規
模
未
満
の
た
め
、

10
個
の
測
定
値
の
平
均
は
無
し。

ｱｽ
ﾌｧ
ﾙﾄ
舗
装
工

(下
層
路
盤
工
)

3 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

7
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7 9 11

単
位
 
m
m

※
施
工
規
模
が
小
規
模
未
満
の
た
め
、

10
個
の
測
定
値
の
平
均
は
無
し。

ｱｽ
ﾌｧ
ﾙﾄ
舗
装
工

(表
層
工
)

厚
さ

-9
同
左

幅
-2
5

-2
3

枝
番

工
種

測
定
項
目

ｱｽ
ﾌｧ
ﾙﾄ
舗
装
工

(基
層
工
)

厚
さ

-1
2

-1
2

編
章
節

条
摘
要

個
々
の
測
定
値

(X
)

個
々
の
測
定
値

(X
)

小
規
模
以
下

小
規
模
以
下

規
格
値

社
内
目
標
値

測
定
基
準

-2
0

幅
-2
5

※
施
工
規
模
が
小
規
模
未
満
の
た
め
、

10
個
の
測
定
値
の
平
均
は
無
し。

-1
8

測
定
箇
所

-2
5

幅
-5
0

-4
5

ｱｽ
ﾌｧ
ﾙﾄ
舗
装
工

(加
熱
ｱｽ
ﾌｧ
ﾙﾄ
安

定
処
理
工
)

※
施
工
規
模
が
小
規
模
未
満
の
た
め
、

10
個
の
測
定
値
の
平
均
は
無
し。

3 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

7
厚
さ

11-8



編
章
節

条
枝
番

6
1か
所
／
1施
工
箇
所

単
位
 
m
m

8 道 路 編

2 舗 装

1 2 道 路 付 属 施 設 工

-2
8

-3
0

-2
8

照
明
工

(照
明
柱
基
礎

工
)

幅
　W

高
さ　
h

-3
0

工
種

測
定
項
目

測
定
基
準

測
定
箇
所

摘
要

規
格
値

社
内
目
標
値

編
章
節

条
枝
番

工
種

測
定
項
目

規
格
値

社
内
目
標
値

測
定
基
準

測
定
箇
所

摘
要

個
々
の
測
定
値

(X
)

個
々
の
測
定
値

(X
)

小
規
模
以
下

小
規
模
以
下
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公
益
社
団
法
人
　日
本
下
水
道
協
会
　下
水
道
土
木
工
事
必
携
(案
)よ
り　
20
21
年
版

編
章
節

条

単
位
 
m
m

延
長
 
は
ﾏﾝ
ﾎｰ
ﾙ間
を
測
定
す
る
。

総
延
長
　L

-2
00

同
左

-2
00

延
長
　 

同
左

ﾏﾝ
ﾎｰ
ﾙ間
ご
とに
1箇
所
測
定
す
る
。

下 水 道

1 管 路

3 管 き ょ 工 ( 開 削 )

4 管 路 土 工

管
布
設

(自
然
流
下
管
)

基
準
高
▽

±
30

±
28

基
準
高
、中
心
線
の
変
位
(水
平
)は
、マ

ンホ
ー
ル
間
の
中
央
部
及
び
両
端
部
を
測

定
す
る
。

-4
7

ﾏﾝ
ﾎｰ
ﾙ間
ご
とに
1箇
所
測
定
す
る
。

下 水 道

1 管 路

3 管 き ょ 工 ( 開 削 )

3 管 路 土 工

管
路
埋
戻

基
準
高
▽

±
30

±
28

社
内
目
標
値

測
定
基
準

工
種

測
定
箇
所

摘
要

下 水 道

1 管 路

3 管 き ょ 工 ( 開 削 )

3 管 路 土 工

測
定
項
目

深
さ　
h

±
30

幅
　B

-5
0

規
格
値

±
28

管
路
掘
削

B

h
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編
章
節

条

単
位
 
m
m

-5
0

-4
7

同
左

±
20
%

1施
工
箇
所
ご
とに
測
定
す
る
。

幅
　b

-3
0

-2
8

高
さ　
h

±
47

中
心
線
の
ず
れ

-2
8

±
50

±
47

下 水 道

1 管 路

4 , 5 管 き ょ 工 ( 小 口 径 推 進 、 推 進 )

4 立 坑 内 管 布 設 工

空
伏
工

基
準
高
▽

勾
配
延
長

延
長
　 

－
 
/5
00
か
つ

-2
00

同
左

延
長
 
は
ﾏﾝ
ﾎｰ
ﾙ間
を
測
定
す
る
。

総
延
長
　L

-2
00

同
左

±
50-3
0

各
ﾏﾝ
ﾎｰ
ﾙ間
の
中
央
部
及
び
両
端

部
等
を
測
定
す
る
。

幅
　B

-5
0

-4
7

厚
さ　
h

-3
0

-2
8

基
準
高
、中
心
線
の
変
位
(水
平
)

は
、推
進
管
1本
ご
とに
1箇
所
測
定

す
る
。

測
定
箇
所

摘
要

下 水 道

1 管 路

3 管 き ょ 工 ( 開 削 )

5 管 基 礎 工

砂
基
礎

基
準
高
▽

±
30

±
28

工
種

測
定
項
目

規
格
値

社
内
目
標
値

測
定
基
準

下 水 道

1 管 路

4 , 5 管 き ょ 工 ( 小 口 径 推 進 、 推 進 )

3 推 進 工

推
進
工

基
準
高
▽

±
50

±
47

中
心
線
の
変
位
(水
平
)

±
50

±
47

勾
配

±
20
%

同
左
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編
章
節

条

単
位
 
m
m

底
版
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
厚
　t
2

-1
0

同
左

底
版
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
基
準
高

±
30

±
28

底
版
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
幅
　b
2

-3
0

-2
8

1施
工
箇
所
ご
とに
測
定
す
る
。

砕
石
基
礎
幅
　b
1

-5
0

-4
7

砕
石
基
礎
厚
　t
1

-3
0

-2
8

±
30

±
28

下 水 道

1 管 路

1 3 立 坑 工

立
坑
土
工

基
準
高
▽

±
30

±
28

寸
法
　B

±
10
0

±
95

深
さ　
h

±
30

±
28

測
定
基
準

測
定
箇
所

摘
要

下 水 道

1 管 路

1 3 立 坑 工

立
坑
工

基
準
高
▽

1施
工
箇
所
ご
とに
測
定
す
る
。

工
種

測
定
項
目

規
格
値

社
内
目
標
値
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品質管理基準
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　品質を品質管理基準に定める試験項目、試験方法及び試験基準により管理し、その管理内容に応じて、
工程能力図又は、品質管理図表を作成する。但し、測点数が10点未満の場合は品質管理表のみとし
管理図の作成は不要とする。

・神奈川県土木工事施工管理基準及び規格値
種
別
試
験
区
分

要

試験
成績
表等に
よる確
認

必
須

○

○

○

○

○

○

○

○

工事開始前、工事中1回/月以上

セメントの物理試験 JIS R 5201 JIS R 5210（ポルトランドセメン
ト）
JIS R 5211（高炉セメント） JIS
R 5212（シリカセメント） JIS R
5213（フライアッシュセメント）
JIS R 5214（エコセメント）

工事開始前、工事中1回/月以上

ポルトランドセメント
の化学分析

JIS R 5202 JIS R 5210（ポルトランドセメン
ト）
JIS R 5211（高炉セメント） JIS
R 5212（シリカセメント） JIS R
5213（フライアッシュセメント）
JIS R 5214（エコセメント）

砂の有機不純物試
験

JIS A 1105 標準色より淡いこと。濃い場合でも圧
縮強度が90%以上の場合は使用で
きる。

工事開始前、工事中１回/年以上
及び産地が変わった場合。

濃い場合は、JIS 1143「有機不純物を
含む細骨材のモルタル圧縮による試験方
法」による。

骨材の微粒分量試
験

JIS
JIS
JIS

A
A
A

1103
5005
5308

粗骨材
砕石  3.0％以下（ただし、粒形判
定実績率が58％以上の場合は
5.0％以下）
スラグ骨材  5.0％以下
それ以外（砂利等）  1.0％以下
細骨材
砕石  9.0％以下（ただし、粒形判
定実績率が58％以上の場合は
5.0％以下）
スラグ細骨材  7.0％以下（ただし、
すりへり作用を受ける場合は5.0％
以下）
それ以外（砂利等）  5.0％以下
（ただし、すりへり作用を受ける場合
は3.0％以下）

工事開始前、工事中１回/月以上
及び産地が変わった場合。
（山砂の場合は、工事中１回
／週以上）

JIS A 5005（ｺﾝｸﾘｰﾄ用砕石及び砕
砂）
JIS A 5011-1（コンクリート用スラグ骨
材－第1部 高炉スラグ骨材） JIS A
5011-2（コンクリート用スラグ骨材－
第2部 フェロニッケルスラグ骨材）
JIS A 5011-3（コンクリート用スラグ骨
材－第3部 銅スラグ骨材） JIS A
5011-4（電気炉酸化スラグ骨材）
JIS A 5021 (コンクリート用再生骨材
H）

粗骨材のすりへり試
験

JIS
JIS

A
A
1121
5005

砕石  40%以下砂利  35%以下
舗装コンクリートは35％以下 ただ
し、積雪寒冷地の舗装コンクリートの
場合は25％以下

工事開始前、工事中１回/年以上
及び産地が変わった場合。
ただし、砂利の場合は、工事
開始前、工事中１回/月以上及び
産地が変わった場合。

骨材の密度及び吸
水率試験

JIS
JIS
JIS
JIS
JIS

A
A
A
A
A

1109
1110
5005
5011-1～4
5021

絶乾密度 2.5以上
細骨材の吸水率 3.5％以下粗骨
材の吸水率 3.0％以下
（砕砂・砕石、高炉スラグ骨 材、
フェロニッケルスラグ細骨材、銅スラグ
細骨材の規格値については摘要を
参照）

工事開始前、工事中１回/月以上
及び産地が変わった場合。

JIS
JIS
JIS
JIS

A
A
A
A

1102
5005
5011-1～4
5021

設計図書による。 工事開始前、工事中１回/月以上
及び産地が変わった場合。

摘

1  セメント・
コンクリート
(転圧コンク
リート・コンク
リートダム・
覆工コンク
リート・吹付
けコンクリー
トを除く）

材
料

アルカリ骨材反応対
策

アルカリ骨材反応抑制対
策について
（平成１４年７月
３１日付け国官技第１
１２号、国港環第３５
号、国空建第７８号）

同左 骨材試験を行う場合は、工事開始
前、工事中１回/６ヶ月以上及び産
地が変わった場 合。

そ
の
他

骨材のふるい分け試
験

　下
水道
土木
工事
必携
(案)2

試験項目 試験方法 規格値 試験基準
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○

○

・荷卸し時
1回／日または構造物の重要度と工
事の規模に応じて20～
150m3ごとに1回、および荷卸し時
に品質変化が認められた時。ただし、
道路橋鉄筋コンクリート床版にレ
ディーミクスコンクリートを用いる場合
は原則として全車測定を行 う。
・道路橋床版の場合、全車試験を
行うが、スランプ試験の結果が安定し
良好な場合はその後スランプ試験の
頻度について監督職員と協議し低減
することができる。

・小規模工種※で1工種当りの総使用
量が50m3未満の場合は1工種1回以
上の試験、またはレディーミクストコンク
リート工場の品質証明書等のみとするこ
とができる。1工種当たりの総使用量が
50m3以上の場合は、
50m3ごとに1回の試験を行う。
※小規模工種とは、以下の工種を除く
工種とする。（橋台、橋脚、杭類
（場所打杭、井筒基礎等）、橋梁上
部工（桁、床版、高欄等）、擁壁工
（高さ1m以上）、函渠工、樋門、樋
管、水門、水路（内幅2.0m以上）、
護岸、ダム及び堰、トンネル、舗 装、そ
の他これらに類する工種及び特記仕様

施
工
必
須
スランプ試験 JIS A 1101 スランプ5㎝以上8㎝未満  許容差

±1.5㎝
スランプ8㎝以上18㎝以下 許容
差±2.5㎝
スランプ2.5cm 許容値±1.0㎝

・小規模工種※で1工種当りの総使用
量が50m3未満の場合は1工種1回以
上の試験、またはレディーミクストコ
ンクリート工場の品質証明書等のみとす
ることができる。1工種当たり
の総使用量が50m3以上の場合は、
50m3ごとに1回の試験を行う。
・骨材に海砂を使用する場合は、
「海砂の塩化物イオン含有率試験方
法」（JSCE-C502,503）または設計
図書の規定により行う。
・用心鉄筋等を有さない無筋構造物の
場合は省略できる。

単位水量測定 「レディミクストコンクリート
の品質確保について」

1）測定した単位水量が、配合設
計±15kg/m3の範囲にある場合は
そのまま施工してよい。
2）測定した単位水量が、配合設
計±15を超え±20kg/m3の範囲に
ある場合は、水量変動の原因を調
査し、生コン製造者に改善を指示
し、その運搬車の生コンは打設する。
その後、配合設計±
15kg/m3以内で安定するまで、運
搬車の3台毎に1回、単位水量の測
定を行う。
3）配合設計±20kg/m3の指示
値を越える場合は、生コンを打込ま
ずに、持ち帰らせ、水量変動の原因
を調査し、生コン製造業者に改善を
指示しなければならない。その後の全
運搬車の測定を行い、配合設計±
20kg/m3以内になることを確認す
る。更に、配合設計±15kg/m3以
内で安定するまで、運搬車の3台毎
に1回、単位水量の測定を行う。
なお、管理値または指示値を超える
場合は1回に限り試験を実施するこ
とができる。再試験を実施したい場合
は2回の測定結果のうち、配合設計
との差の絶対値の小さい方で評価し
てよい。

100m3/日以上の場合 
２回/日（午前１回、午後１回）
以上、重要構造物の場合
は重要度に応じて100～150m3ご
とに１回、及び荷卸し時に品質変化
が認められたときとし、測定回数は多
い方を採用する。

示方配合の単位水量の上限値は、粗
骨材の最大寸法が20mm～25mmの
場合
は175kg/m3、40mmの場合は
165kg/m3を基本とする。

塩化物イオン量 200ppm以下 セ
メントの凝結時間の差 始発は30
分以内、終結は60分以内
モルタルの圧縮強度比 材齢7及び
28日で90％以上

工事開始前及び工事中１回/年以
上および水質が変わった場合。

・その原水は上水道水及び上水道水以
外の水の規定に適合するものとする。

施
工
必
須
塩化物総量規制 「コンクリートの耐久性向

上」
原則0.3㎏/m3以下 コンクリートの打設が午前と午後にま

たがる場合は、午前に１回コンクリー
ト打設前に行い、その試験結果が塩
化物総量の規制値の1/2以下の場
合は、午後の試験を省略することが
できる。（１試験の測定回数は3回
とする）試験の判定は3回の測定値
の平均
値。

練混ぜ水の水質試
験

上水道水及び上水道
水以外の水の場合 
JIS A 5308付属書 C

懸濁物質の量 2g/L以下
溶解性蒸発残留物の量 1g/L以
下
塩化物イオン量 200ppm以下 セ
メントの凝結時間の差 始発は30
分以内、終結は60分以内
モルタルの圧縮強度比 材齢7及
び28日で90％以上

工事開始前及び工事中１回/年以
上および水質が変わった場合。

上水道を使用してる場合は試験に換え、
上水道を使用してることを示す資料によ
る確認を行う。

回収水の場合  JIS A
5308附属書 C
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○

○

の他これらに類する工種及び特記仕様
書で指定された工種）

コンクリートの圧縮強
度試験

JIS A 1108 1回の試験結果は指定した呼び強
度の85％以上であること。
3回の試験結果の平均値は、指定し
た呼び強度以上であること。
（1回の試験結果は、3個の供試体
の試験値の平均値）

・荷卸し時
1回／日以上、構造物の重要
度と工事の規模に応じて20m3

～150m3ごとに1回
なお、テストピースは打設場所で採
取し、1回につき6個
（σ7･･･3本、σ28･･･3本）とす
る。
・早強セメントを使用する場合には、
必要に応じて1回につき3個（σ3）
を追加で採取する。

空気量測定 JIS A 1116
JIS A 1118
JIS A 1128

±1.5%（許容差） ・荷卸し時                1回／日ま
たは構造物の重要度と工事の規模
に応じて20m3
～150m3ごとに1回、及び荷卸し時
に品質変化が認められた時。

4  下層路
盤

材
料
必
須
修正CBR試験 舗装調査・試験便覧

［4］-5
粒状路盤 修正CBR20%以上
（クラッシャラン鉄鋼スラグは修正

ＣＢＲ30%以上）
アスファルトコンクリート再生骨材を含
む再生クラッシャランを用いる場合で、
上層路盤、基層、表層の合計厚が
以下に示す数値より小さい場合は

30%以上とする。
神奈川県・・・・・40cm

・中規模以上の工事 施工前、材
料変更時
・小規模以下の工事 施工前

・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000m2あるいは
使用する基層及び表層用混合物の総
使用量が3,000t以上の場合が該当す
る。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）
ただし、以下に該当するものについても小
規模工事として取り扱うものとする。
1）アスファルト舗装 同一配合の合材
が100t以上のもの

骨材のふるい分け試
験

JIS A 1102 JIS A 5001
表2参照
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○

○

施
工
必
須
プルーフローリング 舗装調査・試験法便覧

[4]-210
・全幅、全区間で実施する。 ・荷重車については、施工時に用いた転

圧機械と同等以上の締固効果を持つ
ローラやトラック等を用いるものとする。

4  下層路
盤

場合のみ適用でき

合材が100t以上のもの
1）アスファルト舗装 同一配合の
とする。
ても小規模工事として取り扱うもの
ただし、以下に該当するものについ
満）
クリートでは400m3以上1,000m3未
使用量が500t以上3,000t未満（コン
②使用する基層及び表層混合物の総
㎡未満
①施工面積で、2,000㎡以上10,000

で、以下のいずれかに該当するものををい
う。

同一工種の施工が数日連続する場合
理に反映できる規模の工事をいい、
・小規模工事は、管理結果を施工管
する。
総使用量が3,000t以上の場合が該当
は使用する基層及び表層用混合物の
い、舗装施工面積が10,000m2あるい

・中規模以上の工事とは、管理図を
る。 描いた上での管理が可能な工事をい

・再生クラッシャーランに適用す
試験 メントコンクリート再生骨材 前、材料変更時 る。

そ
の
他

粗骨材のすりへり JIS A 1121 再生クラッシャランに用いるセ ・中規模以上の工事 施工

は、すり減り量が50％以下とす ・小規模以下の工事 施工前

る。

・締固め度は、個々の測定値が最大
乾燥密度の93%以上を満足するも
のとし、かつ平均値について以下を満
足するものとする。
・締固め度は、10個の測定値の平
均値X10が規格値を満足するものと
する。また、10個の平均値が得がた
い場合は3個の測定値の平均値X3
が規格値を満足するものとするが、
X3が規格値からはずれた場合は、さ
らに3個のデータを加えた平均値X6
が規格値を満足していればよい。
・1工事あたり3,000㎡を超える場合
は、10,000㎡以下を1ロットとし、1
ロットあたり
10個（10孔）で測定する。例)
3,001～10,000㎡ 10個
10,001㎡以上の場合、
10,000㎡毎に10個追加し測定箇
所が均等になるように設定すること。
例えば12,000㎡の場合、
6,000㎡/1ロット毎に10個、合計
20個
・1工事あたり3,000㎡以下の場合
は、3個(3孔）以上で測定する。た
だし、施工面積により測定数が適切
でない場合は協議により省略すること
も出来る。

便覧[4]-185 X10 95%以上
砂置換法（JIS A X6 96%以上 X3 97%以上

施
工
必
須
現場密度の測定 舗装調査・試験法 最大乾燥密度の93%以上

砂置換法は、最大 歩道箇所 設計図書による。
粒径が53mm以下の

土の液性限界・塑
性限界試験

JIS A 1205 塑性指数PI 6以下 ・鉄鋼スラグには適用しない。
・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000㎡あるいは使
用する基層及び表層用混合物の総使
用量が3,000t以上の場合が該当する。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）
ただし、以下に該当するものについても小
規模工事として取り扱うものとする。
1）アスファルト舗装 同一配合の合材
が100t以上のもの
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材
料
必
須

○

○

5
上
層
路
盤

材
料
必
須

○

・ただし、鉄鋼スラグには適用しない。
・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000m2あるいは
使用する基層及び表層用混合物の総
使用量が3,000t以上の場合が該当す
る。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）
ただし、以下に該当するものについても小
規模工事として取り扱うものとする。
1）アスファルト舗装 同一配合の合材
が100t以上のもの

舗装調査・試験法便覧
[4]-5

修正CBR 80%以上
アスファルトコンクリート再生骨材含む
場合90%以上
40℃で行った場合80％以上

・中規模以上の工事 施工前、材
料変更時
・小規模以下の工事 施工前

・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000m2あるいは
使用する基層及び表層用混合物の総
使用量が3,000t以上の場合が該当す
る。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）
ただし、以下に該当するものについても小
規模工事として取り扱うものとする。
1）アスファルト舗装 同一配合の合材
が100t以上のもの

骨材のふるい分け試
験

JIS A 1102 JIS A 5001
表2参照

・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000m2あるいは
使用する基層及び表層用混合物の総
使用量が3,000t以上の場合が該当す
る。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）
ただし、以下に該当するものについても小
規模工事として取り扱うものとする。
1）アスファルト舗装 同一配合の合材
が100t以上のもの

5  上層路
盤

土の液性限界・塑
性限界試験

JIS A 1205 塑性指数PI 4以下

修正CBR試験
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材
料
そ
の
他

○

○

施
工
必
須

5  上層路
盤

5  上層路
盤

粗骨材のすりへり試
験

JIS A 1121 50%以下 ・中規模以上の工事 施工前、材
料変更時
・小規模以下の工事 施工前

・粒度調整及びセメントコンクリート再生
骨材を使用した再生粒度調整に適用す
る。
・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000m2あるいは
使用する基層及び表層用混合物の総
使用量が3,000t以上の場合が該当す
る。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）
ただし、以下に該当するものについても小
規模工事として取り扱うものとする。
1）アスファルト舗装 同一配合の合材
が100t以上のもの

硫酸ナトリウムによる
骨材の安定性試験

JIS A 1122 20%以下 ・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000m2あるいは
使用する基層及び表層用混合物の総
使用量が3,000t以上の場合が該当す
る。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）
ただし、以下に該当するものについても小
規模工事として取り扱うものとする。
1）アスファルト舗装 同一配合の合材
が100t以上のもの

現場密度の測定 舗装調査・試験法便覧
[3]-91

基準密度の94%以上。 X10 96%
以上
X6  96%以上
X3  96.5%以上
歩道箇所 設計図書による。

・締固め度は、個々の測定値が基準
密度の94%以上を満足するものと
し、かつ平均値について以下を満足
するものとする。
・締固め度は、10個の測定値の平
均値X10が規格値を満足するものと
する。また、10個の平均値が得がた
い場合は3個の測定値の平均値X3
が規格値を満足するものとするが、
X3が規格値からはずれた場合は、さ
らに3個のデータを加えた平均値X6
が規格値を満足していればよい。
・1工事あたり3,000㎡を超える場合
は、10,000㎡以下を1ロットとし、1
ロットあたり
10個（10孔）で測定する。例)
3,001～10,000㎡ 10個
10,001㎡以上の場合、
10,000㎡毎に10個追加し測定箇
所が均等になるように設定すること。
例えば12,000㎡の場合、
6,000㎡/1ロット毎に10個、合計
20個
・1工事あたり3,000㎡以下の場合
は、3個(3孔）以上で測定する。た
だし、施工面積により測定数が適切
でない場合は協議により省略すること
も出来る。

・橋面舗装はコア採取しないでAs合材
量（プラント出荷数量）と舗設面積及
び厚さでの密度管理、または転圧回数に
よる管理を行う。
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○

○

○

○

便覧 表3.3.17による。 ○

○

○

○

○

○

フィラーの剥離抵抗
性試験

舗装調査・試験法便覧
[2]-61

1/4以下

JIS A 1205 4以下 ・中規模以上の工事 施工前、材
料変更時
・小規模以下の工事 施工前

・火成岩類を粉砕した石粉を用いる場
合に適用する。
・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000m2あるいは
使用する基層及び表層用混合物の総
使用量が3,000t以上の場合が該当す
る。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）
ただし、以下に該当するものについても小
規模工事として取り扱うものとする。
1）アスファルト舗装 同一配合の合材
が100t以上のもの

フィラーのフロー試験 舗装調査・試験法便覧
[2]-65

50%以下

フィラーの水浸膨張
試験

舗装調査・試験法便覧
[2]-59

3%以下

細長、あるいは偏平な石片 10%
以下

フィラーの粒度試験 JIS A 5008

フィラーの水分試験 JIS A 5008 1%以下

JIS A 5001 表2参照 ・中規模以上の工事 施工前、材
料変更時
・小規模以下の工事 施工前

・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000m2あるいは
使用する基層及び表層用混合物の総
使用量が3,000t以上の場合が該当す
る。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）
ただし、以下に該当するものについても小
規模工事として取り扱うものとする。
1）アスファルト舗装 同一配合の合材
が100t以上のもの

骨材の密度及び吸
水率試験

JIS A 1109
JIS A 1110

表層・基層
表乾密度 2.45g/cm3以上吸水
率   3.0%以下

骨材中の粘土塊量
の試験

JIS A 1137 粘土、粘土塊量 0.25%以下

粗骨材の形状試験

8  アス
ファルト舗装

材
料
必
須
骨材のふるい分け試
験

JIS A 1102

必
須

舗装調査・試験法便覧
[2]-45

そ
の
他

フィラーの塑性指数
試験
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

舗装施工便覧参照
・舗装用石油アスファルト 表
3.3.1

・中規模以上の工事 施工前、材
料変更時
・小規模以下の工事 施工前

薄膜加熱試験 JIS K 2207 舗装施工便覧参照
・舗装用石油アスファルト 表
3.3.1
・ポリマー改質アスファルト 表3.3.3
・セミブローンアスファルト 表3.3.4

蒸発後の針入度比
試験

JIS K 2207

K 2207 舗装施工便覧参照
・舗装用石油アスファルト 表
3.3.1
・セミブローンアスファルト 表3.3.4

引火点試験 JIS
JIS
JIS
JIS

K
K
K
K

2265-1
2265-2
2265-3
2265-4

舗装施工便覧参照
・舗装用石油アスファルト 表
3.3.1
・ポリマー改質アスファルト 表3.3.3
・セミブローンアスファルト 表3.3.4

2207 舗装施工便覧参照
・舗装用石油アスファルト 表
3.3.1
・ポリマー改質アスファルト 表3.3.3

伸度試験 JIS K 2207 舗装施工便覧参照
・舗装用石油アスファルト 表
3.3.1
・ポリマー改質アスファルト 表3.3.3

1126 軟石量 5%以下 ・中規模以上の工事 施工前、材
料変更時
・小規模以下の工事 施工前

・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000m2あるいは
使用する基層及び表層用混合物の総
使用量が3,000t以上の場合が該当す
る。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）
ただし、以下に該当するものについても小
規模工事として取り扱うものとする。
1）アスファルト舗装 同一配合の合材
が100t以上のもの

針入度試験 JIS K 2207 舗装施工便覧参照
・舗装用石油アスファルト 表
3.3.1
・ポリマー改質アスファルト 表3.3.3
・セミブローンアスファルト 表3.3.4

軟化点試験

8  アス
ファルト舗
装

材
料
そ
の
他

粗骨材中の軟石量
試験

JIS A

JIS K

トルエン可溶分試験 JIS

1121 すり減り量
砕石 30%以下 CSS  50%以
下 SS  30%以下

硫酸ナトリウムによる
骨材の安定性試験

JIS A 1122 損失量 12%以下

・中規模以上の工事 施工前、材
料変更時
・小規模以下の工事 施工前

・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000m2あるいは
使用する基層及び表層用混合物の総
使用量が3,000t以上の場合が該当す
る。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）
ただし、以下に該当するものについても小
規模工事として取り扱うものとする。
1）アスファルト舗装 同一配合の合材
が100t以上のもの

製鋼スラグの密度及
び吸水率試験

JIS A 1110 SS
表乾密度 2.45g/cm3以上吸水
率   3.0%以下

粗骨材のすりへり試
験

JIS A

材
料
そ
の
他

製鋼スラグの水浸膨
張性試験

舗装調査・試験法便覧
[2]-77

水浸膨張比 2.0%以下
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○

○

○

○

○

○

○

○

施
工
必
須
現場密度の測定 最大粒径≦53㎜ 

砂置換法（JIS A
1214）
最大粒径＞53㎜ 
舗装調査・試験法
便覧[4]-185
突砂法

【砂質土】
・路体 次の密度への締固めが
可能な範囲の含水比において、
最大乾燥密度の90%以上（締固
め
試験（JIS A 1210）A･B法）
・路床及び構造物取付け部 次
の密度への締固めが可能な範囲
の含水比において、最大乾燥密
度の95%以上（締固め試験（JIS
A 1210）A･B法）もしくは90%以
上（締固め試験（JIS A 1210）
C･D･E法）
　ただし、JIS A 1210C･D･E法で
の管理は、標準施工仕様よりも
締固めエネルギーの大きな転圧
方法（例えば、標準よりも転圧
力の大きな機械を使用する場合
や1層あたりの仕上り厚を薄くす
る場合）に適用する。
【粘性度】
・路体 自然含水比またはトラ
フィカビリティーが確保できる
含水比において、空気間隙率Va
が2%≦Va≦8%
1管理単位の現場乾燥密度の平均
値が最大乾燥度密度の92%以上。
ただし、締固め管理が可能な場
合は、砂質土の基準を適用する
ことができる。
その他、設計図書による。

9 盛土

路体の場合、1,000m3につき
１回の割合で行う。ただし
し、5,000m3未満の工事は、1
工事当たり3回以上。
路床の場合、500m3につき1回
の割合で行う。だだし、
1,500m3未満の工事は1工事当
たり3回以上。
1回の試験につき3孔で測定
し、3孔の最低値で判断を行
う。

・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000m2あるいは
使用する基層及び表層用混合物の総
使用量が3,000t以上の場合が該当す
る。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）

粒度（75μmフル
イ）

舗装調査・試験法便覧
[2]-14

75μmふるい ±5%以内基準粒度

アスファルト量抽出
粒度分析試験

舗装調査・試験法便覧
[4]-238

アスファルト量 ±0.9%以内

温度測定（アス
ファルト・骨材・混合
物）

温度計による 配合設計で決定した混合温度。

プラ
ント
必
須
粒度（2.36mmフ
ルイ）

舗装調査・試験法便覧
[2]-14

2.36mmふるい ±12%以内基準
粒度

・中規模以上の工事 定期的また
は随時。
・小規模以下の工事 異常が認め
られたとき。
印字記録の場合 全数または抽
出・ふるい分け試験 1～2回/日

随時

・中規模以上の工事 施工前、材
料変更時
・小規模以下の工事 施工前

・中規模以上の工事とは、管理図を描
いた上での管理が可能な工事をいい、
舗装施工面積が10,000m2あるいは
使用する基層及び表層用混合物の総
使用量が3,000t以上の場合が該当す
る。
・小規模工事は、管理結果を施工管理
に反映できる規模の工事をいい、同一
工種の施工が数日連続する場合で、以
下のいずれかに該当するものををいう。
①施工面積で、2,000㎡以上10,000
㎡未満
②使用する基層及び表層混合物の総
使用量が500t以上3,000t未満（コン
クリートでは400m3以上1,000m3未
満）

高温動粘度試験 舗装調査・試験法便覧
[2]-180

舗装施行便覧参照
・セミブローンアスファルト 表3.3.4

60℃粘度試験 舗装調査・試験法便覧
[2]-192

タフネス・テナシティ
試験

舗装調査・試験法便覧
[2]-244

舗装施工便覧参照
・ポリマー改質アスファルト 表3.3.3

材
料
そ
の
他

密度試験 JIS K 2207 舗装施工便覧参照
・舗装用石油アスファルト 表
3.3.1
・ポリマー改質アスファルト 表3.3.3
・セミブローンアスファルト 表3.3.4

随時 測定値の記録は、1日4回（午前・午後
各2回）。

外観検査（混合
物）

目視
8  アス
ファルト舗装

舗
設
現
場

必
須
温度測定（初転圧
前）

温度計による 110℃以上
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写真管理基準
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［５］写真管理
　施工上の写真管理項目は、以下の通り。
　神奈川県土木工事写真管理基準

(令和4年4月改定)」に準拠
し、施工管理を行うものとす

　下水道土木
工事必携

については、監督員と協議の
上施工管理をおこなうものとす
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公益社団法人　日本下水道協会　下水道土木工事必携(案)より　2021年版
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１２　　節　　．　　仮　　設　　計　　画

12-1



１２節　仮設計画

12-1　仮設建物

　(１）　現場事務所（14.1ｍ*7.2ｍ×２F)、作業員詰所（7.2ｍ*2.4ｍ）の設置
　　　　所在地：神奈川県平塚市龍城ヶ丘45番1先（※次頁平面図参照）
　　　　　　　　ＴＥＬ　　未定
　　　　　　　　ＦＡＸ　　未定

12-2　仮設備

　(1)　電気設備
　　　　国道134号線側から受電し、工事用の分電盤を設置する。
　　　受電ができるまでは発電機を設置する。
　　　
　(2)　給水設備
　　　　工事用の給水設備として仮設水道（Φ25mm）を場内に引き込む。

  (3）　仮設トイレ設置（汲み取りタイプ）
　　　　仮設トイレをヤード内に設置する。

12-3　共通仮設工

　(1)　進入路整備
　　　　国道からの進入路（出入口）は、大型車両の通行ができるように整備する。
　　　
　　　
　(2)　工事看板等の設置及び撤去
　　　　工事看板を出入口付近に設置する。また、出入口には、走行車両、歩行者に
　　　できるだけ見えるように工事車両出入口の看板を設置する。　
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１３　　節　　．　　測　　量　　計　　画
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１３節．　測　量　計　画

13-1　基準点測量計画

・ 現場付近の公共基準点、水準点を確認し、現場内に基準点、仮ベンチを設置する。

・ 基準点閉合差
 1/5000～1/40000以内

・ 水準点精度
 水準点間 10√s(mm) （s＝片道距離km）

・ 計測した測量結果は、監督員に報告する。

・ 敷地内に設置した基準点、仮B・Mは養生をする。

木杭

基準点・仮B・M

半ヌキ
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１４　　節　　．　　再　生　資　源　利　用　計　画
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１４節．　再　生　資　源　利　用　計　画

14-1　コンクリートガラ再生処理

  解体・撤去工事で発生するコンクリートガラについては、場外搬出し再生処理する。

14-2　アスファルト塊再生処理

　交差点改良工事で発生するアスファルトガラについては場外搬出し再生処理する。

建設汚泥 未定 未定

廃プラ 未定 未定

建設発生土 未定 未定

木材 未定 未定

特定建設資材廃棄物の種類 施設の名称 所在地

アスファルトコンクリートガラ

コンクリートガラ

未定 未定

未定 未定

14-2

久野砕石工業㈱

久野砕石工業㈱

㈱リテック

　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

廃プラ　　　　　　

廃プラ　　　　　　木くず　　　　　

㈱リフレックス

　　　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　　

横須賀市内川2-5-50

横浜市都筑区池辺町1588

小田原市久野家路戸石4412

小田原市久野家路戸石4412
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ｍ
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0
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2
,6
0
2
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1
3
2
 t

0
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0
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0
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0
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0
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0
 地
山
ｍ
3

0
 t

0
 t

0
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0
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0
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0
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0
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0
 t

0
 t

0
 地
山
ｍ
3

収
集

未
定

未
定

運
搬

中
間

未
定

未
定

最
終

無
無

注
1
）
発
生
量
：
不
要
に
な
っ
た
（
発
生
し
た
）
時
点
の
量
　
　
注
2
）
自
社
中
間
処
理
量
：
中
間
処
理
施
設
に
投
入
し
た
量
（
同
施
設
に
よ
る
減
量
化
量
で
は
な
い
）
　
　
注
3
）
自
社
中
間
処
理
残
量
：
同
上
処
理
を
行
っ
た
結
果
の
最
終
残
量

注
4
）
自
社
有
効
利
用
量
：
現
場
内
で
埋
戻
し
等
再
利
用
し
た
量
　
　
注
5
）
有
価
物
量
：
有
価
物
と
し
て
売
却
し
た
量

注
6
）
委
託
量
：
廃
棄
物
業
者
へ
委
託
し
た
量
（
委
託
量
＝
発
生
量
－
自
社
中
間
処
理
量
+
自
社
中
間
処
理
残
量
－
自
社
有
効
利
用
量
－
有
価
物
量
）

注
7
）
最
終
処
分
量
：
中
間
処
理
業
者
へ
委
託
し
た
も
の
は
、
そ
こ
か
ら
最
終
処
分
場
へ
出
さ
れ
た
量
（
業
者
問
合
わ
せ
に
よ
り
記
入
）
、
最
終
処
分
業
者
へ
委
託
し
た
も
の
は
、
同
委
託
量

注
8
）
事
前
協
議
：
他
府
県
へ
廃
棄
物
を
持
ち
込
む
場
合
、
事
前
に
協
議
を
必
要
と
す
る
都
道
府
県
が
あ
る
。

自
 社
 中
 間
 処
 理
 量

処
　
　
分
　
　
場
　
　
所

委
　
　
　
託
　
　
　
量

（
 最
 終
 処
 分
 量
 ）

委
　
　
　
託

業
　
者
　
名

自
 社

 中
 間

 処
 理

 残
 量

自
 社
 有
 効
 利
 用
 量

有
　
　
価
　
　
物
　
　
量

自
 社
 最
 終
 処
 分
 量

事
 前
 協
 議
 の
 有
 無

積
水
ハ
ウ
ス
㈱

大
井
孝
晃

湘
南
海
岸
公
園
龍
城
ヶ
丘
ゾ
－
ン
整
備
・
管
理
運
営

事
業
の
う
ち
造
成
他
工
事

工
　
事
　
場
　
所
神
奈
川
県
平
塚
市
龍
城
ヶ
丘
4
5
-
1

令
和
6
年
7
月
1
日
～
令
和
7
年
1
0
月
1
5
日

発
　
　
　
生
　
　
　
量
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久
野
砕
石
工
業
㈱

久
野
砕
石
工
業
㈱

久
野
砕
石
工
業
㈱

久
野
砕
石
工
業
㈱



別
表
イ

再
生
資
源
利
用
計
画
書
（
実
施
書
）
　
－
建
設
資
材
搬
入
工
事
用
－

－
「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
様
式
－

請
負
会
社
コ
ー
ド
＊
2

大
臣

発
注
機
関
コ
ー
ド
＊
1

知
事

千
百
十

千
百
十

工
事
種
別
コ
ー
ド
*
3

億
億
億
億
万
万
万
万
1
万
円
未
満
四
捨
五
入

千
百
十

百
十

円
（
税
込
み
）
億
万
万
万
万

1
万
円
未
満
四
捨
五
入

万
万
万
千
百
十
一

住
所
コ
ー
ド
*
4

円
（
税
込
み
）

建
築
・
解
体
工
事
の
み

1
.鉄
骨
鉄
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ造

2
.鉄
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ造

3
.鉄
骨
造

（
再
生
資
源
の
利

右
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い

（
数
字
に
○
を
つ
け
る
）

4
.ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄﾌ
ﾞﾛ
ｯ
ｸ
造

5
.木
造

6
.そ
の
他

用
に
関
す
る
特
記

1
.居
住
専
用

2
.居
住
産
業
併
用

3
.事
務
所

事
項
等
）

（
数
字
に
○
を
つ
け
る
）

4
.店
舗

5
.工
場
、
作
業
所

6
.倉
庫

7
.学
校

8
.病
院
診
療
所

9
.そ
の
他

2
.建
設
資
材
利
用
報
告
（
実
施
）

（
再
生
資
材
を
利
用
し
た
場
合
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

再
生
資
材
利
用
量
（
Ｂ
） （
注
1
）

1
8
-
8
-
2
5

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

東
京
都
北
区
赤
羽
2
-
1
8
-
2

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

高
座
郡
寒
川
町
田
端
1
5
7
7

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

締
め
ｍ
3

藤
沢
市
石
川
2
-
1
5
-
1
7

締
め
ｍ
3

％

締
め
ｍ
2

締
め
ｍ
3

％

締
め
ｍ
3

締
め
ｍ
3

％

締
め
ｍ
3

締
め
ｍ
3

％

ｍ
3

ｍ
3

％

ｍ
3

ｍ
3

％

ｍ
3

ｍ
3

％

ｍ
3

ｍ
3

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％
コ
ー
ド
*
5

コ
ー
ド
*
6

コ
ー
ド
*
7

コ
ー
ド
*
8

コ
ー
ド
*
9

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
に
つ
い
て

再
生
資
材
の
供
給
元
に
つ
い
て

施
工
条
件
に
つ
い
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

1
.生
コ
ン

2
.無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品

3
.そ
の
他

1
.表
層

2
.基
層

1
.現
場
内
利
用

1
.再
生
材
の
利
用
の
指
示
あ
り

1
.再
生
生
コ
ン

2
.再
生
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品

3
.そ
の
他

コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
鉄
か
ら
成
る
建
設
資
材
に
つ
い
て

3
.上
層
路
盤

4
.歩
道

2
.他
の
工
事
現
場
（
陸
上
）

2
.再
生
材
の
利
用
の
指
示
な
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
鉄
か
ら
成
る
建
設
資
材
に
つ
い
て

1
.有
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品

2
.そ
の
他

5
.そ
の
他
（
駐
車
場
舗
装
、
敷
地
内
舗
装
等
）

3
.他
の
工
事
現
場
（
海
上
）

1
.再
生
有
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品

2
.そ
の
他

木
材
に
つ
い
て

土
砂
に
つ
い
て

4
.再
資
源
化
施
設

木
材
に
つ
い
て

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
等
で
、
利
用
し
た

1
.木
材
（
ボ
ー
ド
類
を
除
く
）

2
.木
質
ボ
ー
ド

1
.道
路
路
体

2
.路
床

3
.河
川
築
堤

5
.ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

1
.再
生
木
材
（
ボ
ー
ド
類
を
除
く
）

2
.再
生
木
質
ボ
ー
ド

再
生
材
（
製
品
）
の
中
に
、
新
材
が
混
入
し

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
に
つ
い
て

4
.構
造
物
等
の
裏
込
材
、
埋
戻
し
用

6
.そ
の
他

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
に
つ
い
て

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
新
材
混
入
分
を

1
.粗
粒
度
ア
ス
コ
ン

5
.宅
地
造
成
用

6
.水
面
埋
立
用

1
.再
生
粗
粒
度
ア
ス
コ
ン

含
ん
だ
再
生
資
材
（
製
品
）
の
利
用
量
を

2
.密
粒
度
ア
ス
コ
ン
（
開
粒
度
及
び
改
質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
含
む
）

7
.ほ
場
整
備
（
農
地
整
備
）

2
.再
生
密
粒
度
ア
ス
コ
ン
（
開
粒
度
及
び
改
質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
含
む
）

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

3
.細
粒
度
ア
ス
コ
ン

4
.ア
ス
フ
ァ
ル
ト
モ
ル
タ
ル

8
.そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

3
.再
生
細
粒
度
ア
ス
コ
ン

4
.再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
モ
ル
タ
ル

5
.加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
安
定
処
理
路
盤
材

砕
石
に
つ
い
て

5
.再
生
加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
安
定
処
理
路
盤
材

土
砂
に
つ
い
て

1
.舗
装
の
下
層
路
盤
材

土
砂
に
つ
い
て

1
.第
一
種
建
設
発
生
土

2
.第
二
種
建
設
発
生
土

3
.第
三
種
建
設
発
生
土

2
.舗
装
の
上
層
路
盤
材

1
.第
一
種
建
設
発
生
土

2
.第
二
種
建
設
発
生
土

3
.第
三
種
建
設
発
生
土

4
.第
四
種
建
設
発
生
土

5
.浚
渫
土

6
.土
質
改
良
土

3
.構
造
物
の
裏
込
材
、
基
礎
材

4
.第
四
種
建
設
発
生
土

5
.浚
渫
土

6
.土
質
改
良
土

7
.建
設
汚
泥
改
良
土

8
.再
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
砂

4
.そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

7
.建
設
汚
泥
改
良
土

8
.再
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
砂

9
.山
砂
、
山
土
等
の
購
入
土
、
採
取
土

そ
の
他
に
つ
い
て
（
利
用
用
途
を
具
体
的
に
記
入
）

9
.山
砂
、
山
土
等
の
購
入
土
、
採
取
土

砕
石
に
つ
い
て

砕
石
に
つ
い
て

1
.ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン

2
.粒
度
調
整
砕
石

3
.鉱
さ
い

4
.単
粒
度
砕
石

1
.再
生
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン

2
.再
生
粒
度
調
整
砕
石

3
.鉱
さ
い

5
.ぐ
り
石
、
割
ぐ
り
石

6
.そ
の
他

4
.そ
の
他

そ
の
他
に
つ
い
て
（
再
生
資
材
の
名
称
を
具
体
的
に
記
入
）

そ
の
他
に
つ
い
て
（
再
生
資
材
の
名
称
を
具
体
的
に
記
入
）

〃横
浜
市
西
区
戸
部
町
6
-
2
0
9

〃相
模
開
発
㈱
前
田
道
路
㈱
佐
藤
渡
辺
共
同
企
業
体
　
湘
南
ア
ス
コ
ン

〃 〃

〃 〃

㈱
都
実
業

人
の
森
㈱

1
5
8
.0

1
7
,0
7
0

工
事
施
工
場
所

埼
玉

建
　
設
　
資
　
材
　
（
新
材
を
含
む
） 利
　
用
　
量
（
A
)

府
県

区

表
面

1
.工
事
概
要

発
注
担
当
者
チ
ェ
ッ
ク
欄

請
 負
 会
 社
 名

㈱
鴻
池
組
　
東
京
本
店

記
入
年
月
日

2
0
2
4
年

号
日

発
 注
 機
 関
 名

積
水
ハ
ウ
ス
㈱

担
当
者

建
設
業
許
可
　
ま
た
は

解
体
工
事
業
登
録

特
定
建
設
業

(特
-
2
9
)　
第
2
3

0
工
事
責
任
者

月
8

0
5

0

調
査
票
記
入
者

大
井

孝
晃

T
E
L

会
 社
 所
 在
 地

大
井

孝
晃

T
E
L

F
A
X

工
　
事
　
名

湘
南
海
岸
公
園
龍
城
ヶ
丘
ゾ
－
ン
整
備
・
管
理
運
営
事
業
の
う
ち
造
成
他
工
事

０
３
（
５
２
０
１
）
７
６
４
０

左
記
金
額
の
う
ち
特
定
資
材
廃
棄
物
の
処
理
費
用

F

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
1
-
9
-
1

0
0
0
0

2
6
7
6

-
請
負
金
額

2
0
2
56

階
7
月

1
日
か
ら

0
,0
0
0

建
 築
 面
 積

都
道

2
0
2
4

草
加

市
松
原
4
丁
目

町
村

階
延
 床
 面
 積

㎡
年

階
　
数

地
上

㎡
年

再
　
生
　
資
　
材
　
の
　
供
　
給
　
元

工
 事
 概
 要
 等

施
工
条
件
の
内
容

注
：
コ
ー
ド
＊
5
～
9
は
下
記
欄
外
の
コ
ー
ド
表
よ
り
数
字
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

工
　
期

再
生
資
源

1
0
月

1
4
日
ま
で

構
　
造

使
　
途

※
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
築
面
積
を
御
記
入
い
た
だ
か
な
く
て
も
結
構
で
す
。

設
計
図
書
に
よ
る

地
下

再
生
資
材
の
供
給
元
施
設
、
工
事
等
の
名
称

コ
ー
ド
＊
5

コ
ー
ド
*
6

供
給
元

施
工
条
件

再
生
資
材
の
供
給
元
場
所
住
所

再
生
資
材
の
名
称

分
　
類

小
 分
 類

規
　
格

主
な
利
用
用
途

利
用
率

コ
ー
ド
*
9

B
/
A
×
1
0
0

種
類

内
容

住
所
コ
ー
ド

コ
ー
ド
*
7
コ
ー
ド
*
8

*
4

特 定 建 設 資 材

コ
ン
ク
リ
ー
ト

1
1
8
.8

合
　
　
　
計

横
浜
市
西
区
戸
部
町
6
-
2
0
9

0
.0

人
の
森
㈱

0

1
8
.8

コ
ン
ク
リ
ー
ト

及
び
鉄
か
ら

成
る
建
設
資

材

1
7
0
.0

0
.0

7
0
.0

三
商
㈱

木
　
材

合
　
　
　
計

1
0
0
.0

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

1

合
　
　
　
計

7
0
.0

1
0
0
.0

混
合
物

2
1
2
0
.0

0
.0

合
　
　
　
計

2
8
5
.0

4
7
.0

そ の 他 の 建 設 資 材

土
　
砂

9

砕
　
石

1

0
.0

合
　
　
　
計

1
7
,3
6
2
.0

2
1
0
0
.0

1
4
5
.0

1
0
0
.0

6
4
.0

合
　
　
　
計

2
0
9
.0

（
再
生
資
材

合
　
　
　
計

そ
の
他

の
み
記
入
）

注
1
:再
生
資
材
利
用
量
に
つ
い
て

裏
面
に
も
御
記
入
く
だ
さ
い

0

1
5
8
.0

1
2
0
.0 0 0

1
4
5
.0

6
4
.0



15　　節　　．　　施　工　計　画
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（１）　全体施工フロー

片付け工

推進工

伐採伐根工事 伐採伐根工事

建築工事（別途工事）

交差点改良工事

造園工事（別途工事）

造園工事（別途工事）

西・中間工区

仮設準備工事

東工区

電気設備工事

仮設準備工事

造成工事

設備工事 造成工事

設備工事

撤去解体工事

電気設備工事

建築工事（別途工事）

片付け工

15-2



（２）施工方法

　（２）－１．仮設準備工事

1．現地調査工

  着工に先立ち、設計図を理解すると共に現地踏査を行い、測量基準点、既設物の位置、出入口

　の位置、地下埋設物の有無等の現地確認を調査する。

２．測量工

  現場周辺の基準点を使用し、基準測量、水準測量を実施し、現場内に仮BMを設置する。

　仮囲いの位置、伐採範囲を確認できるように、境界の測量を行い点検する。境界杭がない場合は、

　仮杭（木杭、鋲、マーキング等）を設置する。

３．仮囲い工

  測量により敷地境界の確認後、施工範囲内に仮囲いを設置する。出入口はクロスゲ－トを設置する。

単管ﾊﾟｲﾌﾟを打ち込み、B型フェンス（H=1.8m全網ﾀｲﾌﾟ）を番線で固定する。国道134豪沿いは、B型

フェンスに防砂ネットを取付ける。

凡例
クロスゲ－ト

B型フェンス

４．工事用道路工

  場内の工事車両の工事用道路として敷鉄板をクレ－ン又は、クレ－ン仕様のバックホウで設置する。

敷鉄板は、通勤車両の駐車場、ダンプの待機場、転回場も設置する。

　また、土砂運搬車両用の乾式タイヤ洗浄機を歩道橋東側の出入口前に設置する。

平面図

出入口出入口出入口

乾式ﾀｲﾔ洗浄機
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　（２）－２．伐採伐根工事

1．現地踏査

  施工に先立ち伐採する樹木に明示テ－プを取付け、監督員に伐採する範囲の立会を受ける。

保全区域と鉄ピンとトラロ－プで明示する。

２．下刈り作業

  伐採する樹木の周辺の草刈りを肩掛け式草刈り機で行う。

　草刈り間隔を5ｍ以上取り、切傷しないように周囲と足元を確認しながら下刈りをする。

３．伐採工

  樹木の形状を把握し、倒木の順番、方向を決める。敷地境界付近の樹木についてはグラップル

（重機）で掴みながら、敷地外へでない方向に倒木する。

　倒木は、樹木の直径の1/3程度の深さで、30°～40°でチェ－ンソ－で切る。

　周囲を確認し退避が完了すれば伐倒の合図を行いチェ－ンソ－で追切りする。

４．枝払い・玉切り

　倒木が安定していることを確認して、枝をチェ－ンソ－で切る。切った枝をグラップルで集積し

場外搬出車両に積込む。枝を切落したあと、幹材の形状を確認し幹材が跳ね返らないように

チェ－ンソ－で玉切りする。玉切りした幹材を集積し、場外搬出車両に積込む。

グラップル重機

５．伐根

　バックホウのバケットをストレンジャ－バケットにした重機で残った根の周辺を掘削し、ストレンジャ－

バケットで掴みながら伐根する。根ふるい範囲については、監督員と立会の上で確認する。

根ふるい作業時、振動、騒音、粉塵等の抑制に配慮しながら作業する。

６．集積・産廃処分

　伐採材、伐根材は積込場所で集積し、重機で搬出車両に積込み、場外産廃処分する。

ストレンジャ－バケット
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（２）－３ 解体撤去工事

1.コンクリ－ト舗装撤去
　国道１３４号線との境界を確認し、コンクリ－ト舗装の周りを２０cm程度バックホウで掘削し、歩
道を損傷しないようにニブラで破砕し、撤去する。国道に隣接しているので、破砕した殻が飛散
しないようにコンパネ、シ－ト等でガラの飛散養生をして撤去する。
　歩道との縁切りが必要な場合は、コンクリ－ト切断機で縁切り切断する。
　歩道に近接しているため、誘導員を配置し、歩行者の通行がある場合は、重機作業を一時中
断し、歩行者の通行を妨げないようにする。必要に応じて道路使用許可を取る。
　重機の旋回範囲内に立入らないようｶﾗ-ｺ-ﾝﾊﾞ-等で立入禁止措置を行う。
　重機の背面に感知センサ－やモニタ－を取付け、重機接触災害を防止する。

２.インタ－ロッキング舗装撤去、コンクリ－ト縁石撤去
　0.7m3バックホウで撤去し、10ｔダンプに積込、場外搬出して産廃処分する。

３．プール、プール周りコンクリ－ト撤去
　0.7m3バックホウでプール外周を掘削し、ニブラがコンクリ－トを破砕できるようにする。
　歩道に近接している場所では誘導員を配置し、歩行者の通行がある場合は、重機作業を
一時中断し、歩行者の通行を妨げないようにする。また、破砕した殻が飛散しないようにコン
パネ、シ－ト等でガラの飛散養生をして撤去する。
　撤去作業時、粉塵の発生を抑制するため、ハイウォッシャ－等で適時散水を行いながら
コンクリ－トを破砕し撤去する。
　重機の背面に感知センサ－やモニタ－を取付け、重機接触災害を防止する。

４．プール壁、底盤ゴム防水材撤去
　バックホウのバケットを平爪にし、コンクリ－トに付着しているゴム防水材を削り取るように
して撤去する。重機で削り取れない場合は、人力で平ノミ等で撤去する。
　削り取る際、破砕した殻が飛散しないようにコンパネ、シ－ト等で飛散養生をして撤去する。
防水材は、廃プラスチック類に分別して産廃処分する。

５．フェンス、手摺、門扉、バーゴラ撤去
　基礎ﾌﾞﾛｯｸがコンクリ－トのものは、破砕機で破砕し撤去する。有価物として鉄は処分する。

６．殻運搬処分
　撤去し小割りしたガレキ類は10ｔダンプにバックホウで積込み、場外へ産廃処分する。
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（２）－４  造成工事

　準備測量

　土質調査

切土工

盛土工

埋戻し工

法面整形工

片付け工

（２）－４－１  施工フロ－
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（２）－４  造成工事
（２）－４－２  施工方法

　伐採後、基準点測量により、造成範囲の法丁張を設置する。
　現況地盤高さを計測し、造成断面図に現況高さを明記し計画土量の確認を行う。断面法により計画土量
を確認し、差異がある場合は測量結果を報告し、監督員等と協議する。

２.土質調査
　切土材料を流用するため、切土部の土質試験を行う。同様に、購入土の土質試験を行う。

３.切土工
　ブルド－ザにより表土を鋤取り、盛土-1のエリアへｷｬﾘｱﾀﾞﾝﾌﾟで運搬する。
　計画深さまで、0.7m3バックホウで掘削する。床付け面を乱さないように掘削し、キャリアダンプに積込、
盛土-1のエリアへ運搬する。
　重機の作業範囲内に立入らないようｶﾗ-ｺ-ﾝﾊﾞ-等で立入禁止措置を行う。
　重機（バックホウ）の背面に感知センサ－やモニタ－を取付け、重機接触災害を防止する。
　キャリアﾀﾞﾝﾌﾟの走行する導線と安全通路を分離して車両との接触災害防止に努める。
　運搬車両の走行時、粉塵抑制のため散水車により工事用道路を適時散水する。

４.盛土工
　盛土の1層仕上がり厚さが30ｃｍ以下になるように撒き出しブルド－ザ、ローラ－で転圧を行う。
砂置換法により締固めの品質管理を行う。また、1層目で試験施工を行い、転圧回数を決定する。
撒き出した盛土材については、その日のうちに締固めを完了する。
　植栽部したの良質土盛土についても同様に締固める。
　重機の作業範囲内に立入らないようｶﾗ-ｺ-ﾝﾊﾞ-等で立入禁止措置を行う。
　重機（バックホウ）の背面に感知センサ－やモニタ－を取付け、重機接触災害を防止する。
　購入土を運搬した車両が場外へ退場する前には、必ず乾式のタイヤ洗浄機でタイヤの清掃を
行い、出入口前で一時停止し交通誘導員の誘導に従い、左折して退場する。
　ﾀﾞﾝﾌﾟ運転手には、場内制限速度は5ｋｍ/ｈ以下であることを周知教育し、最徐行運転を心掛
けるように指導する。
　雨天候の場合は、品質管理上、状況に応じて盛土は中止する。

５.埋戻し工
　1層仕上がり厚さが30cm以下となるように土砂を撒き出し転圧して締固める。
撒き出した埋戻し材については、その日のうちに締固めを完了する。
　雨天工の場合は、品質管理上、埋戻しは中止する。

６.法面整形工
　0.7m3バックホウのバケットで法面整形する。
　雨天工の場合は、品質管理上、法面整形は中止する。

7.片付け工
　監督員等に施工基面の立会を確認し、他業者（造園工事、建築工事）への引渡しを行う。

1.準備測量
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（２）－５  設備工事
（２）－５－１  給水設備工

1.準備工

　基準点、水準点に基づき現地測量を実施し丁張を設置。

　既設給水管断水の連絡について、調査する。

２.掘削工

　丁張を基準にして、GL-70cｍまで0.2m3ﾊﾞｯｸﾎｳで床堀掘削する。

　残土は4ｔダンプトラックに積込、盛土場へ運搬する。

３.管路工

　配管下に再生砂を敷き均し、人力またはプレ－トで転圧する。　

　配管を据付、管周りを再生砂で埋戻す。

　埋戻しの際に配管の線形がずれないように、再生砂を両側均等に

　管上10cmまで埋めながら、タコ足等で人力転圧する。

　管上10cmより上部は良質土で埋戻し1層30cm以下で転圧する。

　ＧＬ－30cmの位置に埋設シ－トを設置する。

▽GL

30cm　　

70cm 良質土

10cm

▽床付 10cm　　再生砂

４.水栓類取付け工

　量水器、散水栓、立水栓、消火栓、止水弁、不凍水抜栓を詳細図の

　とおり設置する。

５．通水・水圧試験

　通水に先立ち管内消毒を行う。

　充水、洗浄に必要な水は発注者もしくは平塚水道営業所に供給予定。

　消毒作業、及び、使用する消毒剤、中和剤については監督員等又は、

　平塚市水道課に確認する。

　本管（φ100，φ75）の水圧試験は、平塚水道営業所のもと行う。

　既設配水管との接続作業に伴う断水連絡については、監督員等と協

　議し調整する。

６．埋設標・埋設鋲

　配水管オフセット図をもとに埋設標、埋設鋲を設置する。

準備工

管路工

水栓類取付け工

通水・水圧試験

配水管・給水管詳細図

掘削工

埋設標・埋設鋲

埋設ｼ-ﾄ

配水管
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（２）－５－２  雨水排水設備工

1.準備工

　基準点、水準点に基づき現地測量を実施し丁張を設置。

２.掘削工

　丁張を基準にして、0.2m3ﾊﾞｯｸﾎｳで床堀掘削する。

　残土は4ｔダンプトラックに積込、盛土場へ運搬する。

  雨水排水管掘削は、1：0.5の掘削勾配で床堀掘削する。
 床付面を乱さないように、人力にて仕上げる。
　ｶﾗ-ｺ-ﾝ等で重機作業半径内立入禁止措置を行う。

３.側溝工
　基礎砕石（RC-40ｔ＝100）、敷モルタル（1：3　ｔ＝30）の上に側溝（U-150）
　を据付ける。エントランス棟周りの埋戻しは、建築工事と工事調整する。
　横断側溝（U-250）は、基礎砕石（RC-40　ｔ＝150）基礎コンクリ－ト（18-8

　-25　ｔ＝150）敷モルタル（1：3　ｔ＝30）の上に据付ける。

　浸透側溝は、ﾊﾞｯｸﾎｳで床掘し敷砂（ｔ＝100）を敷き凹面に透水シ－トを敷設。

　単粒度砕石4号を投入しランマ－で底部の転圧をし、＠2ｍで設置した受台の

　上に浸透側溝を据付ける。側部に単粒度砕石４号を投入し締固める。

　マルシェ棟周りの砂利側溝（150*150）は、建築工事と調整し、透水ｼ-ﾄを敷き、

　単粒度砕石を投入し人力転圧する。

　国道沿いの透水トレンチは、歩道の道路規制（東工区通行止め）を行い、

　ﾊﾞｯｸﾎｳで床掘し敷砂（ｔ＝100）を敷き凹面に透水シ－トを敷設。

　単粒度砕石4号を投入しランマ－で1層20cmで転圧し、有孔管（塩ビ管Vu

　φ150）を敷設する。管上10cmまで単粒度砕石を投入し、透水シ－トで覆う。

　

準備工

掘削工

側溝工

排水土工姿図(ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削)
ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.2ｍ3級)

4tダンプトラック

合図者

丁張り

掘削勾配 1:0.5

700

1
2
0

5
50

1
00

6
5
0

250

230

2
5
0

透水シート

単粒度砕石 4号
（φ20～30)

浸透側溝EU-250

受け台RB-A@2000
(600×200×100)

敷砂

360

460

コンクリート蓋
浸透側溝-1：(1種)
浸透側溝-2：(3種)

1
0
0

600

4
9
0

120120

浸透側溝

ｸﾚｰﾝ仕様ﾊﾞｯｸﾎｳ

浸透側溝据付姿図
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４.集水桝工

　基礎砕石（RC-40ｔ＝100）、敷モルタル（1：3　ｔ＝30）の上に雨水排水桝

　を据付ける。

　浸透桝は、敷砂（ｔ＝100）を敷き凹面に透水シ－トを敷設。

　単粒度砕石4号を投入しランマ－で底部の転圧をし、浸透桝を据付ける。

５．管路工

　管下に砂を敷き均し人力転圧し、丁張に合わせてVU管を敷設する。

　管の接続は、接続位置をマーキングし、所定の位置まで挿入する。

　配管を据付、管周りを砂（荒目）で埋戻す。

　埋戻しの際に配管の線形がずれないように、両側均等に締固める。

　砂基礎より上部は良質土で埋戻し、1層30cm以下で転圧する。。

　水抜き管（Vuφ75mm）の流末が侵食しないよう法面整形する。

　管口には、小型土のうを設置し浸食防止する。

　

集水桝工

管路工

VU管VU管

H
1
外
周
φ

H2

H

h

1:
0.
5(
h?
1.
0m
)

W

砂（荒目）

硬質塩化ビニル管(VU)

外径φ H1 H2 H = W

VU管150 165 100 105 370

VU管75 89 100 101 290

中心線 丁張

▽GL

挿入位置

ｶﾗｰｱｽﾌｧﾙﾄ舗装-1

(舗装から舗装水抜き場合)

断面図

(舗装から植栽地水抜き場合)

3850

S=1:10

S=1:10

断面図

植栽地

1
5
0

硬質塩化ビニル厚肉管(VP75)

法面整形

水抜き管

水抜き管

小型土のう

法面整形

小型土のう
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（２）－５－３  汚水排水設備工

1.準備工

　基準点、水準点に基づき現地測量を実施し丁張を設置。

　海岸保全区域外の既設No1人孔の流末管底高さを確認する。

２.掘削工

　丁張を基準にして、0.4m3ﾊﾞｯｸﾎｳで床堀掘削する。

　残土は4ｔダンプトラックに積込、盛土場へ運搬する。

  汚水排水管掘削は、1：0.5の掘削勾配で床堀掘削する。
 床付面を乱さないように、人力にて仕上げる。
　ｶﾗ-ｺ-ﾝ等で重機作業半径内立入禁止措置を行う。

３.汚水マンホ－ル工
　基礎砕石（RC-40ｔ＝200）を敷き均しランマ－で転圧する。
　ﾊﾞｯｸﾎｰ(0.45m3級ｸﾚｰﾝ仕様)を使用し、組立マンホールを据付ける。
　底盤・躯体（直壁）・斜壁の順に据付、調整ﾘﾝｸﾞ、蓋は、路盤施工時に

　高さ調整しながら設置する。

　管布設後、管口仕上げを行い、インバ－トを仕上げる。埋戻しは、締固め

　厚さ１層20cmで転圧し締固める。

　基礎砕石（RC-40ｔ＝100）、敷モルタル（1：3　ｔ＝30）の上に汚水排水桝

　を据付ける。

　汚水塩ビ桝は、 床付面を乱さないように床堀し据付ける。

準備工

掘削工

汚水桝工

排水土工姿図(ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削)
ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.2ｍ3級)

4tダンプトラック

合図者

丁張り

掘削勾配 1:0.5

5
0

30

820

110 600 110
650
664
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５．管路工

　管下に砂を敷き均し人力転圧し、丁張に合わせてVU管を敷設する。

　管の接続は、接続位置をマーキングし、所定の位置まで挿入する。

　配管を据付、管周りを砂（荒目）で埋戻す。

　埋戻しの際に配管の線形がずれないように、両側均等に締固める。

　砂基礎より上部は良質土で埋戻し、1層30cm以下で転圧する。。

管路工

VU管 VU管

H
1

外
周
φ

H2

H

h

1 :
0 .
5 (
h ?
1 .
0 m
)

W

砂（荒目）

硬質塩化ビニル管(VU)

中心線 丁張

▽GL

挿入位置

外径φ H1

100216VU管200

H2

104

H = W

420

VU管150 165 100 105 370

VU管100 114 100 106 320
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（２）-６  電気設備工事
※受変電設備については別途詳細計画書を提出する。

・受電申請手続きを行う。
・材料については、製作図を提出し企業代表者の承諾を得る。

＜ハンドホ－ル＞
・0.2m3バックホウで掘削し4ｔﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸに積込、盛土場所へ運搬する。
   床付面を乱さないように、人力にて仕上げる。
　基礎砕石（RC-40）を10cm敷き均しランマ－で転圧する。、
　クレ－ン仕様バックホウでハンドホ－ルを据付ける。
  埋戻しは発生土で1層30cm以下で埋戻し、ランマ－で転圧する。

＜公園盤、弱電盤、イベント盤、ガーデンライト、コンセントポ－ル＞
・製作図を提出し企業代表者の承認を得て、製作する。
・0.2m3バックホウで掘削し4ｔﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸに積込、盛土場所へ運搬する。
   床付面を乱さないように、人力にて仕上げる。
　基礎砕石（RC-40）を10cm敷き均しランマ－で転圧する。、
　コンクリ－ト（18-8-25）を打設し養生後、盤を据付ける。
　コンクリ－ト（18-8-25）をコンクリ－ト二次製品に変更する場合は
　企業代表者の承諾を得る。

　　　　　　（２）－６　電気設備工

準備工

照明設備工

▽FH

300

掘削範囲
W

300

再生砕石基礎(RC-40)

810

1
0
0

ステップ

削孔可能範囲

□1040

□1140

900

8
8
0
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受枠φ600 鋳鉄蓋

水抜き穴

ハンドホール本体

コンクリート 18-8-25

再生砕石基礎(RC-40)

コンクリート 18-8-25

再生砕石基礎(RC-40)

1
5
0

3
0
0

公園盤
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鍵

鍵

鍵

800 250
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0

4
0
0
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1
7
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350
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掘削幅

ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ-1

公園盤（参考）

1
50

1
4
0

2-50×100長穴

電線管

GL GL
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75

9
0

75

8
7

8778

78 防水コンセント
2コ口

Dポール本体

Dポール本体

6
0
0

3
0
0

1
00

□300

□400

コンクリート 18-8-25
再生砕石基礎(RC-40)
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□300

1
00

3
50

50

5
00

3
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1
90

5
00

1
00

3
50

8
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4
00

50

□200

□300

コンクリート18-8-25

再生砕石基礎(RC-40)

防水コンセント
2コ口

水切り勾配

ガ－デンライト
コンセントポ－ル
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＜引込柱、モールライト、スピ－カ－＞
・0.2m3バックホウで掘削し4ｔﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸに積込、盛土場所へ運搬する。
   床付面を乱さないように、人力にて仕上げる。
　基礎砕石（RC-40）を10cm敷き均しランマ－で転圧する。、
　スパイラルダクト（φ500*1000）を据付け、発生土を埋戻す。
  埋戻しは発生土で1層30cm以下で埋戻し、転圧する。
　4ｔユニック等で柱を建込、転倒しないように単管ﾊﾟｲﾌﾟ等で固定する。
　スパイラルダクトに柱が動かないようにコンクリ－ト（18-8-25）を打設する。
　柱に灯具、スピ－カ－を取付ける。
　接地棒（D種φ10mm*1500）を所定の位置に取付、埋設する。

３.配管工
・0.2m3バックホウで掘削し4ｔﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸに積込、盛土場所へ運搬する。
   床付面を乱さないように、人力にて仕上げる。
　再生砂(10cm～30cm） を敷き均し、人力またはプレ－トで転圧する。　
　土被りが60cmになる位置に電線管（FEP管)を据付、再生砂で埋戻す。
　電線管には被服番線を配線の予備線として挿入しておく。
　電線管の上部は良質土で埋戻し、1層30cm以下で転圧する。
　ＧＬ－30cmの位置に埋設シ－トを設置する。

4.配線工
予備線と電線を結び、電線管内に通線し各設備に配線する。

接地抵抗、絶縁抵抗を測定し、異常の有無を確認する。
電気設備の器具等に結線し、照明器具については、点灯の確認を行う。
他の設備については、動作確認を行い報告する。

配線工

照明設備工

配管工

スピ－カ－
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光源寿命6万時間（光束 維持率70 %）、防雨型
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落 下防止ワイヤー付、タイマー段調光機能付
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（２）-７  推進工事
※推進工事の道路使用計画書は平塚警察署と協議した後、
提出します。

・推進管路の基準測量を行う。
・到達人孔部の道路占用許可、道路使用許可を取る。

・円形（φ2000）ﾗｲﾅ-ﾌﾟﾚ-ﾄ式土留により立坑を築造する。
　0.4バックホウで掘削しライナ－プレ－ト土留を架設。

・二重管ｽﾄｵﾚ-ﾅ工法により、発進立坑部の地盤改良を行う。

・立坑に基礎ｺﾝｸﾘ-ﾄを打設し、推進機を設置する。

・推進管計画中心線と埋設管の中止高さを測量し抗口を取付ける。

・推進管が貫通できるようにライナ－プレ－トをガス切断する。
・切断部に異物がないことを確認し止水器を取付ける。

・低耐荷力方式（オーガ式）により塩ビ推進管を推進する。
・推進管が到達するまで推進工を繰り返し行う。

・既設人孔のインバ－トを撤去し、抗口を仕上げる。

・組立0号マンホ－ルを設置する。
・インバ－トを仕上げる。

・道路清掃を行い、資機材を片付ける。

鏡切り工

管推進工

既設人孔抗口工

抗口工

人孔工

片付け工

１．施工フロ－

準備工

立坑築造工（発進）

補助地盤改良工

推進機据付
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２．施工位置
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（２）-８ 交差点改良工事
※交差点改良工事の道路使用計画書は平塚警察署と協議後提出します。

・既設道路の現況測量を行う。
・国道134号線の道路占用許可、道路使用許可（夜間）を取る。
・夜間工事用の照明設備を準備する。

・アスファルト舗装切断機で既設舗装盤を切断する。
・バックホウでAs舗装盤、中央分離帯、コンクリ－ト基礎等を撤去し、ガ
　レキ類は10ｔダンプトラックに積込み搬出する。
・転落防止策を切断撤去し、ﾊﾞｯｸﾎｳ、破砕機（ニブラ）で重力式擁壁を
　撤去し小割し10ｔダンプトラックに積込、搬出処分する。

・バックホウで床掘し、10tダンプトラックに残土、砕石等を積込む。

・歩道橋下の既設ブロック積の天端を取壊し、嵩上げコンクリ－トを
　打設する。

・L型街渠（国道・市道）、浸透桝、浸透側溝を設置する。

・歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸを据付、シールコンクリ－トを打設し、中央分離帯を
　設置する。

・ガードパイプ、横断防止柵、転落防止策を設置する。

・国道は下層路盤、上層路盤、基層、中間層、表層の舗装構成。
・交差点部は道路開放に間に合うように、切削機で切削する。
・切削後、オーバ－レイ、Asﾌｨﾆｯｼｬ-で表層を舗設する。
　合材は温度管理を行い、品質を確認する。
・道路規制をしながら下り線、上り線の表層を行う。

・フィルタ－層、路盤、表層の舗装構成。
・歩道橋下から東側の通行止め道路規制をする。

・フィルタ－層、路盤、表層の舗装構成。
・歩道橋下から東側の通行止め道路規制をする。

・既設照明灯をクレ－ンで移設する。
・警察と協議の上、施工日を設定し信号を新設する。

・道路規制を行い、区画線の消去を行う。
・表層後すぐは仮ラインで開放する。

・清掃を行い道路開放する。

１．施工フロ－

準備工

構造物撤去工

道路土工

擁壁工

片付け工

側溝工

縁石工（中央分離帯）

防護柵工

乗入舗装工

道路付属物工

区画線工

交差点舗装工

歩道舗装工
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舗装構成断面図

舗装順序図

下層路盤：再生砕石RC-

40(t=35cm)

上層路盤：再生粒調砕石

RM-40(t=15cm)

表層：再生密粒度As(t=5cm)

国道舗装(車道)

中間層：再生粗粒度As(t=5cm)

基層：再生粗粒度As(t=5cm)

上層路盤：再生瀝青安定処理
(t=10cm)

ﾌｨﾙﾀｰ層:砂層(t=10cm)

再生砕石RC-40(t=10cm)

開粒度As(t=4cm)

歩道舗装

再生砕石RC-40(t=30cm)

再生粗粒度As(t=5cm)

再生密粒度As(t=5cm)

乗入舗装

道路土工

下層路盤・上層路盤

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工

歩道

歩道

常設作業帯 上り線下り線

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬ- ﾀｲﾔﾛ-ﾗ
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・立坑工
・管きょ工(推進)

下水道工事
【推進工事】

詳 細 施 工 計 画 書
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※本工事の低耐荷力圧入方式二工程式推進工は、スピーダー工法により

管径

No.7発進立坑
～

既設No.1到達人孔
200 41.22　ｍ

勾配

施工致します。

区間

神奈川県平塚市龍城ヶ丘45番1先

湘南海岸公園龍城ケ丘ゾ－ン整備・管理運営事業のうち造成他工事

２． 工 事 場 所

工 事 概 要

１．

施 工 条 件

路線番号 区間延長 推進延長

Ⅰ．

工 事 件 名

工 事 量

３．

４．

39.80　ｍ -2.0‰

土　　　質　：　埋土（砂質土）・Ｎ値　20前後

⑫-1



推進機撤去
ｽｸﾘｭｰ・ｹｰｼﾝｸﾞ撤去

誘導管到達（ヘッド回収）

埋設管推進工

カッターヘッド接続

埋設管到達

人孔工

スクリュー・ケーシング
埋設管接続

推進完了

施工フロー図Ⅲ．

立坑内均しコンクリート

到達まで繰り返し

準備工

掘削(1次)

掘削(２次)

ライナープレート設置

掘削(３次)

立坑内基礎砕石

立坑内均しコンクリート

測量

推進機据付

誘導管推進工

埋戻し

完了

立坑撤去工

鏡切り工



方式である。

  

Ⅳ． 工法の概要

１． 特　　　　　長

初期抵抗力を負担、推進管には土の管外面抵抗のみを負担させることにより、推進管を埋設する

第 1 工 程

スピーダー工法は、一工程目が仮管圧入併用工法で二工程目がオーガ掘削方式となる。

施工方式は一工程目で立坑の施工、二工程目で鋼製の誘導管(リード管）と先導体（リード管ヘッド）を用い、

（１）

       ① 準備工

発 進 立 坑 の 位 置 を 計 測 す る 。

       ②

下の図に示す よ う に 、 平面図の 3m 四方の縦穴を 、 0.4m3 バ ッ ク ホ ウ で GL1.0m ま で掘 り 、

下 の 図 に 示 す よ う に 、 0.4m3 バ ッ ク ホ ウ 施 工 基 面 -1.0m ま で 掘 削 す る 。

掘削(１次)

       ② 掘削(２次)

方向修正を行いながら到達立坑（到達人孔）まで圧入推進させた後、三工程目で誘導管を案内として

先頭にカッターヘッドを用い、掘削しつつ推進ジャッキにより推進力伝達ロッドに推進力を負荷し、

立坑の施工に当たっては、換気、照明、防護施設等に十分な注意を払った上で、次の順序で進めます。



φ 2000mm の ラ イ ナ ー プ レ ー ト を 2 段 分 の 組 み 立 て が 終 了 し た ら 、 ク レ ー ン 仕 様 の

立坑の周り (3m 四方 ) に基礎砕石 (RC40 、 t=100mm) を敷均した後、ランマーで転圧を行った

バ ッ ク ホ ウ で 設 置 す る 。

頂部固定後は掘削、組み立てを繰り返して、下に継ぎ足しますが、坑壁の崩壊を防ぐため断面の

すべてを掘らず、下の図のように継ぎ足しが可能な範囲の床掘りを行い、プレートを組み立てます。

ボルトは仮組みしておき、１リングできあがってから断面寸法を確認して本締めします。なお、

円 周 方 向 を 先 に 行 い 、 次 に 軸 方 向 ボ ル ト を 本 締 め し ま す 。 本 締 め

し ま す 。 次 の リ ン グ は 継目 が縦方向に通 ら な い よ う に 、 交互 ( チ ド リ 状 ) に 組 み立 て 、

全体の耐力を弱めないようにします。次に、ある程度の組み立てが進んだら井筒が傾斜していないか、

水糸を垂らし、鉛直度を確認します。

掘削(３次)

上にガイドコンクリート(18-8-25 、 t=300mm)を打設した後、掘削土で裏込めし、完全固定します。

       ⑤ 裏込め

       ③

ライナープレート立坑の固定       ②

所定の位置までラ イナープ レー ト の組立が完了すれば 、裏込めの注入を行ないます 。

裏込め



立坑掘削中、底部に水がたまるようであれば、釜場を設け、排水ポンプで排出します。

立坑内の床付及び基礎コンクリート

立坑内をGL-2838mmの深さまで床掘した後、基礎砕石(RC-40、t=150mm)を投入し敷均しを行い、ランマーで転圧を

行った上に、基礎コンクリート(18-8-20、t=150mm)を打設する。

地下水対策       ⑤

       ⑦



       ①

       ②

       ③

（２） 第 ２ 工 程

発進立坑に推進機本体を設置する。

到達立坑（又は人孔）に向かって誘導管を推進する。

方向修正を行いながら、誘導管を到達立坑（又は人孔）へ到達させる。



       ②

       ③

       ①

       ④

（3） 第 3 工 程

誘導管が到達したら、誘導管後端にカッターヘッド・スクリュー・ケーシング・埋設管を接続し推進する。

埋設管を推進するのと同時に、到達で誘導管を回収し、発進立坑において排土（バキューム）を処理する。

スクリュー・ケーシング回収工

発進立坑の推進機本体を回収し完了する。



　　管路センターを発進立坑付近及び立坑内にマーキングする。また、レベル測量により立坑土留め壁に

推進計画高さ及び機械据付高位置をマーキングする。

　　推進勾配測量に関しては、発進立坑より設計勾配にトランシットをセットし、推進作業常時測定をする。

　　　③ 勾配測量

水  準  測  量       ①

       ②

１． 測　　　　　量

Ⅴ． 施 工 方 法

セ ン タ ー 測 量

ﾄﾗﾝｼｯﾄ ﾄﾗﾝｼｯﾄ

AB' AB

はり

さげふりﾄﾗﾝｼｯﾄ

水糸

視準線

ＢＭ

仮ＢＭ

レベル

レベル

スタッフ

スタッフ

スタッフ

視準線

視準線

ﾄﾗﾝｼｯﾄ

ﾘｰﾄﾞ管推進中



       ① 立坑内に、計画推進管センター方向に推進機を合わせて吊り降ろす。

　　　② 土留め壁面に、マーキングしてある位置に鋼材等で微調整をし、推進機の仮据付を行う。

       ③ 管勾配については、レベル等によって計測し、推進機の管芯と計画推進管センターに合致させる。

       ④ 推進機の据付が完了後、据付台と推進機の固定を十分に行い、据付台と土留壁を溶接、又は、

ジャッキにて固定する。尚、推進機反力は土留め壁から取るので、裏込を十分に充填する必要がある。

推 進 機 据 付2．

推進機本体

トラッククレーン

油圧ユニット



　　　　　　    誘導管推進は、発進立坑よりヘッドを先導役として、後続に誘導管（φ60mm L=600mm)を接続し、

回転しながら土圧バランス方式による推進を行なう。

　一工程目の誘導管推進における方向修正は、先導体(リード管ヘッド）最前部に装着した高輝度発光

ダイオードを、発進立坑内推進機後方に据付けた測量器（トランシット）にて計測しながら読み取る方式で

ある。

③

④

3．

（1)

①

② そのまま推進（圧入）すると、中心ランプは十字線に入っていきこれを繰返し、目標地点に真っ直ぐ到達させる。

方向修正のタイミングとしては、発行ダイオード1メモリ分（約5mm）外れたタイミングで方向修正をかける。

精度誤差は発光ダイオードランプ4メモリ分（約20mm）以内とする。

- 10-

誘 導 管 推 進 工 (第 2 工 程）

方向修正要領

推進途中で、測量器(トランシット）の十字線から中心ランプが外れた場合、リード管を正回転させ、中心ランプが

十字線より遠のいた位置で、なおかつ十字線と中心ランプと外周ランプが一直線になるところで止める。

トラッククレーン

油圧ユニット

リード管ヘッド

リード管



    第一工程のリード管が到達完了後、最後尾のリード管に回転ジョイント・カッターヘッドを接続し、

推進管・スクリュー・ケーシングを推進機に据付し、推進する。

    誘導管の回収は、埋設管の推進と平行して到達立坑（又は人孔）より回収します。それと同時に、

発進立坑よりスクリュー・ケーシングから出てきた発生土をバキューム（バキューム車）にて処理する。

5．

4．

- 11-

誘 導 管 回 収 ・ 排 土 処 理

埋 設 管 推 進 工 (第 二 工 程）

2ｔダンプ
バキューム装置

スクリュー・ケーシング

カッターヘッド

リード管 推進管

発生土

トラッククレーン

油圧ユニット

送水ポンプ発電機

トラッククレーン

油圧ユニット

送水ポンプ発電機

スクリュー・ケーシング

カッターヘッド

リード管



    カッターヘッドが到達したら、到達立坑（又は人孔）よりカッターヘッドを回収する。その後、発進立坑側へ

スクリュー・ケーシングを引抜き回収する。

片 付 け ・ 引 上 げ

    スクリュー・ケーシング・推進機本体等を全て撤去し、場内を清掃して完了とする。

6．

7．

到 達 工

トラッククレーン

油圧ユニット

送水ポンプ発電機 2ｔダンプ
バキューム装置

スクリュー・ケーシング

推進管

発生土



8．

9．

人孔工

組立０号マンホールをクレーン仕様のバックホウで順に据え付ける。

立坑撤去工

１ ～ ３段目のライナープレー トは撤去するので 、 ４段目のライナープレー ト を埋戻した後
ガ イ ド コ ン ク リ ー ト を 撤 去 し 、 ３ 段 目 か ら 上 部 を 撤 去 し 、 施 工 基 面 ま で 埋 戻 し を 行 う 。

人孔の埋戻しは２０ｃｍ厚で敷均し転圧して締め固める。

ガイドコンクリート撤去

ライナープレート撤去



10．埋戻し工

GLまで埋戻しを行い、施工を完了させる。



1．

2．
シ ス
テ ム

油 圧 出 力 仕 様

回転数

油圧圧力

電動機

MAX 7 0m(土質による）

φ150mm ～φ300mm　（塩ビ管・鋼管）

粘性土、シルト、礫混じり砂質土

推進距離

推進管径

適用土質

294 kN

1050 mm

1140 mm/min

2940 Nm(最大圧力時）

0 ～ 32 r.p.m

21 MPa（最大圧力）

15 ｋｗ ×  3 相  ×  200 V

推進力

ストローク

推進速度

回転軸トルク

Ⅵ． 機 械 仕 様 （SR-30FT)



3． 推 進 機 本 体 各 部 名 称



4． 油 圧 ユ ニ ッ ト各 部 名 称



塩ビ管に作用する推進力は、下記の簡便式で計算します。

　

　

F1：

F０１：

α：

f01：

S1 ：

Bc：

L：

※ 最長スパンの数量で検討する。

（スピーダー協会・技術資料より）

推進用鋼管の許容耐荷力の検討

低耐荷力推進の場合、先端抵抗は中のケーシングに掛かる為、管の許容耐荷力の検討は管周面抵抗で検討する。

よって、Ｆ1からｆ01を減じた数値で比較する。

許容耐荷力が上回るのでＯＫである。

推進力の計算

粘　性　土

1000

2

No.7→既設No.1

200

区間

216

0.678

39.8

砂質土

36.7

104.2

No.7→既設No.1

67.5

Ⅶ．

ｆ01値(ＫN)

推進力Ｆ1（ｋN）

推進延長(m）

土質

管外径（mm）

管外周長（m）

区間

管径

2.5

α値　（ｋ N / ㎡ ) 1000

ｆ０１値　（ｋ N / ㎡ )

許容耐荷力

Ｆ1-f01(kN)

111.6

土　　　質 砂　質　土

最大推進力（ｋN）

先端抵抗力（ｋN）

先端抵抗係数（ｋN/㎡）

塩ビ管外周長（m)

塩ビ管外径（m）

推進延長（m）

塩ビ管の周面抵抗係数（ｋN/㎡）



バック反力の許容耐荷力の検討

Ｒ ＝ α ・ Ｂ（γｔ ・ Ｈｏ^2 ・ Ｋｐ／2＋2 ・ Ｃ ・ Ｈｏ ・ √Ｋｐ＋γｔ ・ ｈ ・ Ｈｏ ・ Ｋｐ）

＝ 2.0×1.1×（17.0×1.34^2×3.0／2＋2×30.0×1.34×√3.0

　　　　　＋17.0×1.3×1.34×3.0）

＝ 1795 （kＮ）

ここに α ： 係数（一般に1.5～2.5） 2

Ｂ ： 支圧壁有効幅 1.1 （ｍ）

γｔ ： 土の単位体積重量 17 （ｋＮ／ ）

Ｈｏ ： 有効高さ 1.34 （ｍ）

Ｋｐ ： 受働土圧係数 3

Ｃ ： 立坑背面の土の粘着力 30 （ｋＮ／㎡）

ｈ ： 支圧壁の土被り 1.3 （ｍ）

※Kp=tan(45°+ 内部摩擦角/2）2

同一立坑より推進機2台同時施工の為、区間推進力は合算とする

67.5

1795

区間

Ｆ1×2(kN)

許容耐荷力

許容耐荷力が上回るのでＯＫである。

No.7→既設No.1



Ⅷ． 使用推進管（スパイラル継手）



       ①

　　　②

       ③

       ①

　　　②

       ①

　　　②

       ③

       ①

　　　②

指示に従う。

       ③

       ④

       ①

　　　②

       ③

１．

Ⅸ． 安 全 対 策

2．

5．

4．

3．

墜落災害の危険のある作業は、必ず安全体を使用する。

配電盤や分電盤には漏電遮断機の取り付けられたものを使用し、配線の行き先表示を行なう。

アースは確実に接地させる。

配電盤の鍵の保管と不使用時の旋錠に注意し、作業終了時に旋錠の確認を行なう。

工事関係車両の取扱いは、責任者を選任し、日常点検・管理を行なう。

工事関係車両のさぎょうたいへの出入り時には、一般車両及び第三者に注意し、ガードマンの

交通規則の尊守を徹底する。

残土搬出時には土砂を路面に落とさないようにシートで養生するほか、資材を運搬するときは

ロープ等で荷崩れを起こさないようにする。

発電機・コンプレッサー等の使用機械は防音型を用いる。

工事車両のエンジン音の低減に努め、空ブカシ等を禁止する。

使用しない機械はエンジンを切り、騒音防止に努める。

移動式クレーン作業及び玉掛け作業は、有資格者を配置し合図の徹底を計る。

第付けワイヤーとシャックル等は、作業開始前に点検を行い破損による災害を防止する。

開口部には手摺や巾木を設置する。

建 設 機 械 に よ る 災 害 防 止

墜 落 ・ 落 下 災 害 の 防 止

電 気 災 害 の 防 止

交 通 災 害 の 防 止

騒 音 ・ 振 動 対 策

本工事の施工に当り下記の事項に注意し、安全第一で施工に従事し労働災害の防止に努めます。

小口径推進機による災害を防止する為、作業時の点検整備及び取り扱い責任者の選任を行う。



1．
　工事記録写真は、東京都「工事記録写真撮影基準」に基づき撮影し、国土交通省「デジタル写真

管理情報基準」に基づき作成いたします。なお、詳細については監督員と協議の上決定します。

2．
　工事記録写真撮影頻度は、原則として、推進施工箇所全箇所とし、施工箇所ごとに埋設本数が

確認できるよう撮影いたします。下記の項目を撮影項目とします。

1 全景

2 全景

3 全景

4 ※ 詳細

5 詳細

6 詳細

7 詳細

8 詳細

9 詳細

10 詳細

11 詳細

12 ※ 詳細

13 ※ 詳細

14 詳細

15 ※ 詳細

16 ※

17 ※

18 ※

19 ※

20 ※

地上

地上

地上

地上

地上

坑内

坑内

坑内

坑内

坑内

坑内

17 地上

18 坑内

19 坑内

Ⅹ．

総数又はスパン毎接合剤等

スパン毎

撮影頻度

スパン毎

スパン毎

1枚

推進機据付完了

止水坑口 総数又はスパン毎

推進機材搬入

推進機本体

油圧ユニット

ライナープレート立坑の固定状況

初期の掘削及び立坑組立状況

推進機据付状況

スパン毎

1枚

1枚

送水ポンプ

1枚

溶接機

ユニック車

1枚～2枚

リード管ヘッド

リード管

1枚

1枚

発電機（能力記入）

1枚

1枚

推進機吊降し状況 スパン毎推
進
設
備
工

使
用
機
材

コンクリート(18-8-25) 総数又はスパン毎

RC-40 総数又はスパン毎

材
料
検
収

スパン毎

№

№ 撮影項目

撮影項目

1枚～2枚

1枚～2枚

1枚

ダンプ車

推進管 総数又はスパン毎

1枚

バキューム

カッターヘッド

スクリュー・ケーシング

バックホウ 1枚～2枚

グラブバケット

撮影頻度

1枚

立
坑
工

ガイド基礎砕石敷設状況 スパン毎

ガイドコンクリート打設状況 スパン毎

ガイド床付完了 スパン毎

ガイド埋戻し状況 スパン毎

立坑組立状況 スパン毎

立坑床付完了 スパン毎

立坑内掘削状況 スパン毎

立坑内基礎砕石敷設状況 スパン毎

立坑内基礎コンクリート打設状況

撮影項目

撮 影 基 準

№ 撮影頻度

写真撮影計画

撮 影 頻 度 ・ 項 目



撮影項目

20 坑内

21 坑内

22 ※ 坑内

23 ※

24 坑内

25 坑内

26 坑内

27 ※ 坑内

28 ※

29 坑内

撮影項目

30 坑内

31 坑内

32 坑内

33 坑内

34 坑内

35 地上

撮影項目

36 坑内

37 坑内・地上

38 坑内

39 坑内

40 坑内

41 坑内

42 坑内

43 坑内

44 坑内

45 坑内

46 坑内

撮影項目

47 坑内・地上

48 坑内

49 坑内

坑内

撮影頻度・項目は、施工前に監督員と打ち合わせ承諾確認を行います。

また、※印は、監督員と協議の上、立会いの有無を確認します。

スパン毎

№

推進管吊降し状況 スパン毎

接合剤（滑剤）塗布状況 スパン毎

全本数

スパン毎

スパン毎

発進止水坑口取付完了

スパン毎

リード管ヘッド回収状況 スパン毎

到達止水坑口取付完了

撮影頻度

スパン毎

№

スパン毎

スパン毎

スパン毎

スクリュー・ケーシング回収状況 スパン毎

立坑内残土処理状況 スパン毎

リード管ヘッド回収完了 スパン毎

撮影頻度

管推進状況 スパン毎

排土状況 スパン毎

誘
導
管
推
進
工

リード管ヘッド取付完了

リード管ヘッド到達状況

スパン毎

推進機撤去状況

推
進
工

カッターヘッド取付完了

カッターヘッド回収完了

カッターヘッド到達状況

スクリュー・ケーシング接続状況

カッターヘッド回収状況

スパン毎

スパン毎推
進
設
備
撤
去
工

撮影頻度

推進管据付完了

排土処理状況（バキューム）

推進完了

リード管推進状況 5～10本毎/スパン

スパン毎

リード管ヘッド推進状況 スパン毎

№ 撮影頻度

到達鏡切り完了

スパン毎

到達止水坑口取付状況 スパン毎

到達鏡切り状況

坑
口
工
・
鏡
切
り
工

スパン毎

スパン毎

スパン毎

発進薬液注入効果確認（フェノール反応）

到達薬液注入効果確認（フェノール反応）

発進側止水坑口取付状況 スパン毎

発進側鏡切り状況 スパン毎

発進側鏡切り完了 スパン毎

№



SPEEDER
高 精 度 小 口 径 管 低 耐 荷 力 推 進 工 法

スピーダー協会



SR-3 0 K M
高精度小口径管低耐荷力推進工法 圧入式（ スクリ ュ排土方式・ 泥水排土方式）

時代が要求するスピーディーな施工とメンテナンスフリー、
小口径推進機のノウハウが凝縮されたコンパクト 機。

イージーモール

■簡単な操作性・ スピーディ ーな施工・ 簡単な維持管理

■呼び径φ1 ,5 0 0m mの発進立坑より 1m管を発進

■1スト ローク多段ジャッ キ採用により 作業性向上

■可動式押しフランジの採用

■軽量・ コンパク ト

　 ク レーン付4 tト ラ ッ ク １ 台で必要部材一式が搬入搬出可能

　 推進機本体／1 ,2 7 4m m（ 全長）×958m m（ 全幅）×1 ,3 5 0m m（ 高さ ）

　 推進機重量／1 ,2 5 0 kg

　 油圧ユニッ ト ／1 ,6 0 0m m（ 全長）×800m m（ 全幅）×1 ,3 0 0m m（ 高さ ）

　 油圧ユニッ ト 重量／1 ,3 0 0 kg

■適応管種・ 管径

　 塩ビ管、 鋼管

　 φ150～φ25 0m m ・ 8 0 0L

　 φ1 5 0～φ25 0m m ・ 1 ,0 0 0 L

■幅広い土質対応

　 粘性土、 シルト 、 礫混じり 砂質土

　 N値　 0≦N≦30

■最大推進距離

　 MAX 7 0m（ 土質条件による ）



推進側　 32Mpa（ 3 20 kg f /cm 2）

回転側　 45Mpa（ 4 50 kg f /cm 2）

推進側　 13R /m in

回転側　 18 .8R /m in

VP φ15 0～φ250m m ・ 8 00L

SGP φ150～φ250m m ・ 80 0L

VP φ150～φ250m m ・ 1 ,00 0L

SGP φ15 0～φ250m m ・ 1 ,0 0 0L

分類・ 方式

リ ード パイプ推進時

位置検出方法

方向修正方式

埋設管推進時

土の種類

礫混入率

最大礫径

N値

水頭差

鋼矢板（ 内寸）

ケーシング立坑

管芯高

人孔

矢板・ ライナープレート

下角～上角

推進力

推進速度

メ インジャッ キスト ローク

サブジャッキスト ローク

回転軸ト ルク

回転数

塩ビ管

（ JSWAS  K-6 ）  

鋼管

適用管種

管径・ 管長

施工方法

推進距離

フィ ード スト ローク

適用発電機

先導体

先頭カッ タ

押アタッチメ ント 構造

適用土質

発進立坑

到達立坑

推進勾配

推進ジャッキ

回転装置

吐出量

最大油圧力

シ
ス
テ
ム

推
進
装
置

油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

外形寸法図

押しフランジ下降時

仕様1スト ローク多段ジャッ キ採用

最前進時

推進ジャ ッ キの尺取作動、 盛り 返し 作動がなく なり 飛躍的

に推進作業性が向上しました。

可動式押しフランジの採用

従来は埋設管セッ ト 時に押し フラ ンジの脱着作業が毎回必

要であり まし たが、 押し フラ ンジを上下に可動さ せて埋設

管セッ ト スペースを確保する事によ り 、 推進作業性が飛躍

的に向上しました。

低耐荷力管推進工法・ 圧入式

圧入・ 無排土

TVモニタ検測

土圧バランス

オーガ掘削・ スク リ ュ排土

MAX 70m（ 土質・ N値による ）

粘土・ シルト ・ 砂質土・ 礫混じり 土

20 ～30％以下

管内径1／3以下、インナーチューブ使用の場合は、インナーチューブ内径1／4以下

0  N  3 0

2m以下（ P  20 kN/m 2）

標準1 ,5 00m m×1 ,5 00m m以上

呼び径φ1,500m m（ 実内径φ1,566m m ）以上

45 0以上

φ750m m（ 0号）以上

900×90 0m m（ φ90 0m m ）以上

±50％ 0

1 ,03 0m m

2 94 kN（ 30 tf ）

1 ,1 4 0m m /m in

7 70m m

2 60m m

2 ,9 40N・ m（ 3 00 kg f・ m ）

0～32 r.p .m

4 5KVA以上

スピーダーヘッド

No.1カッ タ

油圧シリ ンダによる上下作動

φ1,566

1,274

890

538

728
958

4
5
0

9
9
0

1
,3
5
0

4
0
0

5
0



SR-3 0 FT
よりコンパクトに、よりスピーディーに。
φ1,500mmのライナープレートから、1mの塩ビ管を推進。

■操作、 表示系統を集約した操作ボッ ク スひと つで、 遠隔操作が可能

■推力、 回転力、 塩ビ管推力がデジタル表示

■φ1 ,5 0 0m m立坑から発進可能

　 矢板　 　 　 　 　 　 　 1 ,5 0 0m m（ タテ）×1 ,5 0 0m m（ ヨ コ ）以上

　 ライナープレート 　 φ1 ,5 0 0m m以上

　 ケーシング　 　 　 　 φ1 ,5 0 0m m以上

■軽量・ コンパク ト

　 ク レーン付4 tト ラ ッ ク １ 台で必要部材一式が搬入搬出可能

　 推進機本体／1 ,3 1 0m m（ 全長）×1 ,0 0 0m m（ 全幅）×1 ,3 4 0m m（ 高さ ）

　 推進機重量／1 ,1 0 0 kg

　 油圧ユニッ ト ／1 ,3 9 0m m（ 全長）×820m m（ 全幅）×1 ,4 0 0m m（ 高さ ）

　 油圧ユニッ ト 重量／1 ,0 0 0 kg

■適応管種・ 管径

　 塩ビ管、 鋼管

　 φ150～φ30 0m m

■幅広い土質対応

　 粘性土、 シルト 、 礫混じり 砂質土

　 N値　 0≦N≦30

■最大推進距離

　 MAX 7 0m（ 土質条件による ）

圧入式（ スクリ ュ排土方式・ 泥水排土方式）高精度小口径管低耐荷力推進工法



施工手順

配置図

仕様

低耐荷力管推進工法・ 圧入式分類・ 方式

圧入、 無排土

TVモニタ検測

土圧バランス

オーガ掘削、 スク リ ュ排土

粘土・ シルト ・ 砂質土・ 礫混じり 土

20～30％以下

呼び径　 1/3以下

0  N  30

2m以下（ P  2 0kN/m 2）

1 ,50 0 ×1 ,50 0m m以上

φ1,50 0m m以上

φ750m m（ 0号）以上

900 ×900m m（ φ900m m ）以上

±50％0　

1 ,0 5 0m m

29 4kN（ 3 0 tf ）

1 ,1 4 0m m /m in

52 5m m

2 ,9 40N・ m（ 30 0kg f・ m ）

0～32 r.p .m

2 1Mpa（ 2 1 0kg f /cm 2）

2 1Mpa（ 2 1 0kg f /cm 2）

  2 2R /m in（ 推進側）・ 40R /m in（ 回転側）

AC20 0V（ 3相）×15Kw

3Mpa（ 3 0 kg f /cm 2）

AC2 0 0V（ 3相）×2.2Kw

2 5KVA以上

 φ76・ 約420m m（ ジョ イント 含む）

φ60・ 60 0m m

8 6 0（ 8 0 0 ）m m 、1 ,0 5 1（ 1 ,0 0 0 ）m m

1 0m ×6本

Max.7 0m
（ 土質・ N値による ）

塩ビ管

（ JSWAS  K-6 ）

鋼管

リ ード管推進時

位置検出方法

方向修正方式

埋設管推進時

土の種類

礫混入率

最大礫径

N値

水頭差

鋼矢板（ 内寸）

ラ イナープレート

人孔

矢板、 ライナープレート

下角～上角

推進力

推進速度

スト ローク

回転軸ト ルク

回転数

推進側

回転側

フィ ード スト ローク

吐出力

使用電圧×電力

最大水圧力

使用電圧×電力

使用発電機

先導体スピーダーヘッド（ 外径・ 全長）

リ ード 管（ 外径・ 全長）

スク リ ュ、 インナーチューブ（ 有効長）

油圧ホース（ 長さ×本数）

水
圧

発
生
装
置

油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

推
進
装
置

シ
ス
テ
ム

最大
油圧力

回転装置

推進
ジャッ キ

推進勾配

到達立坑

発進立坑

適用土質

推進距離

施工方法

最大

適用管種・
管径・ 管長

VP  φ15 0～φ300m m ・
1 ,00 0L
 8 00 L

SGPφ150～φ300m m ・
1 ,00 0L
 8 00 L

測　 量　 工

鏡　 切　 工

スピーダーヘッド 接続

リード 管推進工

リード 管到達

カッタ ・ スクリュ・ 埋設管接続

埋設管推進工
埋設管推進及びリード 管回収

到達坑 発進坑

埋設管到達

スクリュ類撤去及び管内クリーナ
にて管内清掃　 スクリュ引抜き工

機械撤去・ 清掃工

機械据付工

1
,3
4
0

5
5
0

推進装置

重量： 1 ,100kg

油圧ユニッ ト

重量： 1 ,000kg

1
,4
0
0

4
2
0

水圧発生装置

重量： 30kg

1 ,500

1 ,310

1
,5
0
0

1,
0
0
0

8
2
0

外部電源（ AC200V）

1 ,390

555

4
6
5

吸入ホースド レンホース

水圧ホース



SR-5 0 S
よりパワフルに、より高精度に。
φ2,000mmの立坑から、1mの4種類管を推進。

小口径管推進工法の人気機種「 スピーダーSR-1 8 S 」をさ らにグレード アッ プした「 SR-5 0 S 」。

ヒ ューム管をはじめ、 あらゆる管の推進を可能にした強力なパワーと

SR-1 8 S譲り のコンパク ト サイズが特徴です。

小さな立坑から高精度に推進して、 作業のスピード アッ プと 省力化を実現します。

■小さな立坑から発進可能

　 矢板　 　 　 　 　 　 　 2 ,0 0 0m m（ タテ）×2 ,0 0 0m m（ ヨ コ ）以上

　 ライナープレート 　 φ2 ,0 0 0m m以上

■軽量・ コンパク ト

　 ク レーン付4 tト ラ ッ ク １ 台で必要部材一式が搬入搬出可能

　 推進機本体／1 ,6 4 0m m（ 全長）×94 4m m（ 全幅）×1 ,1 4 0m m（ 高さ ）

　 推進機重量／1 ,2 0 0 kg

　 油圧ユニッ ト ／1 ,3 9 0m m（ 全長）×760m m（ 全幅）×1 ,5 5 0m m（ 高さ ）

　 油圧ユニッ ト 重量／1 ,3 0 0 kg

■適応管種・ 管径

　 塩ビ管、 鋼管　 　 　 　 　 　 　

　 φ3 5 0～φ50 0m m ・ 1 ,0 0 0 L

　 ヒ ューム管、 レジンコン管　

　 φ200～φ30 0m m ・ 1 ,0 0 0 L

　 塩ビ管、 鋼管　 　 　 　 　 　 　

　 φ1 5 0～φ35 0m m ・ 8 0 0L

　（ 1 8 S部材併用で推進可能）

■幅広い土質対応

　 粘性土、 シルト 、 礫混じり 砂質土

　 N値　 0≦N≦30

■最大推進距離

　 MAX 7 0m（ 土質条件による ）

圧入式（ スクリ ュ排土方式・ 泥水排土方式）高精度小口径管低耐荷力推進工法



施工手順

配置図

仕様

分類・ 方式

圧入、 無排土

ト ランシッ ト 検測

土圧バランス

オーガ掘削、 スク リ ュ排土

粘土・ シルト ・ 砂質土・ 礫混じり 土

20～30％以下

呼び径　 1/3以下

0  N  30

2m以下（ P  2 0kN/m 2）

2 ,00 0 ×2 ,0 0 0m m以上

φ2,00 0m m以上

φ750m m（ 0号）以上

900 ×900m m（ φ900m m ）以上

±50％ 0　

1 ,2 0 0m m

19 6kN（ 2 0 tf ）

49 0kN（ 5 0 tf ）

1 ,1 4 0m m /m in

26 0m m

1 ,9 60N・ m（ 20 0kg f・ m ）

3 ,92 0N・ m（ 4 00 kg f・ m ）

0～32 r.p .m

2 8Mpa（ 2 8 0kg f /cm 2）

2 9Mpa（ 2 9 0kg f /cm 2）

  2 5R /m in（ 推進側）・ 42R /m in（ 回転側）

AC20 0V（ 3相）×30Kw

3Mpa（ 3 0 kg f /cm 2）

AC2 00V（ 3相）×2 .2Kw

4 5KVA以上

 φ76・ 約42 0m m（ ジョ イント 含む）

φ60・ 60 0m m

8 6 0（ 8 0 0 ）m m 、1 ,0 5 1（ 1 ,0 0 0 ）m m

1 0m ×5本

Max.7 0m
（ 土質・ N値による ）

リ ード 管推進時

位置検出方法

方向修正方式

埋設管推進時

土の種類

礫混入率

最大礫径

N値

水頭差

鋼矢板（ 内寸）

ラ イナープレート

人孔

矢板、 ライナープレート

下角～上角

推進速度

スト ローク

回転数

推進側

回転側

フィ ード スト ローク

吐出力

使用電圧×電力

最大水圧力

使用電圧×電力

使用発電機

先導体スピーダーヘッ ド（ 外径・ 全長）

リ ード 管（ 外径・ 全長）

スク リ ュ、 インナーチューブ（ 有効長）

油圧ホース（ 長さ ×本数）

油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

推
進
装
置

シ
ス
テ
ム

最大
油圧力

回転装置

推進
ジャッ キ

推進勾配

到達立坑

適用土質

推進距離

施工方法

最大

適用管種・
管径・ 管長

推進力
リ ード管推進時

埋設管推進時

リ ード管推進時

埋設管推進時

回転軸
ト ルク

VM φ350～φ500m m ・ 1 ,00 0L

SGP φ35 0～φ500m m ・ 1 ,0 00 L

HP φ200～φ300m m ・ 1 ,0 00 L

RG φ200～φ300m m ・ 1 ,00 0 L

塩ビ管

（ JSWAS  K-6）

鋼管

ヒ ューム管

レジンコン管

水
圧

発
生
装
置

低耐荷力管推進工法・ 圧入式測　 量　 工

鏡　 切　 工

スピーダーヘッド 接続

リード 管推進工

リード 管到達

カッタ ・ スクリュ・ 埋設管接続

到達坑 発進坑

埋設管到達

スクリ ュ類撤去及び管内クリ ーナ
にて管内清掃　 スクリ ュ引抜き工

機械据付工

埋設管推進工
埋設管推進及びリード 管回収

機械撤去・ 清掃工

4
2
0

1
,1
4
0

6
0
0

推進装置

重量： 1,200kg

油圧ユニッ ト

重量： 1,300kg

1
,5
5
0

水圧発生装置

重量： 30kg

1 ,7 10

1 ,6 40

9
4
48
3
0

7
6
0

1 ,39 0
555

4
6
5

吸入ホースド レンホース

水圧ホース

外部電源（ AC200V）

2
,0
0
0

2 ,00 0



SR-18 S
小さな立坑から高精度推進、時代に応えた高精度＆コンパクト。
幅広い土質に対応して、推進工事をスピードアップ。

幅広い土質への対応と コンパク ト なサイズで

人気を集める「 スピーダーSR-1 8 S 」。

下水道工事を取り 巻く 厳しい条件のなかで特にパワーを発揮します。

加えて、 優れた推進精度や省力化のメ リ ッ ト も注目の的。

全国の小口径管推進工法の現場で、 頼もしい活躍を続けています。

■小さな立坑から発進可能

　 矢板　 　 　 　 　 　 　 2 ,0 0 0m m（ タテ）×1 ,7 0 0m m（ ヨ コ ）以上

　 ライナープレート 　 φ2 ,0 0 0m m以上

■軽量・ コンパク ト

　 ク レーン付4 tト ラ ッ ク １ 台で必要部材一式が搬入搬出可能

　 推進機本体／1 ,2 5 0m m（ 全長）×1 ,0 0 0m m（ 全幅）×970m m（ 高さ ）

　 推進機重量／70 0 kg

　 油圧ユニッ ト ／1 ,2 2 5m m（ 全長）×575m m（ 全幅）×1 ,1 5 0m m（ 高さ ）

　 油圧ユニッ ト 重量／40 0 kg

■適応管種・ 管径

　 塩ビ管、 鋼管　 　

　 φ150～φ35 0m m ・ 8 0 0L

■幅広い土質対応

　 粘性土、 シルト 、 礫混じり 砂質土

　 N値　 0≦N≦30

■最大推進距離

　 MAX 7 0m（ 土質条件による ）

圧入式・ スクリ ュ排土方式高精度小口径管低耐荷力推進工法



施工手順

配置図

仕様

低耐荷力管推進工法・ 圧入式分類・ 方式

圧入、 無排土

ト ランシッ ト 検測

土圧バランス

オーガ掘削、 スク リ ュ排土

粘土・ シルト ・ 砂質土・ 礫混じり 土

20～30％以下

呼び径　 1/3以下

0  N  3 0

2m以下（ P  2 0 kN/m 2）

2 ,0 00 ×1 ,70 0m m以上

φ2,00 0m m以上

φ750m m（ 0号）以上

900 ×900m m（ φ900m m ）以上

- 45°～＋20°

1,00 0m m

19 6kN（ 2 0 tf ）

1 ,3 8 0m m /m in

2 00m m

1 ,9 6 0N・ m（ 20 0kg f・ m ）

0～40 r.p .m

2 1Mpa（ 21 0kg f /cm 2）

  12R /m in（ 推進側）・ 24 .5R /m in（ 回転側）

AC200V（ 3相）×15Kw

3Mpa（ 30 kg f /cm 2）

AC2 0 0V（ 3相）×2 .2Kw

2 5KVA以上

 φ76・ 約420m m（ ジョ イント 含む）

φ60・ 60 0m m

8 60（ 8 00 ）m m

1 0m ×4本

Max.70m
（ 土質・ N値による ）

塩ビ管

（ JSWAS  K-6）

鋼管

リ ード管推進時

位置検出方法

方向修正方式

埋設管推進時

土の種類

礫混入率

最大礫径

N値

水頭差

鋼矢板（ 内寸）

ラ イナープレート

人孔

矢板、 ライナープレート

下角～上角

推進力

推進速度

スト ローク

回転軸ト ルク

回転数

フィ ード スト ローク

最大油圧力

吐出力

使用電圧×電力

最大水圧力

使用電圧×電力

使用発電機

先導体スピーダーヘッ ド（ 外径・ 全長）

リ ード 管（ 外径・ 全長）

スク リ ュ、 インナーチューブ（ 有効長）

中継油圧ホース（ 長さ ×本数）

水
圧

発
生
装
置

油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

推
進
装
置

シ
ス
テ
ム

回転装置

推進
ジャッ キ

推進勾配

到達立坑

発進立坑

適用土質

推進距離推進距離

施工方法

最大

適用管種・
管径・ 管長

VP φ15 0～φ300m m ・ 8 00L

VM φ350 ・ 80 0L

SGP φ150～φ350m m ・ 80 0L

測　 量　 工

鏡　 切　 工

スピーダーヘッド 接続

リード 管推進工

リード 管到達

カッタ ・ スクリュ・ 埋設管接続

到達坑 発進坑

スクリ ュ類撤去及び管内クリ ーナ
にて管内清掃　 スク リ ュ引抜き工

機械据付工

埋設管推進工
埋設管推進及びリード 管回収

機械撤去・ 清掃工

埋設管到達

鏡切工

4
2
0

9
7
0

5
5
0

推進装置

重量： 700kg

油圧ユニッ ト

重量： 400kg

1 ,800

1 ,250

1,
0
0
08
0
0

5
7
5

1 ,2 25

555

4
6
5

吸入ホースドレンホース

水圧ホース

外部電源（ AC200V）

1
,7
0
0

2 ,0 00

1
,1
5
0

ト ランシット

ト ランシット

水圧発生装置

重量： 30kg



Sモール-15 0 0
よりコンパクトに、より高精度に。
φ1,500mmの立坑から、1mのヒューム管を推進。

小口径管推進工法の人気機種「 スピーダーSR-5 0 S 」の

機能はそのままに、 さ らにコンパク ト にした「 Sモール-15 0 0 」。

ヒ ューム管をはじめ、 あらゆる管の推進を可能にした強力なパワー。

また、 限界に挑戦したコンパク ト サイズは他に類をみません。

より 小さな立坑から高精度に推進して、 作業のスピード アッ プと 省力化を実現します。

■φ1 ,5 0 0m m立坑から発進可能

　 矢板　 　 　 　 　 　 　 1 ,5 0 0m m（ タテ）×1 ,5 0 0m m（ ヨ コ ）以上

　 ライナープレート 　 φ1 ,7 0 0m m以上

　 ケーシング　 　 　 　 φ1 ,5 0 0m m以上

■軽量・ コンパク ト

　 ク レーン付4 tト ラ ッ ク １ 台で必要部材一式が搬入搬出可能

　 推進機本体／1 ,3 0 0m m（ 全長）×87 0m m（ 全幅）×1 ,4 7 0m m（ 高さ ）

　 推進機重量／1 ,3 5 0 kg

　 油圧ユニッ ト ／1 ,4 0 0m m（ 全長）×850m m（ 全幅）×1 ,5 3 0m m（ 高さ ）

　 油圧ユニッ ト 重量／1 ,3 0 0 kg

■適応管種・ 管径

　 レジンコン管、 ヒ ューム管、 塩ビ管、 鋼管

　 φ150～φ350m m（ 管種による ）

■幅広い土質対応

　 粘性土、 シルト 、 礫混じり 砂質土

　 N値　 0≦N≦30

■最大推進距離

　 MAX 7 0m（ 土質条件による ）

圧入式（ スクリ ュ排土方式・ 泥水排土方式）高精度小口径管低耐荷力推進工法



施工手順

配置図

仕様

低耐荷力管推進工法・ 圧入式分類・ 方式

適用管種・
管径・ 管長

圧入、 無排土

TVモニタ検測

土圧バランス

オーガ掘削、 スク リ ュ排土

粘土・ シルト ・ 砂質土・ 礫混じり 土

20～30％以下

呼び径　 1/3以下

0  N  30

2m以下（ P  2 0kN/m 2）

1 ,50 0 ×1 ,50 0m m以上

φ1,70 0m m以上

φ750m m（ 0号）以上

900 ×900m m（ φ900m m ）以上

±18％ 0

1 ,02 0m m

19 6kN（ 2 0 tf ）

49 0kN（ 5 0 tf ）

1 ,1 4 0m m /m in

17 0m m

1 ,9 60N・ m（ 20 0kg f・ m ）

3 ,9 20N・ m（ 4 0 0kg f・ m ）

32 r.p .m

2 8Mpa（ 2 8 0kg f /cm 2）

  2 5R /m in（ 推進側）・ 42R /m in（ 回転側）

AC200V（ 3相）×30Kw

3Mpa（ 3 0 kg f /cm 2）

AC2 00V（ 3相）×2 .2Kw

4 5KVA以上

 φ76・ 約420m m（ ジョ イント 含む）

φ60・ 60 0m m

8 6 0（ 8 0 0 ）m m 、1 ,0 5 1（ 1 ,0 0 0 ）m m

1 0m ×5本

Max.7 0m
（ 土質・ N値による ）

リ ード 管推進時

位置検出方法

方向修正方式

埋設管推進時

土の種類

礫混入率

最大礫径

N値

水頭差

鋼矢板（ 内寸）

ラ イナープレート

人孔

矢板、 ライナープレート

下角～上角

推進速度

スト ローク

回転数

フィ ード スト ローク

最大油圧力

吐出力

使用電圧×電力

最大水圧力

使用電圧×電力

使用発電機

先導体スピーダーヘッ ド（ 外径・ 全長）

リ ード 管（ 外径・ 全長）

スク リ ュ、 インナーチューブ（ 有効長）

油圧ホース（ 長さ ×本数）

水
圧

発
生
装
置

油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

推
進
装
置

シ
ス
テ
ム

回転装置

推進
ジャッ キ

推進勾配

到達立坑

発進立坑

適用土質

推進距離

施工方法

最大

推進力
リ ード管推進時

埋設管推進時

リ ード管推進時

埋設管推進時

回転軸
ト ルク

VP φ150～φ300m m ・ 80 0L

VM  φ350 ・ 1 ,00 0L

SGP φ150～φ300・ 8 00L

SGP φ35 0・ 1 ,0 00 L

HP φ200～φ250m m ・ 1 ,00 0 L

RG φ200～φ250m m ・ 1 ,00 0 L

塩ビ管

（ JSWAS  K-6 ）

鋼管

ヒ ューム管

レジンコン管

測　 量　 工

スピーダーヘッド 接続

リード 管推進工

リード 管到達

カッタ ・ スクリュ・ 埋設管接続

到達坑 発進坑

スクリュ類撤去及び管内クリーナ
にて管内清掃　 スクリ ュ引抜き工

機械据付工

埋設管推進工
埋設管推進及びリード 管回収

機械撤去・ 清掃工

埋設管到達

鏡切工

8
5
0

1 ,4 00

4
2
0

1
,4
7
0

7
0
0

推進装置

重量： 1 ,350kg

油圧ユニッ ト

重量： 1 ,300kg

1
,5
3
0

水圧発生装置

重量： 30kg

555

4
6
5

吸入ホースド レンホース

外部電源（ AC200V）

8
7
0

1
,5
0
0

1 ,50 0

1 ,300

水圧ホース



SR-T0 2
小口径管低耐荷力取付管推進機

一工程方式で簡易推進を、 精度を要する施工は
二工程方式で、 ニーズに合わせた取付管推進機。

■軽量・ コンパク ト

　 ク レーン付2 tト ラ ッ ク １ 台で必要部材一式が搬入搬出可能

　 推進機本体／832m m（ 全長）×1 ,1 1 0m m（ 全幅）×950m m（ 高さ ）

　 推進機重量／600 kg

　 油圧ユニッ ト ／1 ,0 2 0m m（ 全長）×62 0m m（ 全幅）×1 ,1 5 0m m（ 高さ ）

　 油圧ユニッ ト 重量／550 kg

■適応管種・ 管径

　 塩ビ管、 鋼管

　 φ100～φ200m m（ 管種による ）

■幅広い土質対応

　 粘性土、 シルト 、 礫混じり 砂質土

　 N値　 0≦N≦20

■最大推進距離

　 MAX 1 0m（ 土質条件による ）



S R -T0 2型　 推進例

仕様

／／m in

一工程方式

オーガ式一工程方式

スク リ ュコンベア

二工程方式

仮管併用式二工程方式

無排土（ 圧密）

ト ラ ンシッ ト 検測

土圧バランス

スパイラル継手付直管（ VP管）及び鋼管

φ100～φ200m m・ 管長500L

標準5（ 高精度を要しない場合）

粘土・ シルト ・ 礫混じ り 土

0～20

管内径の1/3 以下

0 .9 ×1 .5以上

φ1 .3以上

450以上

φ0 .75（ 0 号）以上

φ0.7 5 ×0 .7 5以上（ φ0 .75以上）

10 0

Max1 0（ 土質N値による ）

0 ～20

1 .3 ×1 .7以上

φ1 .5以上

832 ×1 ,1 1 2 ×950（ 反力ジャッ キ含まず）

60 0

60 0

Max12 7

Max1 ,1 4 0（ 5 0Hz時）・ Max1 ,3 8 0（ 6 0Hz時）

30 0

Max1 ,1 66

Max6 0（ 5 0Hz時）・ Max5 0（ 6 0Hz時）

1 ,0 2 0×62 0×1 ,1 5 0

55 0

2 1

7（ 推進側）・ 21（ 回転側）

AC20 0V（ 3相）×11Kw

1 5KVA以上

10m ×4本

537 ・ 5 0 0

φ60・ 5 0 0

m

m

m

／

m

m

／

／

kg

／

kN

／

N・ m

r.p .m

／

kg

MP

R／m in

／

／

m
m

m
m

m
m

m
m

m
m

0
0 0

シ　

ス　

テ　

ム

推　

進　

機　

本　

体

油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

工　 　 　 　 　 　 　 　 　 法

仮管推進（ リ ード 管推進）

埋　 設 　 管 　 推 　 進

位　 置　 検　 出　 方　 式

方　 向　 修　 正　 方　 式

適　 　 　 　 用　 　 　 　 管

適用土質

発進立坑

到達立坑

推　 　 進

ジャッ キ

回転装置

排土方法

推　 　 進　 　 距　 　 離

土　 　 の　 　 種　 　 類

N　 　 　 　 　 　 　 　 　  値

最　 　 大　 　 礫　 　 径

平面

寸法

平面

寸法

矢　 板（ 長さ ×幅）

ラ イ ナープレ ート

管　 　 芯　 　 高

マ　 ン　 ホ　 ー　 ル

矢板（ ラ イ ナープレート ）

推　 　 進　 　 勾　 　 配

寸　 法（ 長さ ×幅×高さ ）

重　 　 　 　 　 　 　 　 　 量

フ ィ ー ド ス ト ロ ー ク

推　 　 　 　 　 　 　 　 　 力

推　 　 進　 　 速　 　 度

ス　 ト 　 ロ 　 ー　 ク

回　 転　 ト 　 ル　 ク

回　 　 　 　 転　 　 　 数

寸　 法（ 長さ ×幅×高さ ）

重　 　 　 　 　 　 　 　 　 量

最　 大　 油　 圧　 力

吐　 　 　 　 出　 　 　 　 量

使　用　電　圧　×　電　力

適　 　 　 用　 　 　 発　 　 　 電　 　 　 機

油　 圧　 ホ　 ー　 ス（ 長さ ×本　 数）

ス　 　 ク 　 　 リ 　 　 ュ（ 全長・ 有効長）

リ 　 　 ー　 　 ド 　 　 管（ 外径・ 有効長）

m
m

m
m

m
m

ガス

上水

NTT

塩ビ V P管長　 5 0 0 L

管　 　 　 　 径　φ1 0 0m m ～φ20 0m m

推 進 勾 配　 0 ～1 0 0／

一工程方式　 L= 5m 　 　発進立坑： 0 .9（ 長さ ）×1 .5 m 以上（ 幅）

二工程方式　 L= 1 0 m 　 発進立坑： 1 .3（ 長さ ）×1 .7m 以上（ 幅）

ボッ ク ス
カルバート

汚水枡

0

0 0



SR-T0 1
小口径管低耐荷力取付管推進機 一工程オーガ掘削方式

発進幅90cmから発進可能なスピーダー工法。

（ とり つけく ん）

■エンジン付油圧ユニッ ト で発電機が不要

■900m m の開削溝から推進するこ と で基礎コンク リ ート ・ 反力板などの立坑設備が不要

■推進機本体に反力ジャッ キボルト が付いているため溶接が不要

■軽量・ コンパク ト

　 ク レーン付2 tト ラ ッ ク １ 台で必要部材一式が搬入搬出可能

　 推進機本体／800m m（ 全長）×755m m（ 全幅）×77 0m m（ 高さ ）

　 推進機重量／250 kg

　 油圧ユニッ ト ／740m m（ 全長）×46 2m m（ 全幅）×78 0m m（ 高さ ）

　 油圧ユニッ ト 重量／120 kg

■適応管種・ 管径

　 塩ビ管、 鋼管

　 φ100～φ150m m

■幅広い土質対応

　 粘性土、 シルト 、 礫混じり 砂質土

　 N値　 0≦N≦20

■最大推進距離

　 MAX 6m



S R -T0 1型　 推進例

仕様 推進機設置図

低耐荷力一工程方式分類・ 方式

オーガ掘削、 スク リ ュ排土

粘土・ シルト ・ 砂質土・ 礫混じり 土

0～20

管内径の1/3以下

発進幅0.9m以上

300m m以上

0 .5 ×0 .5m以上

270％ 0　

80 0 ×75 5 ×770m m

25 0 kg

 6 00m m

53 .9 kN（ 5 .5 tf ）

Max.60 0m m /m in

3 0 0m m

49 0N・ m（ 5 0kg f・ m ）

3 0 r.p .m

7 4 0 ×46 2 ×780m m

12 0 kg

1 4Mpa（ 14 0 kg f /cm 2）

Max.16R /m in/2 ,00 0 r.p .m

7 .5PS /2 ,0 00 r.p .m

6m ×2本

537・ 50 0m m

Max.6m
（ 土質・ N値による ）

土の種類

N値

最大礫径

平面寸法（ 人孔）

管芯高

平面寸法

油圧ホース（ 長さ ×本数）

スク リ ュ（ 全長・ 有効長）

油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

推
進
装
置

シ
ス
テ
ム

回転装置

推進
ジャッ キ

到達立坑

発進立坑

適用土質

適用管種

埋設管推進

推進距離

推進勾配

寸法（ 長さ ×幅×高さ ）

重量

フィ ード スト ローク

寸法（ 長さ ×幅×高さ ）

重量

最大油圧力

吐出量

エンジン

推進力

推進速度

スト ローク

回転ト ルク

回転数

スパイラル継手付直管（ VP管）
φ100～φ150m m・ 管長500L

80 0

7
5
5

9 00

7
7
0

3
0
0
以
上

計画管芯

ガス

上水

NTT

9 0 0 m m

ボッ ク ス
カルバート

汚水枡

0

00

塩ビ V P管長　 50 0 L

管　 　 　 　 径　φ10 0m m ～φ1 5 0 m m

推 進 勾 配　 0 ～27 0／

標準推進距離　 L= 5 m 　 　発進立坑： 0 .9 ×1 .5m 以上



濁水処理装置 特許申請中

きよみずくん

近年、 土木建築工事の他、 各種工場から発生する濁水

および廃水の処理、 処分に関する環境問題がしばしば

発生しています。

そのため、 これらの処理、 処分技術の改善・ 開発によ

り 有効で適切な処理、 処分を行い、 公害の発生を防止

し、 業務の円滑・ 向上を計る必要があり ます。 水質汚

濁防止のためには、 濁水および廃水処理を主体と した

小規模で経済的な処理設備の開発が社会的ニーズと し

てク ローズアッ プされています。

弊社が独自の技術と 豊富な経験を活用して開発した処

理システムは、 濁水および廃水を連続的に本装置の撹

拌槽へ供給し 、 粉体定量供給装置から調整散布される

特殊凝集剤と 混合撹拌するこ と により 、 濁水および廃

水中の浮遊物質を凝集沈降させ、 上澄み水と 土粒子に

分離さ せる と 同時に、 水素イオン濃度（ p H）浮遊物質

（ S S ）が排水基準を満たして排水するものです。

凝集沈降した土粒子は脱水機等により 脱水固化して処

理します。

濁水処理工程のフローシート

タイプ1 ・ ミ ニ

凝集剤散布

凝集剤タンク

凝集反応

撹拌槽

脱水固化

脱水機

固液沈降

分　 　 離

整流沈澱槽

P

廃棄処分

処理水放流

バキューム処理原水ポンプ

タイプ　

独自の技術と豊富な経験を活用した、
工事用濁水、工場廃水処理に躍進している
濁水処理システム。



小口径推進工事、小規模な土木工事及び各種産業の工場で発生する濁水及び廃水を連続的に本装置の

撹拌槽へ供給し、特殊凝集剤（ ハイパーフロッ ク ）と 混合撹拌すること により 濁水及び廃水中の浮遊物

質を凝集沈降させ、上澄み水と 土粒子に分離させると 同時に、浮遊物質量（ S S ）等の排水基準を満たし

て処理水を排水するものであり ます。また、オプショ ンのpH調整装置を付属させる事により 、水素イ

オン濃度（ pH）の調整が可能と なり ます。

●特殊粉体凝集剤（ ハイパーフロッ ク ）の使用によ り 、幅広い濁水及び廃水の処理が可能です。

●シンプルな構造、システムにより 操作が簡単でメ ンテナンスも容易です。

●小型で軽量なため、取り 扱いが容易で設置占有面積が小さ く てすみます。

●ベルト 式真空脱水機などと 組み合わせる事により 、汚泥の脱水固化処理ができるので、廃棄物処分

　 費が軽減できます。

特長

主要諸元

※きよみずくんについて、お客様のご要望に合わせた特別仕様もご提案させて頂きます。

※きよみずくんには上記仕様の他タイプミニがあります。

※粉体定量供給装置（ 特許出願申請中）の単体での製造・ 販売も行っておりますので、お問い合わせください。

※きよみずくんにはオプションとしてpH調整装置の付属が可能です。

※きよみずくんのレンタル機もございますので、お気軽にご相談ください。

概要

きよみずく んタイプ　 シリ ーズの主要諸元（ 粉体凝集剤仕様）

　 　 　 　 項　 　 　 目

使　 　 用　 　 用　 　 途

処　 　 理　 　 方　 　 式

処　 　 理　 　 能　 　 力（ m 3/h）

S S 成 分 処 理 範 囲（ m g /R ）

凝 集 剤 使 用 量（ g /m 3）

凝 集 剤 タ ン ク 容 量（ R ）

汚 泥 引 抜 方 法

汚 泥 撹 拌 装 置

設　 　 置　 　 寸　 　 法（ ｍ）

本　 　 体　 　 重　 　 量（ kg ）

電　 動　 機　 容　 量（ kw ）

タイプ　-AO

2 .5 ～6 .0

1 00 ～20 ,00 0

5 0 ～1 ,0 00

1 3 ～50

汚泥引抜ポンプ

2 .0×1 .0×2 .5

80 0

2 .5 9

土木工事用濁水処理・ 工場廃水処理

凝集沈殿方式

タイプ　-AS

2 .5 ～6 .0

1 0 0 ～20 ,0 0 0

5 0 ～1 ,0 0 0

1 3 ～50

汚泥引抜ポンプ

汚泥引抜ポンプと 連動

2.0×1 .0×2 .5

9 0 0

2 .9 9



ハイパーフロック
特殊粉体凝集剤ハイパーフロック・ シリ ーズ

薄い濁水から高濃度泥水処理まで安価な値段で処理可能

処理前（ S S成分 1 7 6 ,0 0 0m g /R ） 処理後（ S S成分 2 5m g /R以下）

薄い濁水から高濃度の濁水処理まで、

従来の凝集剤使用量の1 /1 0で処理が可能

S S成分 1 0 0 m g /RR ～2 0 0 ,0 0 0 m g /R

1 ,0 0 0R当たり の凝集剤使用量1 5 g～2 0 0 g

（ ハイパーフロック N型の場合）



◆ハイパーフロッ ク とは

　 薄い濁水から高濃度の泥水処理まで可能と した凝集剤です。ハイパーフロック N型で１ m 3当たり の浮遊

物質量（ S S成分5 0 m g /R～20 0 ,0 0 0 m g /R ）の濁水に1 5 g ～2 0 0 g の凝集剤を散布して強撹拌で掻き混

ぜる事により 、今までに不可能であった濁水処理が可能になり ました。従来の高濃度の濁水には多量の粉

体凝集剤が必要でしたが、ハイパーフロッ クは少量、低コスト で処理運転が可能です。

又、凝集剤が中性ですので使用量の管理が容易に行えます。更には、清水にハイパーフロッ ク を溶け込ま

せても 、撹拌する事によ り 自己フロッ ク を形成しますので、入れ過ぎによる事故ト ラ ブルがない為、安

全です。

◆ハイパーフロッ クの使用効果

　 ●ハイパーフロッ ク は原料希釈を行っておらず、少量で浄化効果が現れるため、他の無機系液体凝集

　 　 　剤に比べて高分子の希釈設備も不要なため、処理設備のコンパク ト 化が可能になり ます。

　 ●濁度の低下、BOD除去、S S成分除去。

　 ●PH6 ～PH1 4まで処理が可能です。

　 ●沈降した汚泥の脱水も容易です。

　 ●清水にハイパーフロック を混ぜても 、撹拌する事により 自己フロックを形成いたしますので、入れ過ぎ

　 　 　による事故ト ラブルがあり ません。

特殊粉体凝集剤  ハイパーフロッ ク ・ シリ ーズ

品　 名

用　 途

 S S成分濃度（ m g /R ）

性　 状

特　 徴

◆ハイパーフロッ ク一覧表

Y　 型

  工場排水処理（ 有機排水用）

5 0～20 ,0 0 0

白色・ 粉体状・ 中性・ 無臭

低ランニングコスト

N　 型

  土木工事用排水処理（ 無機排水用）

50～2 0 0 ,0 0 0

灰色・ 粉体状・ 中性・ 無臭

高濃度排水処理が可能

※サンプルをご用意致しますので、まずは一度お試しく ださい。

濁水 凝集状態 沈殿状態



〒442-0008  愛知県豊川市南千両2丁目40番地

TEL 0533-85-5605  FAX 0533-84-9330

URL      http://www .speeder.co.jp/

E-mail   speeder@speeder.co.jp

スピーダー協会事務局
高精度小口径管推進工法

●お問い合わせは

●本仕様は改良のため、予告なく 変更することがありますので、ご了承ください。

http://www.speeder.co.jp/
mailto:speeder@speeder.co.jp


ISO 9 0 0 1  JSAQ3 8 1 /ISO I4 0 0 1  JSAE2 7 6

硬質塩化ビニル管

塩ビ推進管
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許容耐荷力表 

1 .特長 

①　 ニホンパイプ塩ビ推進管は、 管厚の大きな VP 管＊1

（ JIS  K  6 7 4 1 ） を使用しているので、 耐荷力が大きく

適用する土質範囲が広い推進管です。 

②　 管外周に段差がなく 、推進時の外周抵抗が少ないため、

推進距離を伸ばすことができます。 

③　 スパイラル継手付き直管（ SSPS ）は、 接続に他の継

手部品がいらず、 ねじ込むだけで作業効率がよい接続

方式です。 また、 専用接合剤SPエスピーボンド の使用

により水場での使用に適し、 優れた水密性が得られます。  

④　 SU Sカラー付き直管（ SU SR ）は、開削工法で実績の

あるS BR＊2に水膨張性ゴム輪を組合せたゴム輪接続

方式で、優れた水密性があります。 

＊1 ： 呼び径3 5 0 以上はVM管を使用しています。  ＊2 ： スチレンブタジエンゴムの略です。  

●使用範囲 

①　 ニホンパイプ塩ビ推進管は「 低耐荷力方式」であり、

さらに管にかかる推進力が常に確認できる計測装置が

装備された機械での推進が対象になります。「 直接推進

方式」での推進機には、管が破損しますので使用し な

いで下さい。管の耐荷力を下表に示します。この数値

以上の推進力を管に加えると管が破損する恐れがあり

ます。 

②　 適用土質は、大きく 分けて粘性土（ 腐植土・ シルト 粘 

土・ 砂質シルト 粘土・ ローム粘土・ 砂質ローム粘土）及

び砂質土（ シルト 粘土混じり砂・ルーズな砂・締まった砂）

において適用さ れ、軟岩・ 砂れき・ 玉石に分類さ れる

土質には適用できません。 

ニホンパイプ塩ビ推進管は、水理特性・ 水密性・ 耐食性・ 経済性・ 取扱いの容易さなど 

塩ビ管の優れた特徴を持っています。 

■低耐荷力方式の原理 

FO

FO
FP

FO :  掘進機の初期抵抗 

FP :  管外周摩擦抵抗 

FO

FP

FO

FO

FP

ケーシング 

推進管 

ケーシング 推進管 先導管 

　 塩ビ推進管は、「 低耐荷力方式」 に

よる推進工法によって、「 直接推進方式」

では不可能であった硬質塩化ビニル管

を推進管として使用できるよう になり

ました。 

　 その原理は左図のよう に、 先導体が

土中を推進するのに必要な推進力（ 初

期抵抗FO） を、 ケーシング等の推進力

伝達ロケッ ト に作用させ、 塩ビ推進管

には土との管外面抵抗（ FP） のみを作

用させる方式です。 

1 5 0 2 0 0 2 5 0 3 0 0 3 5 0 4 0 0 4 5 0 5 0 0

許容耐荷力 
6 2 .4  

｛ 6 .3 ｝ 

1 1 1 .6  

｛ 1 1 .3 ｝ 

2 0 4 .1  

｛ 2 0 .8 ｝ 

3 2 2 .2  

｛ 3 2 .8 ｝ 

3 4 7 .7  

｛ 3 5 .4 ｝ 

4 7 6 .1  

｛ 4 8 .5 ｝ 

6 2 8 .8  

｛ 6 4 .1 ｝ 

7 8 0 .0  

｛ 7 9 .5 ｝ 

kN  

｛ tf｝ 

呼び径 
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平成7 年に日本下水道協会規格品とされた以降、 飛躍的に使用実績を伸ばしており 、 優れた管材との評価を得ています 

ニホンパイプ塩ビ推進管は、 接続方法が接着形のスパイラル継手付き直管（ SSPS ） と 、 ゴム輪方式のSUSカラー付き

直管（ SUSR） の2 タ イプを取り そろえています。  

●スパイラル継手付き直管（ SSPS ）  

2 .形状・ 寸法 

先頭管 

標準管 

最終管 

寸法表 

日本下水道協会規格JSW AS  K -6 品 

（ 単位：m m ） 

備考： ネジ込み方向は左です。 先頭管には長さ 6 0 0 m mもあり ます。  

　 　 　 ●印はメ ーカー規格品　 ★印は取扱製品（ 受注生産品）  

注意： 呼び径1 5 0 の長さ 2 0 0 0 m mの製品は、 推進時に立坑内で破損する可能性があり 、 製造販売していません。  

呼び径 

1 5 0  

2 0 0  

2 5 0  

3 0 0  

3 5 0  

4 0 0  

4 5 0  

5 0 0

 

 

 

 

 

★ 

★ 

★ 

●★ 

D  

1 6 5  

2 1 6  

2 6 7  

3 1 8  

3 7 0  

4 2 0  

4 7 0  

5 2 0

d  

1 4 6  

1 9 4  

2 4 0  

2 8 6  

3 3 9  

3 8 5  

4 3 1  

4 7 7

r 1  

6 5  

6 5  

6 5  

6 5  

8 0  

8 0  

8 0  

8 0

r 2  

6 4  

6 4  

6 4  

6 4  

7 9  

7 9  

7 9  

7 9

t 

8 .9  

1 0 .3  

1 2 .7  

1 5 .1  

1 4 .3  

1 6 .2  

1 8 .1  

2 0 .0

L  

8 0 0  
1 0 0 0  

 

8 0 0  

1 0 0 0  

2 0 0 0

（ 参考） （ 最小） 

d D

L r 2

Lr 1

t

d D

r 2t

Lr 1

d D

t
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●SUSカラー付き直管（ SUSR）  

先頭管・ 最終管 

標準管 

カラー 

寸法表 

日本下水道協会規格JSW AS  K -6 品 

（ 単位：m m ） 

備考： SU Sカラー及びゴム輪は、 管とは別の梱包になっています。  

　 　 　 ★印は取扱製品（ 受注生産品）  

注意： 呼び径1 5 0 の長さ 2 0 0 0 m mの製品は、 推進時に立坑内で破損する可能性があり 、 製造販売していません。  

呼び径 

1 5 0  

2 0 0  

2 5 0  

3 0 0  

3 5 0  

4 0 0  

4 5 0

 

 

 

 

 

★ 

★ 

★ 

D  

1 6 5  

2 1 6  

2 6 7  

3 1 8  

3 7 0  

4 2 0  

4 7 0

D 1  

1 6 0  

2 1 1  

2 6 2  

3 1 3  

3 6 5  

4 1 5  

4 6 5

D 2  

1 5 4  

2 0 5  

2 5 6  

3 0 7  

3 5 9  

4 0 9  

4 5 9

d  

1 4 6  

1 9 4  

2 4 0  

2 8 6  

3 3 9  

3 8 5  

4 3 1

t 

8 .9  

1 0 .3  

1 2 .7  

1 5 .1  

1 4 .3  

1 6 .2  

1 8 .1

L  

1 0 0 0  

 

1 0 0 0  

 

 

2 0 0 0  

 

（ 参考） （ 最小） 

※先頭管はカラーが付属となります。 最終管はカラーなしです。  

D D
1

D
2

ゴム輪 

d

L

100 t

D D
1

D
2

ゴム輪 ゴム輪 

d

L

100100

t

SUSカラー 
198

2
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呼び径 

●★ 1 5 0  

●★ 2 0 0  

●★ 2 5 0  

●★ 3 0 0  

 

（ 単位：m m ） 

D  

1 6 5  

2 1 6  

2 6 7  

3 1 8  

 

L 

6 4 5  

6 7 0  

6 8 5  

7 0 0  

 

S  

2 5 0  

2 5 0  

2 5 0  

2 5 0

●立坑内接続部品 

上流用マンホール継手（ 略号M R－VP ）  下流用マンホール継手（ 略号M SA－VP ）  

寸法表 寸法表 

●印はメーカー規格品        ★印は受注生産品 

 備考1 ）  
 
 
　   ２ ） 
　   ３ ） 

日本下水道協会規格JSW AS  K -6 品 

日本下水道協会規格JSW AS  K -6 品 

日本下水道協会規格JSW AS  K -6 品 

（ 参考） 

（ 単位：mm ） 

寸法表 （ 単位：mm ） 

（ 参考） 呼び径 

★ 1 5 0  

★ 2 0 0  

★ 2 5 0  

★ 3 0 0  

 

呼び径 
本管×マンホール 

 

 

D  

1 6 5  

2 1 6  

2 6 7  

3 1 8  

 

 

 
1 6 8 .5  

 

 

 

2 1 9 .9  

 

 

2 7 0 .4

 

3 2 2 .0

L 

5 1 8  

5 2 1  

5 2 5  

7 8 0  

 

Z  

5 0 0  

5 0 0  

5 0 0  

7 5 0  

 

S    

2 0 0  

2 5 0  

2 5 0  

2 5 0

D  

（ 参考） 

 

 
1 8 0  

 

 

 

2 3 6  

 

 

2 8 9

 

3 4 4

 

 
4

 

 

4  

 

 

4

 

4

D o  

（ 参考） 

R  

（ 参考） 
t L

1 5 0×  7 5 0  

1 5 0×  9 0 0  

1 5 0×1 0 5 0  

1 5 0×1 1 0 0

★● 

★　  

 

● 

7 5  

7 5  

7 5  

1 0 0

　  2 0 0×  7 5 0  

　  2 0 0×  9 0 0  

　  2 0 0×1 0 5 0  

　  2 0 0×1 1 0 0  

　  2 0 0×1 4 0 0  

 

 

7 5  

7 5  

7 5  

1 0 0  

1 0 0

3 7 5  

4 5 0  

5 2 5  

5 5 0

3 7 5  

4 5 0  

5 2 5  

5 5 0  

7 0 0

7 5  

1 0 0  

1 0 0

    2 5 0×1 0 5 0  

　  2 5 0×1 1 0 0  

　  2 5 0×1 4 0 0  

 

 7 5  

1 0 0  

1 0 0  

 

5 2 5  

5 5 0  

7 0 0

5 2 5  

5 5 0  

7 0 0

●印はメーカー規格品　 ★印は取扱製品（ 受注生産品） ★印は取扱製品（ 受注生産品） 

★　  

★● 

★● 
 

● 

★　  

 

● 

　  

★　  

★● 

★● 

3 0 0×1 0 5 0  

3 0 0×1 1 0 0  

3 0 0×1 4 0 0

マンホールの外径及び厚さに対応した表以外の品物もあります。
また、角形マンホールに対応したフラット タイプ（ F7 5 ）も用意
しています。 
1 5 0×1 0 5 0 、2 0 0×1 0 5 0 には射出成形品があります。 
ｔ は最小値です。  

注） 射出成形品は形状が異なります。 

　 　 また、砂付加工の替りにシボ加工がしてあります。 

t

L

Z 500
15

S

D

8
0

5
0

75

R

L

75Do

D

芯出し標線 

砂付加工 

ゴム輪 

ゴム輪受口く ら型マンホール継手（ 略号MRK ）  

L

500

S

D

ゴム輪 

砂付加工 砂付加工 
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本管用カラー（ 略号W TA ）  

差口断面拡大図 

寸法表 

日本下水道協会規格JSW AS  K -6 品 

（ 単位：m m ） 

（ 単位：g ） 

（ 参考） 

●印はメーカー規格品 

呼び径 

1 5 0  

2 0 0  

2 5 0  

3 0 0  

3 5 0  

4 0 0  

4 5 0  

● 5 0 0

d 1  

1 6 6 .1  

2 1 7 .4  

2 6 8 .6  

3 1 9 .8  

3 7 2 .0  

4 2 2 .3  

4 7 2 .6  

5 2 2 .8

d 2  

1 6 3 .9  

2 1 4 .6  

2 6 5 .4  

3 1 6 .2  

3 6 8 .7  

4 1 8 .4  

4 6 8 .1  

5 1 8 .2

r

8 0  

1 1 5  

1 4 0  

1 6 5  

2 0 0  

2 2 0  

2 5 0  

2 8 0

L  

1 6 0  

2 3 0  

2 8 0  

3 3 0  

4 0 0  

4 4 0  

5 0 0  

5 6 0

（ 参考） 

　 スパイラル継手付き直管（ 略号SSPS ） の接合には、

SPエスピーボンド を必ず使用して下さい。  

　 S Pエスピーボンド は、 コーキングガンで押出す水膨

張性ゴム系１ 液タ イプで水分によって硬化膨張し 、 優れ

た水密性があり ます。 また、 水場での施工にも適し てい

ます。  

　 取り 扱いについては、接合剤容器に明記さ れた注意事

項を守って下さい。  

●接合剤 

　 SU Sカラー付き直管（ 略号SU SR）の接合には、 開削工法用のゴム輪受口付塩ビ管の接合に用いる塩ビ管用滑剤（ V

ソープ）を使用して下さい。  

●滑剤　  【 V ソープ】  容量： 1 kg 缶（ ハケ付き）・ 2 kg 缶（ ハケなし ）、 主成分： カリ石けん（ クボタシーアイ㈱製品） 

【 SPエスピーボンド 】  容量： 4 0 0 g 、 主成分： 変性シリコーン（ クボタシーアイ（ 株）製品）  

注意： 管内面に接合剤がはみ出ると 、 管閉塞の原因になるので、 受口内面には塗布しないで下さい。  

また、 漏水の原因にならないよう に、 指定の使用量を参考塗布して下さい。 特に差口奥のフラッ ト 部（ ※1 ） に十分塗布し 、  

接合完了時に接合剤が管外面の全周にわたりはみ出しているのを確認下さい。  

1 箇所当たりの接合剤使用量（ 参考） 

呼び径 

塗布量 

1 5 0  

6 0

2 0 0  

8 0

2 5 0  

1 0 0

3 0 0  

1 3 0

3 5 0  

1 9 0

4 0 0  

2 2 0

4 5 0  

2 6 0

5 0 0  

3 0 0

（ 単位：g ） SUSカラー1 箇所当たり（ ゴム輪２ヶ分）の滑剤使用量（ 参考） 

呼び径 

塗布量 

1 5 0  

4 0

2 0 0  

5 0

2 5 0  

7 0

3 0 0  

1 0 0

3 5 0  

1 3 0

4 0 0  

1 8 0

4 5 0  

2 3 0

1 .塩ビ推進管の接合　 接合前に管のワレ等の異常が無いことを確認して下さい。 

取り扱い上の注意 

●スパイラル継手付き直管（ 略号SSPS） の接合 

①接合部の清掃 

　 接合部を清掃し て下さい。 接合部受口内面及び差口外

面をウエスなどで拭き、 砂・ 土・ 油・ 水等の汚れなどを

取り 除いて下さい。 接合部への異物の噛み込みは接合が

困難と なり 、 油分の汚れは止水性を損なう ので、 入念に

行って下さい。  

 

 

接合剤の塗布 

 

②接合剤の塗布 

　 差口外面にSPエスピーボンド を十分に塗布して下さい。

指定以外の接合剤・ 他管種用の止水滑剤等には、 水密性

に問題が生じ るものや、 管を劣化させるものがあり ます

ので使用しないで下さい。 ネジの谷間に沿ってネジの始

めから塗布を行い、 3 周以上塗布し て下さ い。呼び径

3 5 0 以上のものは、4 周以上塗布して下さい。  

L

d
1

d
2

r

接合剤 

※1
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ゴム輪の装着 

③管の接合 

　 管軸を合わせ、 所定の位置までベルト レンチ等を併用

してネジ込んで下さい。 金属管用チェーント ルクレンチは、

塩ビ管表面に傷をつけるので使用しないで下さい。 

　 管は左ネジが加工し てあるので、 左方向（ 時計の反対

回り ） に回して接合して下さい。 

　 管をネジ込む時は、 管の内面奥が接触したところでやめ、 

それ以上の過大な力で締め付けないで下さい。 接合後の

外面隙間は約1 a が標準です。 

　 接合完了時、 接合剤が管外周の全周にわたり はみ出し

ていること を必ず確認し 、 はみ出し部分はウエスで拭き

取って下さい。 万一、 一部分でもはみ出していない場合は、

管を取り外し てウエスで拭き取った後、 再塗布し て接合

して下さい。 

●SU Sカラー付き直管（ 略号SUSR） の接合 

①接合部の清掃 

　 接合部を清掃して下さい。 ゴム輪・ ゴム輪設置溝部及

び SU S カラー内面はウエスなどで拭き十分清掃し て下

さい。 

②ゴム輪の装着 

　 ゴム輪は方向を確認し て、 正確に装着し て下さい。 ゴ

ム輪は、 水膨張性ゴムがついていますので、 水による膨

張を防ぐため装着する時まで袋から取り出さないで下さい。 

 

③滑剤の塗布 

　 ゴム輪外面及び SU S カラー内面に塩ビ管用の滑剤を

十分に塗布して下さい。 必ず指定のものを使用して下さい。

他管種用の止水滑剤・ グリ ス・ 油等は管やゴム輪を劣化

させますので絶対に使用しないで下さい。 

④管の接合 

　 S U S カラーをセッ ト し 、 管軸を合わせ推進機にて押

し込み接合します。 

2 .管の推進 

①　 管の推進には、 管に作用する推進力が常に許容耐荷

力以下であること を確認し 、 必ず許容耐荷力以下で推進

し て下さい。 許容耐荷力を越えて繰り 返し推進力を作用

させると、 加工部の座屈やワレにより水密性を損ないます。

特に、 最終近く での推進力の確認は重要です。 

　 また、 工事を中断し て長時間経過し地盤が固まってし

まった後に再度推進する場合は、 始動時に高い推進力が

加わり管が破損しやすいので注意が必要です。 

　 こ れらの場合は、 推進立坑に人が入らないよう にし 、

また防護ネッ ト を設置して作業を行って下さい。 

②　 スパイラル継手付き直管（ 略号SSPS ） を推進する

時は、 管の端面を保護するため後押し アダプターを必ず

使用して下さい。 

③　 粒径の大きなレキや玉石・ 岩盤などの管の内外面に

傷を付けるよう な地層には使用しないで下さい。 

3 .マンホールとの接合 

　 推進終了後は、 発進立坑及び到達立坑内でのマンホー

ルと の接合が必要と なり ます。 マンホールと の接合は、

開削工法に準じた施工が必要です。 前記したマンホール

継手等を介してマンホールに接合して下さい。 

（ マンホール継手の施工についてはP6 0 を参照下さい） 

4 .運搬及び保管 

●運搬 

　 塩ビ推進管は、 軽量で取り 扱いが容易ですが、 積み降

ろしの際は管を放り投げる等、 衝撃を与えないで下さい。

管端には、 高精度な加工を施してあるので取り 扱いに注

意し て下さい。 特に低温時では、 衝撃によるヒ ビワレ発

生に注意して下さい。 

●保管 

①　 管の保管場所は原則と し て屋内と し 、 止むを得ず屋

外に保管すると きは、 簡単な屋根を設けるか、 または不

透明シート をかけ直射日光を避けると共に、 熱気がこも

らないよう に風通しの良い状態に保って下さい。 透明シ

ート は、 遮蔽力が劣るので使用しないで下さい。 

②　 接合剤の保管取り 扱いには、 直射日光の当らない常

温（ 5 ～ 3 5 ℃） で湿気の少ない室内に保管して下さい。

「 接合剤取り扱いの注意」に明記された事項を守って下さい。 

③　 SUS カラーのゴム輪は、 水にぬれないよう 室内にて

保管して下さい。 

　  注意事項 

　 塩ビ管には、 ある種の有機化合物、 たとえばアセト ン・ シンナー・  

ク レオソート ・ 殺虫剤・ 白アリ 駆除剤など、 管の材質に悪影響を及ぼ

す物質を吹き付けたり 塗ったり し ないで下さ い。 なお、 上記物質を地

面にこぼすと 、 地中に浸透するこ と によって、 管が侵さ れる場合があ

るので注意が必要です。  

SUSカラー 

ゴム輪の向きに注意 
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１  工 事 概 要 

 

（１）工 事 件 名 

   Ｒ４圏央道神崎ＰＡ改良その２工事 

 

（２）工 事 場 所 

   千葉県香取郡神崎町松崎地先 

 

（３）発 注 者 

   国土交通省関東地方整備局 

 

（４）請 負 者 

   株式会社 鴻池組 

 

（５）施 工 者 

   株式会社 大阪防水建設社 東京支店 

湘南海岸公園龍城ケ丘ゾ－ン整備・管理運営事業のうち造成他工事

神奈川県平塚市龍城ケ丘45-1先

積水ハウス㈱横浜シャ－メゾン支店

株式会社　鴻池組
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２  工 事 目 的 

   本工事は、立坑掘削の補助工法として、薬液注入工法「二重管ストレーナ工法」 

の採用により、地盤強化と遮水を行うものである。 
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３  施 工 範 囲 

   施工範囲は、添付施工計画図の如き改良範囲にて施工するものとする。 

 

 

（末尾 施工計画図 参照 ） 
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４  使 用 注 入 剤 

   現在、薬液注入工法において使用可能な注入剤は昭和４９年７月１０日付けにて、 

建設省より出された「薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針」により 

水ガラス系の薬液に限定されており、他の高分子系注入剤の使用は安全性を確認され 

るまでの間、禁止されている。その為、現在使用可能な注入剤を大別すれば 

表 2-1　現在使われている主な材料

第Ⅱ分類
(構成物)

第Ⅲ分類
(ｐＨ)

　特殊中性・酸性

　アルカリ性
無機系

水ガラス系薬液

溶液型

懸濁型
　中性・酸性

　アルカリ性

第Ⅰ分類
(液態)

　特殊シリカ
　(シリカコロイド)

　アルカリ性有機系

　中性・酸性
無機系

 

  に分類され、それぞれの施工条件、土質条件、施工目的等に応じて採用施工されてい

る。 

   本工事においては対象土質、採用工法に適応する注入剤を選定するものとし、次の 

通りとする。 

 

    〔二重管ストレーナ(複相式)工法〕 

    無機系注入材 

        一次注入 → 溶液型水ガラス(瞬結ゲルタイム) 

                 …………｢シリカショットエース(瞬結配合)｣ 

        二次注入 → 溶液型水ガラス(緩結ゲルタイム) 

                 …………｢シリカショットエース(緩結配合)｣ 
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 〔使用注入剤〕 

 

 シリカショット主剤 無色液体 1.31～1.33 無し １２

 ＳＳセッターＶ 無色液体 1.65～1.69 軽い刺激臭 １以下

シリカショットエース材料の性状

材　 料 　名 外　　観 ｐＨ臭気比　重

 

 

 

シリカショットエース標準配合（0.4ｍ 3当り） 

 

Ｂ　　　液 140Ｌ　

ＳＳセッターＶ 9Ｌ　

水 51Ｌ　

シリカショット主剤 50Ｌ　

水 150Ｌ　

シリカショット主剤 40Ｌ　

水 160Ｌ　

Ａ　　　　液　(200Ｌ)

瞬　結　配　合 緩　結　配　合

Ａ液（200Ｌ） Ａ液（200Ｌ）

ゲルタイム
5～20秒程度(20℃)

Ｂ　　　　液　(200Ｌ) ゲルタイム
10分以上(20℃)

Ｃ　　　　液　(200Ｌ)

＋ ＋

Ｂ液（200Ｌ） Ｃ液（200Ｌ）

               Ａ液作液に
　　　　　　　 Ｂ液を使用
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５  施 工 数 量 

   注入対象土量をＶ、注入量をＱとし注入量の算出に次式を用いる。 

          Ｑ＝Ｖ×λ    (λ；注入率) 

（１）注入率(λ)の設定 

   注入率(λ)は、土質性状(Ｎ値等)より、下記、添付注入率表を基に、次式よ 

り求める。 

            λ＝ρ×α    ρ；間隙率(％) 

                     α；填充率(％) 

二重管ストレーナ(単相・複相方式) 

間隙率 充填率 注入率

（％） （％） (％)

ゆるい～中　位  0～50 40 90 36.0

中　位～締った 50以上 35 90 31.5

ゆるい～中　位  0～30 45 90 40.5

中　位～締った 30以上 35 90 31.5

軟　い～中　位  0～ 4 70 40 28.0

中　位～硬　い  4～ 8 60 40 24.0

砂 質 土

粘 性 土

土　　　　質 Ｎ　値

砂 レ キ

 

      （注）①．注入率の決定にあたっては、原則として間隙率から求める。 

         ②．上表の間隙率は標準値であるので、土質調査の結果定めるものとする。 

         ③．腐植土、埋土、その他特殊土は別途考慮する。 

         ④．複相方式における瞬結、緩結の注入比率は次のとおり。 

               

 土　　質 瞬結剤 緩結剤

粘 性 土

砂 質 土

レキ質土

１　：　０

１：２～１：４

１：２～２：１
 

 

財団法人 建設物価調査会「土木工事積算基準マニュアル」より 

1 ： 2砂質土 ０～30 45 90 40.5

※　設定注入率　※

土　質 Ｎ　値
間隙率 充填率 注入率 注入比率

(％) (％) (％) (瞬結：緩結)

 



8 

６  注入工法施工方法 

（１）施 工 順 序 

   ① ボーリング 

     ボーリングはロータリー式ボーリング機を用いて、清水を送りながらボ 

ーリングロッド(二重管)により所定の深度まで削孔する。 

   ② 注   入 

     注入は削孔ロッド(二重管)を注入管として用い、まず２ショット方式に 

    より瞬結ゲルタイムの溶液型水ガラスを注入し、ロッド周りのグラウトパ 

ッカーの形成、及び地盤内の空隙、層境部等の荒詰めを行い拘束地盤を形 

成し、次いで同一ステップにて緩結ゲルタイムの溶液型水ガラスを注入し、 

土粒子間に浸透固結させ均一な改良体を形成するものとする。 

     これを一行程とし１Step/25cm 最下深度より順次、ステップアップ方式 

    により施工するものとする。 
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二重管ストレーナ工法 注入システム図

・一次注入(瞬結剤)

Ａ 液
グ
ラ
ウ
ト
ポ
ン
プ

記録計

圧抜バルブ

Ｃ 液

(二重管)

内 管
Ｂ 液

外 管
切換装置

分流器

【シリカショットエース】

(二重管)

内 管
Ｂ 液

外 管
切換装置

分流器

圧抜バルブ

Ｃ 液

・二次注入(緩結剤)

Ａ 液
グ
ラ
ウ
ト
ポ
ン
プ

記録計
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（２）施 工 仕 様 

（２）施 工 仕 様 

 

工　　法 複　　　相　　　式 備　　考

注　入　剤  瞬　結  シリカショットエース(瞬結配合)

緩　結  シリカショットエース(緩結配合)

ゲルタイム  瞬　結 5～20秒程度（20℃）

緩　結 10分以上（20℃）

流　　量

注 入 圧 0.3～0.5ＭＰa程度

ｽﾃｯﾌﾟ間隔

8～20Ｌ/min

0.25ｍ/st(4st/ｍ)
 

但し、上記値による施工で異常(地盤隆起等)が見られる場合は直ちに工事 

を中断し、監督員と協議の上、適正値を検討し対策を考慮の後、施工を再開 

するものとする。 

 

（３）使用機械器具 

(２セット)

名　　　　称
寸　　　法　(mm)
長 長 × 幅 × 高

重　量
(kg)

動　力
(kw)

個数

 ボーリングマシン 1,660×  800×1,320   600 5.5 2

 グラウトミキサー 2,075×1,370×2,060   430 0.3 1

 グラウトポンプ 1,420×  575×  940   300 3.7 2

 自記記録計  EK 26S  記録部   425×  260×  392    23 0.1 2

 検出部   285×  217×  382    16

 ギヤーポンプ   550×  296×  227    19 0.75 1

 水中ポンプ － － 1.5 2

 分　流　計 － － － 2

 水タンク － － － 1

 発　電　機 － － － 1 37kVA

型　　式

 OR型

 口径50mm

－

－

 D2-JS(Ⅲ)LH型

 KTM-200B

 CPW-5D
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７  飲料水源の対策 

   注入工事に際しては｢薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針｣ 

に準拠し、水質管理を行うものとする。 

 

（１）水質観測井の設置 

   水質観測井は改良範囲から、１０ｍ以内の適切な箇所に設置する。 

 

（２）水質観測井の構造、及び設置深さ 

   水質観測井の構造は次頁の図の通りとし、設置深さは次の通りとする。 

観測井設置数量 

井 戸 長

（ｍ）

1 11.20

本　数

 

 

（３）水質試験項目、試験回数、測定機関 

   水質試験は使用注入剤が無機物である事から下表の通りとする。 

 

 測定項目 専門機関測定 現 場 測 定

 施工前 ｐ　Ｈ １　回 １　回

施工中 ｐ　Ｈ １回／１０日 毎日１回

施工後 ｐ　Ｈ ２週間内１回 ２週間内毎日１回

２週間後半年間毎月１回 ２週間後半年間毎月２回  

測定機関 

㈱日本衛管指導センタ－ 

                   住 所 東京都江戸川区松江 4－28－12 

                   電 話 3652－6231㈹ 
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 （４）水 質 基 準 

    水質基準は厚生省令第 56 号に基づきｐＨ8.6 以下とする。但し、施工前の 

測定値が 8.6 を超える場合は当該数値以下とする。なお施工中、前記の数値 

以上にｐＨが上昇した場合は直ちに工事を中止し企業代表者と協議する。 

 

【水 質 基 準】 

薬液の種類 検査項目 検  査  方  法 水  質  基  準

 有機物を含  水素イオン濃度  水質基準に関する省令（昭  ｐＨ値 8.6以下（工事直前 

 まないもの  和41年厚生省令第11号。以  の測定値が 8.6を超えると 

 下「厚生省令｣という。）  きは、当該測定値以下）で 

 または日本工業規格Ｋ0102  あること。 

 の8に定める方法 

 有機物を含  水素イオン濃度 同　　　上 同　　　上

 むもの  過マンガン酸カ  厚生省令に定める方法  10ppm以下(工事直前の測定 

 リウム消費量  値が 10ppmを超えるときは、 

 当該測定値以下）であるこ 

 と。 

水

ガ

ラ

ス

系

 

 注）平成 15 年 4 月に水質基準見直しにより、過マンガン酸カリウム消費量を TOC(全有機炭素量)に変更 

   している企業もあるため注意が必要である。その場合の基準値は、3mg/ 以下であり工事前の測定値 

   が 3mg/ を超えるときは、当該測定値以下となる。 
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８  施 工 管 理 

   薬液注入工事施工に際しては、次の点に特に注意を払い施工するものとする。 

   又、各項に於いて万一異常な事態が発生した場合は、直ちに工事を中止し、企業 

代表者の指示を受けると共に適正な処置を取るものとする。 

（１）プラント基地の設置 

   プラントは、一般の者が立入れないようにすると共に薬液の飛散等の第三者に対す 

る事故防止に努めるものとする。 

   設備としては、次のものを設けるものとする。 

        ａ）注入設備、ボーリング機、グラウトポンプ、ミキサー、タンク 

        ｂ）給電、給水、排水設備 

        ｃ）保安照明設備 

        ｄ）資材置場 

（２）始 業 点 検 

   注入作業開始前に各注入機械、器具、及び電気系統等の点検を行ない、機械の作動 

ホースの破損等によるトラブルのないよう心掛けるものとする。 

（３）施   工 

   施工においては下記の点に特に留意し、もしも異常が認められた場合は、直ちに注 

入作業を中断し、適正な処置を行うものとする。 

       ①．単位時間当りの液送量 

       ②．注入圧力のチェック 

       ③．液送ホ－スのチェック 

       ④．配合ゲルタイムのチェック 

       ⑤．注入剤の噴出、漏出の有無 

       ⑥．地盤の隆起等のチェック 

   施工時には自記々録計をセットし、注入圧力、流量管理を行うと共に、注入状況を 

記録に留め、全体的な注入状態を統括把握するものとし、施工管理に万全を期すもの 

とする。 
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（４）注入圧力の管理 

   注入圧力は所定の圧に保つように努力し、また注入圧が異常に上昇する場合は直ち 

に注入を中止し、その原因を調査して適正な対策を講ずるものとする。 

 

（５）注入量の管理 

   注入量の確認は、自記流量圧力計によることを基準とする。 

   尚、チャート紙の取扱いは次の通りとする。 

      ・切断しないことを原則とし、１ロールごとに使用する。 

      ・使用前に発注者の検印を受ける。 

      ・監督員の立会いを受けたら確認のサインをもらう。 

      ・注入記録が判然としなかったり、切断してしまうなどの諸問題が発生した 

ら、企業代表者に協議を申し入れ対応処置を決める。 

 

（６）注入剤の管理 

   注入材の配合は定められたよう正確にし、配合ミスのないよう努め、作業開始、 

午前、午後の各１回以上、ゲルタイムを測定し、大きな変動がないか確認する。 

 

（７）材 料 管 理 

   材料搬入は作業基地内の定められた位置に搬入し、盗難等のない様に厳重に保管す 

る。 

   又、材料入荷量、日計使用量、残数量等は毎日チェックを行い作業日報にまとめて 

整理、記録する。 
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（８）写真撮影要領 

 

項　　　目 撮　影　内　容 撮影頻度 摘　要

準　備　工  資･機材搬入、組立状況  その都度

 資･機材搬出、解体状況  その都度

使 用 機 械  ボーリングマシン  機械ごと

 プラント設備  プラントごと

使 用 材 料  シリカショット主剤  搬入時全数  車輌ごと 

 ＳＳセッターＶ

工事着工前  改良位置墨出し  全本数  全　景

 (全景、本数及びピッチ) 

施 工 状 況  全景  数枚

施工サイクル  ロッド検尺  ５本に１本

 削孔状況  全本数

 削孔完了残尺  ５本に１本

 注入状況  全本数

 注入完了残尺  ５本に１本

品 質 管 理  ゲルタイム測定  数枚
 

 

       ※ 工事名・工種・内容・請負者を記入した黒板を使用。 

       ※ 寸法の必要な場合は スタッフ・リボンロッド等を使用。 

       ※ 材料入荷・空袋写真には 監督員の立会いを求める。 

         但し、監督員の立会いが出来ない場合は 請負者職員が立会う。 
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９  安 全 管 理        

（１）作業帯の安全確保 

   全ての作業は所定の作業帯内で行うものとし、安全確保の為、保安設備を完全に設 

置すると共に、必要に応じて保安要員・交通整理員を配置し、第三者障害の発生防止 

を図るものとする。 

 

（２）注入剤の飛散防止 

   施工中、注入剤が飛散する事の無い様に作業前にホースにひび割れが無いか、切り 

込みの入っている箇所が無いか確認を行う。 

 

（３）機械取扱いにおける安全対策 

  １）持込機械(使用機械)については使用承認願いを提出し、整備状況を確認し、承認 

証としてステッカーを貼る。 

２）機械の操作は取扱責任者を定め、諸機械の始業点検、及び定期点検(パトロール) 

を実施する。 

３）始業点検の実施を行い、モーター部には必ずカバーを取付け、スイベル回転部に 

はグリスを塗り回転を滑らかにしておく。 

  ４）グラウトホースとロッドは常に距離を保ち、巻き込まれの無い様にする。 

５）ポンプ類・撹拌機等のベルトカバー有無の確認。 

  ６）各種機械の整備状況及び、取扱い責任者の表示有無の確認。 

  ７）ボーリング機配置状況の確認。(安全間隔の確保) 

  ８）ボーリング機の据付状況の確認。(水平・安定性) 

    ボーリング機ががたつかない様にキャンバーで確実に固定する。 

  ９）ボーリング機の移動方法の適切な指導と確認。 

    ボーリング機の移動時は周囲を片付けて掃除してから行う。 

    又、ロッドは完全にボーリング機から離脱してから移動する。 

  10）機械運転中の合図の確認。 
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（４）電  気 

  １）分電盤の状況確認。(位置、扉の開閉、汚れ具合) 

  ２）配線状況の確認。(結線方法、電路系統の明示・アースの有無) 

 

（５）埋設物事故の防止 

   工事着手前に埋設物の有無を確認すると共に、工事中の埋設物チェックを作業打合 

わせ時に実施し、埋設物近接の作業手順を打合わせ、立会いの上実施する。 

 

（６）整理整頓の実施 

   作業に当り、その都度、現場内の整理整頓を行い工具は定めた場所に保管する。 

また、作業終了時は現場内(路上・プラント)の清掃を実施し、美化に努める。 
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10  材料の搬入、及び残材の処分方法 

（１）シリカショット主剤の搬入（コンテナで納入） 

１）企業代表者の立会い検収を原則とし、納入量の確認を受けその状況を写真撮影す 

る。 

  ２）数量証明書はメーカーの納入伝票(または出庫伝票)とする。 

３）ドラム缶、コンテナの搬出時には企業代表者の立会いを受け、数量を確認しても 

らい、その際状況写真を撮影する。 

 

（２）ＳＳセッターＶの搬入（コンテナで納入） 

１）企業代表者の立会い検収を原則とし、納入量の確認を受けその状況を写真撮影す 

る。 

  ２）数量証明書はメーカーの納入伝票(または出庫伝票)とする。 

３）コンテナの搬出時には企業代表者の立会いを受け、数量を確認してもらい、その 

 際、状況写真を撮影する。 

 

（３）シリカショット主剤の保管 

   専用タンクに保管し、適時、タンクからの漏水や滲み出し等の無いことを確認 

  する。 

 

（４）ＳＳセッターＶの保管 

  １）労働安全衛生法により、特定化学物質等作業主任者を選任して管理する。 

  ２）消防法により、所轄消防署への届出を行う。 

  ３）漏水や滲み出し等が無いように堅固なタンクに保管する。 

  ４）保管場所に関係者以外の者が立ち入ることができないように囲い等を設ける。 

 

（５）残材料の処分等 

  １）残材料の処理に当っては周辺の環境衛生公害の発生が無い様に注意し、監督 

員の立会いを受け数量を確認して、メーカーまたは施工者の倉庫等に返品する。 

２）プラント周辺は注入剤の飛散、流出等により災害の発生が無い様注意し、清 

掃、整理整頓に努める。 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
     　　　　　　　　
                                                                        

【道路付属施設工】
　道路付属物工
　・車両用信号移設工
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